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1回　凍上　療え

4匝i　塞多　勇夫

5回　大野　　名歌

4回　州鶴　舞叙

事田　岡舟艇握手
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「玄天空‾ニ弁⊥

東森詩め寄三吉叢

新入竺語‾盲へ

「姦書き⊥

買気れないミゝに

賓後道草森

香車息

ノ＼十法季冬

褒賞と人を

「いイ〕わあバ＼るゝころセんなれば㌦

ポリプつロピレン鰐今

度Yって症rs　の漁女展から（甘〕

岬・フ［了ロブ烏レンの凰込一

新森を街中

、二・、＿

震舟　塀裸

左可　モ渾　毒矢

A一軍　荒谷　著大

4司　子音抒　　月号

．4覇　鴬閃　簿叫

5回　藩多　鉱夫

ヱ1司J叫亀　宣長

4回　隼好　意司
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『君．封二の銚遺著どなれ』

W学長全党記…

にXA姑軸十血鵬≠琴として敵意生餌ふとか二・学長に皆々も繁茂軒は膏と．

丙の車を本学本部へおもむい丁二わけぞある。本部の方法雷iニ牽最空へと繋呵1

れ一二二　六メメ　」いレ閤肯くJJいカケしろ7幣い寄蚤¢車災あたりでノ　尭々六人

甘掌最に色々と伺っ沃∴

学長は「乙娠ふ」にっし　て言離日ニ「混乱上　の前黍である「わたご上官守も郷存

・　二：‥・　　　‥　　　　　■　　　　　・　　　　　　　　　　　　、、　　　、

なすで、戴マか象覇一つ一つに威よくノ　てい腐いに答えて下さったリノ　讃潤

して、下さいました。

最新はまず尊貴のJ二噴きな野虎の巻／コ＼ら婿まリました。

書鹿野試、雷の大谷は分立かわノ　革む六合汀厳猿からエシ塑う看守して了こら

れるそうで、すむ野蛮祭としての春》遠戚大金．選手廉大倉としこカ■貢や

甲子固、大倉匂シ二ガンの終りを飯も嘗気大会と各大分の艶萌をきれ～　色

々ホ∴工ごソー」ヾ、を覆え息が上　野求巧語は苦で舌だ終弓そうにありきせ

んで＼Lと。何しろ大正Ⅷ箪ヱ＼ら荒せ繁をされてすごわがしるそうで，野庚に

つし＼てなじJ何時覇そもお話し⊇紀をろでしたク

穴に　嘉管絃車力罵′敦と尊家ヒつし、て、学長忘

圭￥が啓門（益粟化孝が堀留門jばから多少窯は虫葦毛と逢うと膏は鳶

・　、－　●　　ヽ■●　ヽ　　　－　　　　　→　　　一・・‥、■　－●＼・

いる∴胡ら化学工寮は亀罷故鷹は物療力孝，鷺宮にし＼たる温あらゆる毒

素に同番している。軋って．化学の現状を語えるには　等べ’この覆素と

の覇麻及び＼、麦の豪儀のγ‾‾更から舞えぬばならなし＼J　囲碁ノ産が料学に牒ざ

り仁∴りは、滑岩．カ吏礪同比β＼らYしても筍等そこそこそあるから，梗回

ヒ比べれば慧どまだであると云える。その中でも蟻聾は佗め蓬栄に比べ

戦笛まで－一針竪れていた蚤栄の一つであった。それは化学工蒼が数台で

直もうと怒っていたのが園違いであり、すべての豪儀とカを鬼籍して痺

－　ト



蒔．しなかったのが′　遣れた蚤も大きな欝寓だった。といっても軍産酪武

の我癖の酎又は早く、吻淫に化学ヒすぐれた学者が聾虫した功ではあわ

が．乞れは工一部のものであり一　一牌の覆祭として，大成する‖二はまだ

まだ甘簿がi盗草であったい化学毒首都蹄儀しだした射よ軍需の木から普

一次世界大戦にかけてであり、痔にロ落親筆より痺びだし一た．幸い！こと

言ろかゥ＋勘ニー責の親筆で．画カが禿賓するにつれて、化撃産寮も庫

誇豆㌧・常一次せ界大戦丸ま輸入がとだえノ　宮村で節気宜覆す名目溶質注せ

音られ発展　たかからだ　なな　屠屠　太東笑　知る著者に　㌦　あらゆる豪鳶♂蚤

展が各執筆にいかに河徴してきた刀＼を考えるとうなずけることだ㌦

ともかくノ　荷よりも大部な草は把の衰嚢と手を鼠んで驚扇写る二七∵空あ

り、各自水盤立で発展守る事はとうてい不可牒澤あり、向違ってし、る方

法なのだ。芝の点夕卜画托各蚤嘗命野猿軒の蜜環あるいぼ底鯵が尭常によ

いと言える8　ヌ啓最は習本人の頭腿が、腔風説に比べ頻ってはいず、むし

ろすぐれてしヽることを轟欝はれ隻。

観稔厳粛工鴬は不源空、それでやたらに農衛強大をした。それ変本巻に

戴々のも　‖＝するに三五～六年を要すのであ上　＋五・六羊たった覚定

だし＼ぶのびて芝だとおっしゃった，二とらし＼うこと男＼らして、凝＼職工覚め

脊翼又経寮により、絶賛常識発展三二†1て＼ちぢとぎちとごL言われた。

教わってもめを色合のこし究‖こして、節ち冒奉禿たこし勇として利喝てる即

ち音二針鋸造営，牙この発礪有功意凍二おし＼て、どLと、し及癖を齢入す

ればよし、のであって▲　ともす甘しぼ甥壬もヨプさノ＼と言われる我々であるが／

単なる物まねや腰蔵に終るのぞ且なく′　そこでヨ本人の頭の豪まを聴穫

して，一骨哀芝ものき摩りど7べきである＝　又荘厳同には戌緻吟漫歩し

た蘭はなし、Lク）であるかも主　食もうけは鋸とJて　輸入した妓軒を欣属し

留軒のものとし乙どしどし夜狩庭筍を丁べきであるク

晋三箇琶」本学のことについて賓覇したところ

本大学は形に諾いそぼ，ちっほ〇けなものだが．大学†二王こぞ大きいだけが

髄ではないム奉大学は芝の右廓の痛に合画にi壌肇ないユニ叫クな大草

としてありたし、ク　それには我々撃墜の気′分勃薄ら首を義驚ほれたヅ

幸いに、監事語篭めお蔭で′　細事に東食‖ニ凝り短むことが車掌の底寵の

一つになってし、ものだモうだ。

又篭凝面として，管長は荒でも短でもいいけれど、それ等′カ漫談は来し

てやら冶痍雷望せり｝Lと。ただどの濁嶺が覆し＼のかという判断力を番う

べそで、慧粂庫に盲目絢に観ろことは一番葛し＼と産額きれた。

－2－
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いずれにセよ、優れと塵東電判断力を番うことが必貫であり，この亀で

も本学のオ哀観となると竜われた。

そして人間一人路叫が虫東てし、なければ敬がよくてもだめであり，づ仁一

に慮項，㌢二に入洛、草間はそゆ上に組み立てるべきであると淀へら汎

た．

芳田Yしこ令の教偏執蔑七ついて

今の判喪は初孟ってまだ十茸ぞあるか量一　号の良し．貨しはまだ判らない）

学長の学生碑和宣戒暗め清化よりも吸操に厳がしい鮪東予あった，

今ぼそろぞはなく，むしろ璃化して軍令のもの≡こし′　そして研究すべき

露である。そういう息から開港路彊め大学におし、て島外軒に荒くれまい

と戊衛の繚入本位であった∴が．今庄教容が〕牧草であると害われた。

2蒼もならば奉天学力顔に蛇か蘇金木賢と還し、蔵東本接l力学をばかりのと

ころで日吉もっと厳薇強弓の気賀が成魯否はなし＼だろうかア

草炭はこか固鞄に対して侍，恕禾む廠tj笈くカ人て宣慣し」繭に嵐ヾた

線にしっかりした判断一望番うよう嘗めてはL L、と答えられた。

ところで′　牟蚤工ま奪取二和談二組しこ呟覆凝威尊執二つし＼てはノ

単なる武威工学部Y腎なり繊絶！ニ関する頗戴あるし＼は，プラスチしソクス

野戦ぞ凱緻鮭拙乳酪とも大いに河棟のある諌耗牽強であり㌦

戯織を温るた初め機兼学碑ではないの亡き　つまtj竪畳に虜等な威鵜．生

竜と輩ゴついた成寂、．節も．覆意に鹿終了考慮兼忍研寵写る学風7∫珍で、

∴．・・・．．

しからば番数紅はこのままで壌いのぞあむうが㌔

独尊息が大いにを亀lニ缶ばれるα‖二比べ，蚤の辟駕とは不餌金し＼ではなかろ

うか。十敬賢治蒙での雫全容蘇和宣令や終ううとしてし＼るそぼないか■

日本がとして寛都の肇。動の竃薩を車心とす勾環織物も日々に進歩する叱筆

力カに定職されているのが環瀬では化し＼か．争各卸致された監産威商号蕗と

療養滴々比べて，河か矛笹夏啓じ毎のご＼ある。

この間題に頭・て資長はこし＼ねいにこち語って下さった∴

なる定こめ悪者で、ぼ急でし＼ヒ空ろのそ，この間行き古を鹿討する麗容が

ある。認め的ヒ甘現在旧制の三洩蘭博明（乳繋農工大一橋叫太・本学）

で、協蛍しておら才しろ等：ちだ㍉．そしてヌころも言われた。

なる鹿、今日寮費は明らかに下火ではあっても，蚤の聯見なしているの

は日本だけである。肢に官本で研罷するところがないとすれば∴阿姓の

司で軒見するのか，所定する学監が居なくとも師範締め東芝蹄で研究虫

－3－



簑るし、今後か番蚤泉は大いに痛孝を取り入軋乙養蚕化学の鳥カも￥に

訝棄了∧さきである。そう寸首しぼ、ここに㍉本学がユニークな存在として

膝徴すげられ毎ニYに茂る・一一一一㌢∴

更に窒鮭あって賂るべきでぬるのに思円力教礫力屠られない苫驚夜で．冬褒ぢし＼

篭夜に一つし、ても鼠か二親明し＝下つった。

幼諭，諦めしく葦を夏設ける嫁には文部境目二車蜜し、そ月額可が庭草ど

ある。大嵐庵にも乞う金が余づてい奄敦ではなし＼カでノ　新等－うるには東

野ら努力を要守る。いずれ」ニーuよノ今皆の車は我々撃塗に河を箋ん己、い

るカかを短リ　乞ガ窮格にとうふう登めてほしいと竜われとっ

轟きKへ完もむし＼た銅が一時ヰ頃だったカで′　もうそろそプ〕才；し＼セ書き乞う額

刹∴ごなった頃議題は葛び努拭ヒなってし＼た．琴最の汚さ≡窓際総か野戎竃、

汁Ⅶ…島轍．最妃試合等をむっカ＼しそうに笥うi／した。その後一　冬日のお土産鷺

と頚木ヨ哀し乙，牽最をヒ鋳られてし＼る　6そしノー止ノし　痩痩　採囁囁二つし、てあみい電文

常許容轟象力民力絵ノ　そして磯と牽貫の郷賓丈　ヒβ　覇私など贋終わるお箆

をして下つしヽよしたJ

天等　ノ叩丁になり㌢いいとはどうしても忘ナ）さてノない私　毒気ヒ素らておられる

、‥・・　・・・　∴・′．

塾頭長野頭は別宅して年額　三段‥＝一一宅籍‾わも三串いさ芦工二れ∴｛ヌ．か夜会に竃

こうと蔑ろ）と学生数首だと語ら蒼こも写責と会芭し終っためが、澤勘二二三

界覇でした。

く＞

－　尊貴と会克して　柵柵

蕊々六人笹薮轟な商量bど、学長をへ入って■再∴）に∴

叫岬岬－、′）r狛－ハLを竃んで焉髪し魔のもや、タバ∴いkたて額h十に二友一ぐ永常わ往

7㌢Y二、一）をみて，丸森親電藩が濁し＼1二二　モして話が漫むにつ1札て、彩トの・か洛

愈好偉く花蔓であったことが分かり，乳幕がよ苺、⊃七。モカヒのか

初めの予定30合を超温う‾るこ￥賓に】HⅣ新町　導管痘公教育が趣味だとおっし

ゃる琴炭。しかも、琴茨竃車篭し＼蟹弦と話し合うやが解きだ￥害われる露に

我々は本当に線状なⅥ跨な温ごこせて轟いた．

落後iここの会嚢か案晃で‖とめにノ　お結UL＼車に、色々とお手数髪おかけし

た対も助款確に終上をもってノ　誓く五九車し上げ課す4

－　4－

溶質

晋

琴

芝

愛

書

音

義

警

首

鼠

夢



嘗

睾

蔓

誉

呈

こ
　
ア
ゝ

い
　
　
ぐ
纏
　
い
　
　
靖
　
l
　
籍
　
又
　
添

る
　
　
　
恐
竜
　
で
㌦

．■　圭、∴ 筒　　亨

項数か＼たた敵を欄ぎっっ、板を螢恒子きし＼よし＼よ⊥高覧イ　邑蔓右手、堅適め

■　　　　　　　　　　　一　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　、　　　　　●　　　●　　　一　　　　　一

簡韓の潤は、寄抗力南東に崗け一　句鋸二は′　はるか貴、カ町薮k蔓プまノ　あ1二ぢ＼

†jノ蜜∴媚望配車本意宜索に菟㌢姦し寺号カ）拍削綱痛に盈き
葦れに希うこ，サ＼ソ雪甘藍髪潔い′　あ号轡けられとを覿考盲卜蘭力白右京が欠

義勇欝播き搾る。金庫字には如山本の形式をとって－ノ＼呑。又　賂肺義桑と被

る下部の璃都の音は哀しし＼魂戒の璽翠を承わ亡る。この趣、碑か真か＼ノ　こ巧

窺兜乞二′S＼ヱわし亘りいカである日

で、月一口に苦って　二分庚fカ埠管は村であろ　か　乞　い4蜃霜放逸な揖應

－　　　　■　－　　　　′　　　　　　　　　　　　　■　　　－　　　　　　　　　　　●　　、　一　　　　　　　　一、

璃庭を友部して仏教各巻と葦く誓びつきノ　仏教カご宝で嵐が鑑、どいう観念に塞

し＼ヒ還∴審発揚の痩牒蓑一m／コとして　鷺鷹巣理工わび、′、さびを患鷲七六とし

て顆わ裾と鬼I　ニyL小才塗卿定の法則：二審葉上雇って形式化三れともの、そ、′

そこ1ニ試ろ藤鷹も含真如もめ武あまりに脅く見らgtるき

しか射二二′嚢晶替れ産こそに、彗衷な贋東女かゐっこ澤速さ軋上線一皿礫

■●　　　　、　　　　　　　　　　、　‥　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

；、・・・、、、　　　　　・・　・・　　　　　′．・・・‾　　・　　　・　・　ゝ・

蕗な毎ノ卦を取をj東す事が可能であろうや

賓嘗ta太喝をギラギうど受け、挙斜なセミ⑦デを熟知れでし誹．Yも首か喜寿

の石鼠が、おしせまった、今亡も爆発せんとする，おモノぐるL L＼ぎりぎりの

、・一十、・l　　　、●・、・　一　　　・　　　　　、　　　　　　　　　　　・

石最が空職をとく豪に利鞘した混項汗二訴える良ならば′執心萱の鼠に、静や

膏○麺・鶴夜とし＼えよっ。

・・、雫二、

涛砧蟹は義覇周覧京風一驚音町、疫叡山の薗麓にある石）！ほんの憶宅．

丈山症濱・曹■商・嘉の三十六舞鶴の橡を衝野原晶に膚かセてノ　これを

壕に感がた。

一一一　うー
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凝宅　省 雷

施　分　断

虻田（あがと）より登魂・富ノト攻k退ぎ▲　汽姦榛石動力積野を患っていた

玄濱たる原野には晋が吐気一　ラ竃が允牛　所々に臼藤・針鉾があぺ亘∴

兼に行くにつ・れて美しし＼〝サ1ロノJ髪もった薮壕ノ）賀頭的なき蜜J繁を栗しんで

し＼毎と，楚展と太郡谷についたク　節わ東京ル日　貨鵬の都市　丸懐であるジ　こ

こで佐々木きん蓬に紺隼プ人の桂きぬ頑野に食　八島離日こ摩られた街協は

慈覚と啓撃の軍の如くト家運ははるか竜山．註目上などに続いてし＼7二二っ

塗して　衛の賓ん車を透る〇番亀と言う巾緑風の大通亡ぼ　したたる應な級

の芝生が続きノ　市内の亀農きんが籠って作りめげた菓し再三壇が′　蜜付箋包

署と甘薯を誰′つていた．池辺笠間印鑑の高儀笠とらが〕て，欧州で罷られる

、－　、　●　　一、日●

・●　・・．∴　＿・二一　・一　　　　　、二．・．：ニ　●　　　．　．・　　　　　　∴

萩を早るがえして近代的な買いや應め串は茂れて行きき　絶薗ベンチには克夫

．一　　　　一・　丁　　　．　　　　　　　－　．　　、・．一　一・　　　　　　　　　　　　　　●　　一二

いて鷲の行く亨k誓えぎっていた。

虎ノ上洛の造り湯を漁県　二十教等渡りに沌大に琶へを蚤にた。エルムめ入水

の車に寅しい大家があった↓そして慮吻軌二は′　本に・封計十吾㌢嚢しむ儀に

・　　、　　　　　・・∴　・　　・

・　　　　　　　　　・・　　　　　　一一　＼・　　－、　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　・

笠に承強し刀超し＼が強いて素仁．諷力引きとめものも確だ＼丁に　昌こに殆イ菩草

に凝った。（牽為り新風署．ノ〕

葦　　北

計が覚めると土産は年々とあけて束た。索野右足頚髄竃か腐府を芝してし＼

た。妹は烹ばらに，し＼たろ）ところに混沌欝が塩がってし＼た．ネ亀の妃．天象

功、ソンドラ1也帯のはるかに′　淑殊の馬8泉るめが見えた，

滝泰は予象より覆れ乙発明の町についたク貴通の町、番地の町、そしてトロ

ー）し轟の町でもある。膏は療太に行く藤￥して∴砥廃立綾な賽感づあ烏礪ズ

ー6－
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あった1ドノ　今は誓、利尻言じ史の塵静鮭に構われていものみで、めった。

／クかヱ軌ぼ凍りの丸久最超の鷹に乗った．鮭が轟き出るY′　ノサップ岬の密

雲と電波要地が邑えて泉た一　驚はひく＜たれ込れ＼ノ連番が奉臆のいかだを

引きながら，額置捜γニゞよう露に濫んごいた。

外藩に東竜と銘々日射があっモ∴　しかし詞軌は貴官と言うかに胱寒い凍ごあ

ったつ　醇が連むにつれて暮　利尻の山が見えてきた。甲兼には八が集って泰た。

その車で昨夜Lカ夜行で州藷になった小膚め登載よ－）鷲攻こおしど急Ijトカ矢

奇の下に滞奄小甘め亜麻がし＼ヒロ　等賓一刀ことから親しくなり、亀の話．京助

や箆など、′　蔓し、に新しい語聾があっt。液のろ治り，エンジンカ盲．夜行め

濠化かまどろみ感めた，把の固オ小耳L刀寛は賢く、そのヌ又頚は庫亀そ、あったゥ

解離し吏亀必沓環（…＼か）に寒露した。故の弟ゝ丸亀と新尾島は鉛管島と呼
ばれ」し、つか召鹿で鳥を知られたこともめった．海辺に温富山産物が生え，

二、・二　、　二一・、、　一・、　　　．　　二、●J．、．　　●　　・．　●

訂右’ちこ∵＼

解は奮求の志望虫こ、〝蹄詞罵らずに冒縛の新局軌の沓形くくつがた）イカ露

についたウ　ノ′くつがた〃とはアイヌ語で岩の奪い所と言う意味だそろである。

：．・．　　　－せ

属目±番いとのは未だ蜃混ざで、時軒Lあったので、バ八で患〟同寸ることに

したク　バス停故舟で椅ってし＼る丑の八の頭には－　カトリ、ソフの緯肴のかがる

′ノチウ）レ′　の街の露なも必をきとってL＼た・はげしい軌を防ぐと切と養えら

れる。バスは，玄々とした裾野生産l上　ヌ対廃港歳髪壌正恵に監える軒畳力

量をあえぎノ　駕海、如法密、庭略の部落を慮ってW牒掘りした∴

．　　　　　　　　　．　・、　・　い●　－　　　　　　　こ　　　　　　　　　、　　・　　　　一

・・　　一　●・．・、　　J■　　い．　．　・＝・－　　　＼　　　、

瓢　観覧に入り食骨をすき丁と、大飯の憲が唱えて束た。婆がいこつられて恕

て罷ると，T蜜十三夜の可が輝笠，どこから衷て慕互とも命らなし＼人液が

金環の歯はつくつくいた∴

蓼が末なくなって澤や数箕，その濃艶覇には春永督く　なる鬼泰たと害うこ

か春雪魚に罷冷こら紅た比の滝は、間された横の象が終き，集った人々は葱

と葵に去って行った群ノ　残ってし＼る八息が草堂もうー密と、富め大桑蘭を象

っていた。乏め車でもあそ♂めめ率があわれごあった。

諒のうず乃＼らめカぐれて，外におると比仏産の軋ま豪気てらおがてし、た∴

昏こ獲り人々乃藷を開いた。濾濱底衰える一首ぞ、園かの乾布．ウニの漁獲

求段々小なくなって末たど，それに引きかえ鶴亀客が増して束ヒと愈琴であ

ー7－



る9　山水の案分兼敏ではあり、鱈▲　慮猷もし、ない虹め寅はノ萎め蔑準ぐはめ

ぐまれてはし＼るか㌦＋モして肩符壕も忠泰る乞うそぼあるがノ　物倍量な弘の様

なものに￥っても温々Y乗たものだと怒ら舞であるぅ

寛に入り▲トランジスターラジれ二軍をかたむけると、貰頓の音数が蘭え

て東た。比の解雇、赦膚の射こし畝ヒ賓がなかった∴

新　茶　思

誓詞ノ　目を二言すと残念ながら貰ってし＼たつ行けるところまで行って邑よ

うと，」ユ＼ノア髪肇こ永覚したで　冒轟音峯一′言、蟹をこかと或もて礼え罵かった∴

を々としと鷹野を混ざ、舟麻隠掛．、入っZ Lしった。旨膚㊥大東、とどきつカ

倭左手　娼い樹林の車を直よ銘々ゼ続いていた夕

霧麻膚を簸すると、浣し＼まつろLY fQごあった。毎は竃に晴れて奉た手　蚤カ

」に克てしまったの宣、け上目／－＼新政の寒々が乳えーこ貴た。環甥で槌毘たこ

√ノ二号J蔓こし、藍嘗宝鑑彪こカ蚤iニ蓼いとがっ　姜ノミできノい㍗光村あ乙了克がらノ　パン＼ソ

小三二つ＝二なつこ蟄／一J－√いっ七夕　嘘も葱もし＼ないノ　モカ上兼恐ろしい八のキ〟

こも蔑ない音に妄よこして。齢に岩っ暑ゴめが射ずしい軍書を襟∪二番んで、行っ

も言いÅし＼よ一丁まつしくなつ守∴言∃皇套しき了言上j宣布が現われて煮たク

を）真、く一ゝ窄＼定額亀の悪をつける象貰いjカブ＼、金雪に硬く免東　軍々）

茂＼乙には再考があり，召公司二三二一ソソ岩がそそ　立っていた。

盛上ヒっいた。掌はめくまで斉薮上　下界這白し＼雪姦∃二とゴこすしてし＼た；し

♪＼し轟の七二は蜜かなく　丸丈纂よ∵エ　更に匁回の領土そな　なった辟太刀

告こ零し＼資が討、ってし＼た。写項をとリノ　ぎミリ髪虞した。もろい岩窟史衆

ノ嵐、簿圏つ遼雪ものせ義兄たJ

緑∴‖よ、儀治へか象を香った一　束しい登希があった。富山直吻逮夜き競れる

詫野木もJた一　そして村落力軌こわ＼久賀毒力車㌍J、つくし＼ヒ∴弘の禿弟亮ノ緩

～食管ユ柔い、葦か1ごみトド巌の枝工事を守る薄濠等＼ら一式1しずくがしたたつ

7しいた　っ

酢妄主幹畑二審ち惑いこし＼てごク　閑浸施らしい痛のまわりには、白い餅屋．力める

右古の上に灯台が勒った。大きな二軍東天が庄巨。そ¢雁は澄ん一冬し＼た∴

帰ij　のバスに逸れたのぞノ　ハ＼　ヤーぞ沓形湾語に解った．

零　辺　免　れ

翌日・七，色のテープに迫られてなっかしい童を豪たク轟は寵虹　藩が立ち

このて来た。應軍か町は帝の車に混んでいた。

覿‡刀に血へに来て下さった本山さんの家に餐内された。象には，スト仙ゲが

十も－
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末々Y感えていた。賢車二の次は唱えることがなし＼そらであるき

しロー）レ箪力見学に狩った。取りたてめホ、、ノウ蚤が鞋底ヒ濁戴三組てし＼た，

ワ一ア額も、累々ビニロンヒ寄りっ、あったク網は全くナ十ロンになってし

まってし＼た。比のために虫漁回教が脅し′　〟回の漁膚聾は裁っても，靡里庄

濾大してし＼恕Yか翠であった〃

車に豪リノよ蘭に案内された。細長し＼町であった。藩－カ務は衆れくし＼とぅ　更に

ノす、ソフつ脾もこ塩行って見たっ　額各な穫呂があっと。ラブすりサーダー力感かヾ

誇り溜らこれていた。牽免が象艮カぐ密じられた。乾髪組む寒地のせやすユ漫

力緩かこも潰し＼欝が兎れていった．

久し針∵‖二永山コんの釆しい豪産でダ食㌢頂いとこ浄写再冒蒸して頂し＼たタベ

ラ管の大きさに驚いた¢冠叫泰で義経Lと。牽き承／乱売あった。土星に残
¶こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，しセップ〇

・．　　、・・・　　　　　　　　・・・　　　　・　、→：‥・・

巴。比熱成す太一＼＼ノ、ソ7靂】ニ泣く、大雪山詔止吊＼ところで工らっ㌣∴

有人の象に帝き、土豪の管望食べ、タ恒二ぬた。

軋匙にも零が東軋て、たぅ町の恵子は現場麻であったっ警官日長水間鹿追一己＼八

、・　　　　　　．　　　　　　、、　　　　　　　・　　・　　　　　、　・　∴、

一　一●　、　　－　、　　　　●　●　　■　　　　　一　　一　　　　　■　　　－

′小乗多息竃の琶工解のノ1ズーブ㌢慮乏ながら汽亀に斎った。

ズーテ二・7工ステイパル
∴　　‾‾二一　一・㌧∴・∴二一一　‾．亡　∴二　∴、「＿　二‾こ∴・・∴　、＿＿．∴＿〉■こて∴一二÷二、二七′一ン＝ミここ11ミ＝＝ヂミニ＝二・ここ1モL；ここナ＝二二＝ここここ＝ュここご二二三でニーここ二二、二二■■1

㌧　‥・・∵・・、

『
書を

妻j

■∴　　．一・

釘回生の史話は都丸靂許には礁きらないもめや才一や

＿〇つくりと春敬をむさぼ、県　青葉の下狛疋ゆくまで＼敬寮してとしてもノ　餌の

重患も逸り実．なし、のです。塗潰ぼ狭く〉笥泰を毅歌写る箔に承れて∫姦環胃

、考慮経る新しい事態にも費感とした厳格と不敏をもっただけでしモ。

吾が、企鴬嬢め車に入ノつたとたん，ラ、ソシュY競争といろ激しし＼＝しかニ′じ鼻

をゆすがられます。

全景は紆入寮銭と麻して，企業への剛ヒ揮国を盛んに賓成します∴し＼わくノ

一人一人がセ∵一心スマンです。あなたの笑顔は公社の笑顔ですク瓦詞の連休

ヾやって賽る軋　乏ろそろ詔蔵髪のばしたくなりましたク夜行にとびのって

翌璽替りたった東京人豪州口勘和j bもメーデーでした。植く東園の－

一一一デl

一　、－■■

Jト



竃Yなってノ　初めてのズーーデ、㌦。字ヒ乾み　耳～二漸く、駁就労幼者の常鰐を

とくとみて桑たし＼と尊い一新薄利燭へ虫窮乏ましたp

常甘項、観象の鹿に達しと「せい生活Jカ環境に産み、r覚が斗隼上のと、ソ

トラーが′　漁∴撃もない呪文で人々偽薬啓を呼び、、経親し笑あの路縛がノ今ヵ

甘木と綴′似してし＼るの髪浄じ毎につけても′ い義理と力‾どこ　つた総数が
、－1－・＼L一ノ　、、ヽ一←1－、－

、・．・　　　、　　、　　・．　　　　　・：　一　　　　　　　　・　・

で猷　陳を鑑み台のせ、意気高ら侶二増車してし＼ました∴

竃か前にメキシコ訪フェスティバ工カ廣な蚤準か良好が虜丁7三蘇、「鷺いつ

）レフ工」の／上せの兼に脂をみはり烹した。岸商いの永いスカ～7、貰いスカ

、　　、●　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　●

ィ、「寂しい敵船慈竹⊥をしている兼に竃登に永ぐ患い乱滝、ぢ＼らむ膏し＼乱

醇、賓優し＼展解、「ベベ」か席に贋いけ上∴きよ∴＼歩く／く，喀専守毛木　食

掛する入、娩虻紐鉱患った二人メ　パノヾカ雪嶺で私費を芸　観た言わす坑や′

挿く人か計げが一新でした。靂汽章の慮れ烏、楕貼／、、項すく斉たのか㌧　息も

新で歌っているハンサムボーーイは称号寝艶めと公子＼しわ

私は権か脚7日だけど暴力＼った守上

表二貰さんが竜ってたっ甘、＿嘉が企貴意、薮LL＼鮭寿カナを創造亮，八寒癌化

卜者献L j　をめ望炎の覆し→として利帝堂塔る功だと．

幹旨コんが鳶ってたっ叶、疎竃渾胃の喜狛ま、・冒ケたとえWきユやかで宣ノ牙リ

●　∴∴．＼■、．．、・●

緑〟‡研浣／蹄で∴豪金素顔をやりながら、マンハントも菟しいナ、ロゴスの碑

に仕えるのも雇いナと尭え、社長で折衷の近代清瀬も軒の中にしまっておこ

そして時々、こうして研く人が手をつないで喜びを伝え金し＼，分ら患い∴娘

、・・　　　、　　　　　・、．　　　　　∴’　　　　　．　　　　　　・・・・

ノ日夕　芝の略には、白い石谷をもって　む′＼ベールを帆立てってノtアリ（分属

に乾し＼歩きたい〃

嶺し＼蒐康に白し＼花磯を裾ナるヴ日誌、「せいせ議⊥の濱麓を打壕丁もこ＼とを養

えない賊上　お儒鰯にのリ二かニセ㌢考えるよりむずかLL＼のかも短音もま1ご

ぐ銅比婆諾崇崇草衝紬葡務）
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兄．っど拷がをしょうじゃありませんか1

2酎樋太　華
人琴して一客の和二∴本営¢牒絹針主語のあ＿0万につい／つ軋これと考えた

エビがあった少しカ＼し－∴哲絶った今竃そのこと1二つし＼て顧みるに冬く豪農不

可健二と考えられること7祥ある．入学軍々法案硬可鹿であろうと冤／つていと・カ

に今そぼ食く見向きもせ泡とは岬磨どうしたこYか。私の濯礪求廃りにも薙

乗実姉であったせいであわらか一一一一・一の

一隻事象った今　雪路秀丸たことを哀痛するにふ⊇う〕しい痺嚢だと撃って馨を

とり上蓋し千二。そこで況して葉戎升可餞なもので榛なし、セ簿†つれるものを一つ

二つ鑑べたし＼。その一つは温去鵬年商、＿番田寮に溶l二日と転鸞（上級璧）との二つ鑑べたし＼。その一つは温去鵬年商、一番研寮に感じ守

三亀の席である・幸い蚤に」よし＼れた白倉は三、四人鋤憂香なる上級勘こ確守ゐ

東口なも1、二と虹できたが、寮ヒも入らず、不グラブにも洛宵闇短軸純な

七、で入って薦Jつれなし＼入はしノ療上級生と濾する強食があるだろうか，ケく￥

も無にしろケラブに∴．ちごく掘られた嚢．屡の人々ヒ詣するのみだと害う。ニ

カ急は金凝ゲノム0、もそこをエビと啓上　一等悔いこその＿大半と親日ノくなっても

方丁ら不雷諌なことではなし＼、むしろ大半を知らぬ努が不建窯であろらY患ヤつ

れる。そして不欝褒なことに太宰の八が大草の人を触ってし＼なし、めが現求そ

はなかろわか．

二の悦弘は茨のことを農来したい。田回せめ方は豪験やら何やら否智東だと

患われ孟てのでノ　二三回生がヰ心になって、監腐酸に．鵬つの一所託宣の恵宅と

覧輩を礪んでの茶恵会を土庵唱の牛嫁回書のこ磯か又法外で開けないもので

しまうか′　そしてそ分場では度々め講渾ヒついて語り患い一　命1究巧慈こつい

て該鎗し各おちではあり言せん乃＼．そう守れぎ荒事好餌るめみ、ならす簡をも

知ることが東泉乙大森竃竃養な二七と怒ら。こういう場で虫東上頭入閣掛は

ネ最く鈍くものと思われます。

もう一つ離婚億に手ごろなことで励£；こ今が璃回生の佐野きん粁濃東これ

ました温度が包由に硬える穏示旗を作る庫、これには大賛成です．下宿やア

〉レ′ヾイトの費臆，属人的な覇合わせなどに威喝するもめで最狛蓋しし＼と習い

書写青垣がある（少し足らないかも知れんといっておられますが）そうです

方で何九九　かして　よう　やあありませんか‘

－！ト
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いブれこせよこか普園を意にエ河か牒欠けてL、る兼に患われ書写ナ凰諷蛮嬢／

凛恩がありましたら昼輩、乗車に義はも‾転炉ナて・小さいことでも少しで

も充嚢し、そして強攻な琴薗生活が隠れ射菱に努めよろではあり墓せんか、

壁緒なことどすが、上の二つを躍褒し，喪魂されることを箋みます

h三一i軍ヰハ入三強

1回竺鈴木　巌深

、、・、、、∫、一・．・二、．　■・・●　　一・・、・、・・・：；∴し、．一　　　　・、・　・

るところに各為したとし＼ろことを知ったのはノ　ヨ翫ノ腎であゾつたゥ鸞冒　尊

慮へ漆こ軍令fa各轟が金華者多寄に勿っこいたのを～　短命の可で確めて乗た

・・　　　　　　　　・・・　　：　　　・

高枚で嘗垣より一箪多く浸し、㌦宣覇預入なして曹梁牒妾1ノみをいや、√、二い

ろ慮味わっているにもかかわ竜ザノ　琶験應毒力金権庫届唐・二まで結くいるよ

一　　　　　　　　一　　　．　　●　→・　’・　　　∴一　　・・．

鹿に忽ちて題しみ⑦ドン友こし＼た卓轟、面象に龍三状せられ三二畢故㌢浸け

て各港したのだから，各港LtYL＼う喜び亡；UもJ W東屋に濱わ手ニとし弓）慈

しみの事がは為かに大そあった二とは虜かである。

＼　　．　　ミ一・・・．　　　．　　　・　　　　　∴　‥　　　一　　　　　　　　　　　　・

為かを深めるっもりだったが′現在ではもうそのファイトも矢ってし苫つく

．、一　　　、　　　、　・・　　　　　　　　　　　　　　、　　．　　　　　、　　　　・：

格レヒ。

私は綴じめから大学覇へ桁・くつもりぞ、いたがノ　親友の天啓に入っr雁∴カ木

琴の大塔魔へ入学する二とも言困産だわらしノ　言伝入学して二で＼めもノ　ノ＼ンう、’ィ

≒ヤップがあると篭ってし＼たがノ　乾日の籍風合ぞ町田教線の垣等数人人草し

てし＼るとし、ら葛を喝いてほっとしと∴

現在は蓮勧琴にも人工　永日を利鞘　ては京都の阜院をまわった県　常ふ

き∵八で歩き回ってノ勉艶をせずして太普生活を虞しく温している。

／．え琶隻のらちは′　二　いいこ藍ぶこと：をノ　モ＼ソトーとしこし＼もがノ「ア一・

べ工脚・ソェー」に庖まきれこし＼る今

なお，大野像へ度もちとこれてし＼る先輩藷象や鬼女からノ勉嵐をするに簡

して∴ろ疋誹匿え1乙いったものを　お閏閏　できき捌ゴ卑し＼と窯トっそおります。

一12－－



術　妓

1回窒井上　隆之

‥一　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一、　　　　　　　　　　　　　　　　－－

妄：二方々に鮮射し芸す。入琴しこ材やも認じ、た亨を書くように＼とめ零そう一の

予言毒気髪も腐りみ丁ペンを執り富した白　露をらく次にぬべゐ撃を敦芸紅て

一雇象三乱も上級宅の方々や私産亨ごとおられる‾妻と整います＝炎Lでうう＼何も

慧らない新入生の感竜の無し＼息亀と杏えてお許し下こし＼レ

い
　
よ
　
鶉
　
け
　
慈
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礫が二道草炭にはし＼って乳で啓じ1ニ牽三郷多戊＼に素肌∴ろ1＼や射」（鍵てカ

上ノ山左裾鍬′〆天啓にはいって藤じゐように）朱雀でした。威し二の矢茎は肖

主な、大学で受ける拳固に隠すもどし＼ったようなものそ壬去なくノ£そら＜二

分撃殺各軍か究雀だったよろに雷し＼ます。

その失望とはこの大学の瞥塗の嘗養殖鹿雇二 と苫う薯です。侯L＼受

教生着か碕手か丘う㌢エってノ　さあ頑諾々っ、￥愚っ工釦二号グ〇番に荒せつけら

責力だ／ノ、たのそう。こしとより嬢に丈嘉凝膚′淫iこ畜義金で謹選書目二上　意竃約二辻

、、・・　　　　　　　　　∴　　　　・　　　　　　　　　　、

、　－　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　、

恕力存在している軒と見えこし＼たのやす。礫のような各部これ贋失望を綴じ

てカだかあ新入誓・カキにはもっともっと議席や竜巻なく静江て＼る人々が是

乙孝と恩います。芝乱とも乾験の魔帝的ショックが恕こされなし＼慧烹窃こめ牢

蚕、の叔蘭」ニノ虞らこれてしま　ったのそしょモ）か㍉

入学式が終って閲もなくC表し8簡報命がめり苦し七がノ　その韓首や対け烏

たたのが上級璧たらの多菅もない幼鮭7か、、＿、、㌧丁とサWプル敵勢だけだっモ：カ

です。舟等らしい若々し封去あっても菅をらしい工ネ）レギー広隆じわれませ

ナノそした。そめ商工僚（杏、おそらく妄語入生娘てであろうが）の薙常に驚ろ

＼二幸がありました。在る先生が新入聖への豪商事項等の中で次のように宅

i：）七七のですぅ「島たらは挿入としては社食主義細愚礪寒々に＿興味を凍っ巧

三；＼まわ態L＼っ麗しこれを単閂で国庫￥して義教に廃寺のigやめてし、ただき

Jj－



たい。そらし＼う車をやりとし＼人はどうか漫歩して聡めそういう逸敏のもっと

勧業杓な琴巌へ才子ってやっていただきたし＼。」　これを聞いてまったく驚いて

しまったので＼すが、彼の方の上級生鹿の顔をのぞいて棄ても別段夜竃のあっ

たような腐引去象られ烹セんでした。沓んな不喝も無芸そうにおとなしく噸

L＼そいたのです9　ニケし持　たYえ患生首の写生の為を笹うCの切なるが敏戊

事であったとしこも、閣らかに不彗な薄蕾．すす。観争議ならともかく今か世

の車に静感とこのような凍笹で寸言し逢ってし＼るような軍産がある妻は河と

しと事でしょうがク　学監嵐観望やるかやらなし＼か、そんな事水村姦なので、は

ありません。こら奮う宰な先生官をして言わしのるような草蜜の席轟沈魔が

閣筒なのぞす。このような嵐薫　く教えて策一言と言わせてし、たヾき首肯〕壱は

いても峰で何ら句題も放らないという気武は寮に駄すべきではなし＼でしょう

わ＼。更に忠生は次のように貰われました∴「藷‘恵も御承知のように本学の就

∴・　　　　　　　．・．　　－　．　　－　．　　．．－　　　　　　●．∴一　一　　．′．

ぽこめ替凝烏等監塵敏が石塔で、なく誉誉め．潜膚が腐礎、座食であるからで王

あるぅどうか哲賞は克車力襲いたこの立諌なj云銃を夜寺ふうk蕾をせすくく、蜃

蘭して勉鼠に励んで、し＼たださといり」一一一一‥一二m言葺き二㌢にもっともな孝ですり

真打声メモ藩には】露鎧となしく「して∴おく牙が慎窮であるとし＼うの意蔓然な掌で

ありこい∴よか。麗し二心伝鮭が立教なものであると吉う　ようなはっきりした

取巻の執り班リ方には席は韓萬な夜鷹生育じたのぞすフ　甜菜を舞える／う余り

木琴射こなるのがどうして之言紋射云鱗なのでしょうか■席には射ずべき伝鱗

の寺うと潜われ羞す〇二めような言葉にももつとレっ蛸勘は瓦礫泡牒ごる
べきではないぞしようか。

患経も盛べたように，今は先藍の瓦われた事を同鞄にしてし＼るのぞはあり

ません、先史をしてかく言わし折る二丈うな学資の繁乱数同質にしてし＼るので、

す。

土額をの壌ヨん，元気を赦し芸しよう。また新入生の婆三九lこの替夜に

新しい堅気と1ネ）レギ一夏潅ぎ込もうぞはあり言せんか。竣工譲は索敵，実

習峯で暇が鷲いめ長夜く知っています。しかし首里工繁は研究ばかりやってお

って、政裏社会何題客は東泉豪に旋セて釦ナぼ鼓し＼ヒ奮ったものではわ　き

セん。暇が驚ければ患い懲りにやってし、かなくてはなり昔せん。　　観葉の

世の車には草生の鈍準な派でもって直観し、鋭敏な頭艇で遅索つれなければ

ならない同濱が一林あります。また，漁の心の車にも鹿賀世殊に対する凍り

や考れに対すも白倉め秀丸といったようなも刀がある鷺です．
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諾す手革めに二の小野幕を．富者拇な願も勿余塵席ですが、現在の単なる

小車学生の文展のようなものから、大学をらしし＼エネ）レギ…ヒ逸れと欝乳

敦賀度会への東灘の安贋の虜に成長させ，入智東の蕗に中沢学者少者われた

ような各人酌な藤原の藩としようではありませんか。

ニ針政文が少しそ、もこの尊厳に女気を吹き込毅、官冶公算の褒贋叱するき

っかけともなる藩を祈ってペンを£きます。

舘を．決．・悪気カ・・

・　・＿I∵．・・　二　転　‥

新らしいファイトと義男に燃えて戴々の銀盤北琴線にノ、、つここられた賢人

、一●■　　一　一　　　　　、日

まず靡路に頁して灘考の大学が鼠か二女げそいるように丸損しな号やも等く

・　．、　・．　　　　　　・・　　・・・ノ・　　　　　　一・　　・．†

クラブ“勧努のみの双藩にむっそし蓋うためを残念に澤う為戊卜人そあるや

芳・一一凋家は大切なものそ彼々急で先入観として衆も虜各が考し＼定率釦町回

答としてあ砂場各たとえ少々髄牒擾守ってもエ額蜜の岬＜∴人に冒令達の

鬼頁や黄熟を藍らせてもらし、すごかったど篭ってし＼塾。忍々ほ乳んなそ

蜜と襟章と れ蛙ある塵の 認席‖ニよっ

れ蜜＼

£ふいも掛をあることだ㌦つまり原義運動のような「華やかさ」はなくて，

兜味な官立た毅訝勘二よノつて洛束人類の慮池に成立っニYを顧うというき幻

、　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　●　■　－　■　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　一

番融と気力なくして遥遠琴計など㌦㌣きない㍉

茅二にr‾撃を塵敵は威し′んで諾い＼ユ旨の漸増叡虜の髭に捲坑を酎ごた八

度にいいとし、ク先生の言われた琴生温観は考碁敵十年前車菅で経つモ二部の

手段を温ば鞄過激奴の撃を蓮の腐敏による事車を詣tJておら甘しおもかセ推定

する。とにかく琴婆が学儀妻族奮してまで琴蟹澄敏に参加する事態店等まし

くない。ある何題の常温に対し王子毅を姐ぼぬレジスタンスは筍奮あって一岬

剰なしである。求そのように潟東及紆者を鳥ざす着ヒとってもノ　決して．聖の

車の歯向に無闇Jeでは慮られないL奇祭驚岡Jdであれば及痺着として賓献巧

もこともそきなし＼そあろう。経って網人膚人がそれぞれに軽め車の巌宙から

鑑轟するのぞはなくて塵金な夜戦をもって琶態に対処していくだけか能力を

15－



番うべきだ、。づ孟リ疲らと藤も孟たは塵友の野天宣薮栂な有産羞貴に長と、ら

されぬことなのであるク彼等・は弁艶が巧みであり舜象の車の愚民を惑bL密

命の塔きな方向にひっぼっていく観カをもってし＼る．我々はこすLに惑わされ

て庄ならなし＼。しかし＝毎々が立ち上がらぬぼならなし＼ときにはためらわずに

昏命温め尭えを主良し為政患仁夜食を促す手段袈￥るべ笠だセ思う。これは

琴婁短観ではなくて克．息直観である。

灰に百品会呑敏が嫁肇で勿ることは∴本尊に餞ったこセではなく，官本全

般の傾向であろう。し刀＼し東和二思えば白岩各狛威風としない位草因め蜃笈

がうまく行な預れそし、るとし＼ちこYも言えるかも知れないク　し＼つでもいきり

立っているのが活気があるとしヽうニ￥ではないク何　か切耐電か選った紆二

立ち上がってこそ勤寮があるのだ〃　これはしかしながら窟虜なことさはなし＼。

白岩合塙尊者蓬の余発の閏剖な草庵と嬉食と多くの常駐が恥じを蘇ら五番を

してし＼る頃合でなし＼と実現しない。何か新らしい事柄を行なおうと‾するとメ

感ず実施することの良し落しは削とし㌃大等な蜜にぶつかる。あが蜃妄念奉

賛最を勧めてし、た路も大挙卸商の凝街宣はじめとして∴新設プラ7・を嚢可す

る二とやしコ【守十コンサ仙卜を膣すことについてまでこれをやめ∋せぶうと

〝する干渉を晋廿に∴「啓＜し＼えぼ大学という香は薙常に嶽思した事勿れ意義牒

魔である。皇宮心が廃熱に論瑚∂あったどいろ音顔の瘍合は認許碑で語され駁

毎義金＼に限らず大学関で改めなければなあなし、尊は教多くある。

たとえば、駄験のやり肯，単掟、海鼠のやリラ‖こも画像がある。家督令少方式

やは蕎薮ヒ虫なくても牽皮を取療できとり雪嶺よくたわまわった着水よりぼ

嶺髪と軋るとし、ろ弊害を希ってし、るっ凄薮の内容につし＼てもをフ磯を潜す、るも

のが脅し、ことも専賓だと渾う。十年以上も司じ零義録を俸寵乱してし＼るよう

なものは何⑦とめの意義なのかど敬いたくなる。

二の凍な同題を諌暮してし＼くために、どのような手段釘Y乱は㌦尭守の意

志が友碗できるのでああかということをみんなで添じあし＼．軒先していく必冬

があるク蔵本酌に大切なことは、これにも増して喝固め環境が無気力である

と単に東経する盲狛二台倉　岳水管置二対　て億態を威やすことな透ではない

か亮∵雷う　／）護り　白ノ射二対して毎膚を弟ち能動的な資ききをギめることて㌦

為。
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人芝急ぎ急

3回生　大　野　　徽

人の温礪行葡化し＼うもの乱　その人の漆験に審っ＼く車が脅し＼．しかしきれ

だけでは不＋命こ＼あって，梗人の経線を乗り入れて官命のものと司る湯谷も

多い。そこで篠の私儀に煉きつし＼吾人につし＼て巻いてみよう．

路は預入暗氏っ桑け肴⑦債は浸して鼻竃を勉誉研罷に環濠しこし＼る八がし＼

毎かだろうかと港った。あも洛予腐腐＿の充教師が．「本宮観んでいると歌登

噛戊商えてくることはあるがノ　針金から憶ころと患ってラブ牙をっけたt事は

今までになし＼〃」と言われた9ヌト森が苦学上の脅え広三＋井原のものと現鑑

のものと夜lつめない。J　とも言われとやその人は偉功駄句を解くに塵する八

だと漕っ七。

某の勤め兎嘲藤のA丸く聞＋封立）が乗られた事があった’。詞食がまだと

のことで．革食七喝逢し，二二二教日向嘘鼠茶毘とのことで蔑森を与えた■そ

し乙㌢方まで渡、夕食後丈と－鱒に出かけて待ったか　笑が帰って言ろには，

只和甘教官前勧め荒をとびおし窒小農に象ヒリ繁藤したリしたそうでノ　そこ

モモの希の勧め兎の主人め蹄へ行って寄席を喝し＼モ∴ところA茨目よ人はし＼し、の

だがノ　頑に濁れあっちこっちに行って迷、轟をかけてきたならでどうしようも

ないJ免職も及衝はあるが挙暦が濁し、ため憩うようにいかず剰えうまくし＼つ

ても長乾きしないとのこぞ，／‖気はこういうことになったのは白倉が慈し＼ヒ

鹿川つつも笠着を遼て直す意泰もなし＼。籍かに象に蒸ら乱ヒ藩も永ら顔で食

事もあ計り食べずホばかり傲みしかも象に啓る閲や便所へし＼かすどこか覇気

の鹿に沼えた。豪を出る蒔ヒ渡した若干の金で又頑でも傲んぜめだろう¢

卿存知の鰯に卿魔にろろく響）疫学巌があります。いつだったかノぐスが混

んでし＼る匿に康の前にを¢琴巌の甘藍鮭（小菅こ．三乳）がせっていました．

途車そ臆せの磯の人が降りためでいくらか＼すき舌ができ害した。硬骨は車ま

ねで埋めるように宅し、暮しと斜葉には常硬の様に整えたので乾を驚きました。

一号－
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二の春永礼二／穏和ニ凌いだ僻め者“膠展取引．くれ軒数汀をし「二．

．全ィ、の一入漆三三二あらて、【、合や予許言立て‾1j′斬3象に畜きい′つくJ怒妄

し、lZ刀＼ら猿雇を‾して七。敏行のオ藩を庖っ‾、こいと／ブノ義兄と惑乱宮家にし亘

竜艶囁コ〆レ（義兄う三軍嶺を）が芝乳「嘉千慮」へ婿っここい1二〇を∵を7ノえ二

言十▲　よくよく囁けば義足が焉j牒パンク岬ンを替え魔めて一一人河の垣怒Y

して赴尽した軒が創立されたばか車ろ富千慮頃丁立読薩登あ、いろし＼フ）の寮

Lかったこと、嘗～．男＼った経験などノ　義ヒ花を咲かせる9　又看渡簡コんも聖

正之からついニーか二転までそこで蕃してきた人だっ七一

番荒としても宅きちカ造膚にふけり、萄護鱗さんとしこも生れ登った故郷摘

ノスダルコアに遥＼げる嵐ビっ七が，環ヒはほとんど耳にしたニYのない上磯

ナ1てこ′つで破産に押えるに気水底＿三意力＼っ丁∴ボ二人があまり褒めるので、哲

纏東に暴めるところが去来の境の‾弘寄催し竜王葦滴からしこ議長名二王こし

；二。博多を蘭学く発ち，慈恵で逸車下壷し合とつまわない滅べ〕ムこしば7j＼り

支い永前与公園を罷職し∫　長波大壮絶ではわるが何のうる若し＼、し在し＼阿蘇勃火

力を欝こ防車より　野量産トビ高森に竃いに輝には乾に同番れ何ヒ形忘してよ

いめかわ郭＼めんがさびしい藤じがし「こい（これがいわゆる浪粛刃＼とも考えた子）

東におう紅茶なく終電駅前かゐ高千慮行き∽バスに豪リ　ニんモ憩い乍っ

考慮㌧ころは工放しヵ条毒力大で法鼓し芦（ノ壕に壬等寒月とリこくかつと）、カ圭

か弓っ扉一票よン賽■ノく　ユめやかな⊥く置疎カわか一日二言繋）′小、篭してで　′しる遺骨

▲トrJハ＼㌧云≦一、鉦ら†三．。しかもそや貴賓＝んが東人ときてし＼も。7日がJう賽っ経

てバスてぼりくねった竃な定一遼克二済喝半ばカ＼リ怠りっづ＼けるそ功蘭ヰ礫牒

・　∴　√　　　　　　二；・　　　、．・、　・・　■　　　一・　・

番女気＼輩とか何ら知らず魚療⑦ない亀音舞か槙が廿の八に晃ヒれ谷とは執ニ

◆不慮贅な鼠がした．（このことが岡原める・鋤＼開展ないのか知らないが）

蕎千乗について竃ぎす汲館の所在髪喝いたら窺功丁寧に教えこ下さった。

その‾すこし以繭より小雨は降り敷すし全くjG詔かった（この僕かであ牒〕必

●　　　　　　　　一・　　　　∴・　　　　　　・・二・・．－▲・・、．・・．・・・．一一
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金々

仁・
∴

Lようと密党ノヾスに乗るつい）で、バスの出港するところへ磨っため感官が受

付でほゝえみかけているではないか，あさ夢じゃなかろか、官がくらくらと

してがっ斬れ之うだったが、礫は倒れなかった，官頃のラグビ叫ぞ償えた昇

：：、・●　　∴　′　・・・・・’　‾・・－∴・・・一・、・　・J．・　　・・　．

わき珂腐る法度だった。だがあに切らんや入監は皮肉だ、質札人は巻く劉¢

人－だった、し男＼lJこの人が又すばらしし＼オぬ言だった．バス金紋もこ軋だけ

まくまあすぼらしいせ・カ子を薦めとも刀だと澄うフ　　礫が希えたゼ汗こわめ

・・一　　　　一　・、　　－．＼　‥　、一、　・　　　　　　．∴“・

こましゃくれたデノヾ一一トガ岬ルとし＼うユうなのがなく島ませ蛇め／渡れか簡明

・　一・　●■　－＼■　　　、・　　　　　　　・　●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・

、　　　　、－●一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、

な魅力あそ女の子がごろごノ）居た。（二の表現広かレまずいン富うがを宣教

リぼめたふう「二で＼ほど＼ぅだろう）

、’　．　　一　、・　　　一二　　、－　　－．・　．・　一・

悠漆に鶴亀短で登も驚く司勘ヾ、ソチリと嘗乙、しんぶくれの顔だった

＼∴－’・・■　　．・　　　一・；・・′・・一　　一　’、　　　．　　・　、

しかし服せ蓮昌翫廿の奈は憲から環均二割あきで「顔で牒ってlノだま汝くJ

形のものであると害う′、これは簡琶本訴間の萄電ヱよもから鑑か仁。

だから数多くある複敦もそのような鵡慈包含んゼものが考いように払われる。

又薬篭のすぼらし壬は旛別だ。宗裏束必1ばJっし芸は雄視で′　ホ清くノ絶入

にして、ノ終審たっぷり、とてもノ怯繁には‘最頂、虫糞ないjJのモ㌦

遷す膏糸もあると番われる切り立った絶壕包見上げて良好壕し，究下して成

敗を冷・レ行けで薦1ナゼ、とぎれ均斉島に無職を藤だたき

答河の水に浮ぶ小乗からは土地や古寛の歌が両側の礎に夜零して顎々とひヾ

き、琴の境地‡こ温ぶようだった。

観患バスは撲塵乗客十数名お家セ、針野譲与一嬢（バスが／‖ご＼ノjおる詞で右

打と案しい負そあることよfJの庖寵と鼠篭をまじえた窯関で官オ民放菟錦

が把を鹿んで行く、鼠象のかや賛きめを矧よ阜素を砂と，鮎亨く斬まf′かも

い．ノ（これは吋で鶴んだ蛮貴いかご）を背負って好く、うら牽き乙せが紆ボ

ーすりの漬物をもんぺにわらじ‖よ、至でノ　あねこんかぶりしてこわ′′かるい′Jを

醤舞って倹しい山鹿を蟄　隆りするのは純新、そのものゼク

高千慮攻の茶屋で蚤食に豪これたにじますあべんとろは殊亮さることながら

べんとらをのものが輿をそゝるものだった。

六し＼吋の二審金屋を切リとり喪中から二つに執って一首にめLを入れ，総の

19－



一方に斎「酵な上手iニ疎つけつれたにじ、ますがのせられてし＼た，

ヌ食前に賓客すべてにかゐまわれたケかっぼ薄々　のうまかつたこと∵よ．

横は窒素下戸である上あか趣の内藤姫なズ騒く篠は賓義先生発直観め康男引二

到めなし→し′　女の子にもてたし＼から，人前で大きな芦で琶えなし＼が）におか

ずかきれるのでアルコ岬ルぼ療冒だめであるが′それでもっい稲をかき泊る

ほどだった。この方、ソポ泡は町め三簡合か閏解合を甥　とりその車に池滴を

入れ、飲む商に外藤を髪射二あ遥ヾ　驚く二が寸と車は丁濠輝き、抱けめ希釈しみ

虫て鬼椿の疎と亀。とこ之がするのだそうだ，く嬢はその儀晃‖呈出未なかっ

たが′′いとしめイ廠ダウ　に教えてもらった）

温子席灰を後にしてバス法条勾配な慮り　くねった山壷をあえいで、たどりつ

いた竃影箸竃常夜は置く阿敵組々暫望み近くの塩喝には点々とメけし賓が

箱書択r増量牒、在司る才寸々の覆兼を見下した一路は苗代にかえり、これより

筑指のふるさとを後にして野蟄／、か産む痘壕の妃に出刃＼けて行くふう抜錨層

ヒ£らし＼つたD　三賭置目蓋での観光する句に舵め賓客やし、としの務すとうノ麗し

くなりその芸ヽ鋸虹竜にしのびなし＼緊眉目＝なってくる霊

彗貴慮のシ巧、ソダー店家急激のうらにお三れ，観光㌢貯えノヾスの鞄香車斤に帰

って苫て啓まめ勾習いでしっ刀＼リY賢をYリなおし′′し＼としの殖留り　め写真

を凝ろうとしてフパノし∠ゝの切れてい冠正目二見頑一〈番長、種というタイ　ゼンデ

の簡そよ、だが今こし債の弼密と心の車に疲廿と高千番の印象はしっかりと咤

ついて簡れない。（これが慈とし＼うものか？）

そめ彼こか薇符車、いや液行を鰭えた磯まで＼も僕は何かにとりつかれとように

なってしまった。この漁神官棟数あまし‖こもロマンチック　にして1ノ貰ったよ

うだ∴

婁さんも今後九州を洛貯まれる凝食があったら漫薙買気∂蜜分葱ヰ声を怒れ

ら㌢Lもこ￥を打す＞め写る。

葛千慮、芸患奉職から縛ってもよし＼し温喝からバスで入ってもよじ㌧

迫軌二歳ける嵐やのすばらしコは又刹戊威金にし為したし＼くこんなくだらん・

凍行寛はもうし、やだと言われるならにあるが〕

寮後に恵千慮鼠髪J：黎めるらちの一つで席ら儀ごと気に入ったの堂鰐丞＼しそ

ペンを置きます。

ニヽの刈り干しゃ，すんだよう，

礪日は田んぼで　　兼かろかよう，

寮軍や署塞ビヤ　畠をこかげるよう

、・∵　一・■∴・　　　　●1・．予．・－
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緻癖をみて
雄性　南井佐輝子

一・∴、　　　　一・∴・管　　　　　・・二　・・．．∴■　－∴　　、　　　●

大喝の重き官を轟いた硬毎を罷ました∴し＼ろいち番え芝せり紅毛鞘頭を多く

希ってし、芸したので，戦争について、攻めて肴九三訊言した。

棍人としては，誰もが審潔でしかもす了ん空戦かおうと守る意義は巻くな

し＼めと．国家とし＼う漁櫓の勘二はどうしようもなく親筆ヒ努加する人やノ　嘗

象や…準の回虐め宣厳にのつて夜店的l二なってしきって「よし一つ官命をた

わしてやわらJと斉える人がほとんどです。嚢命jに教筆とは河か、何のとめ

に戦ってし＼るのか憂患く考えなくなってし言いますっ　戦勝している㈲駁　撃

説でとだ勝っ＝￥前進の胤しか煮えません〃　敬現が欝わしくなくなってき諒け

打て、象帯をし＼ださはたして包みは折のために人を巌し償っけてし＼るぜ）だろ

恥と脅えるもので7－、、だがそれそ芯もうおをし＼めです．し＼かに同産功旛刀

かヾ凄くてもを鉦礫蒐頃は各村人なカです小ら，各人勇ヾ敏弘ご檻にとりつかれ

ずつ由から戦争に対もこしつか巧した秀えkL＼勘、ておれば款して難勤ま経

」療なし＼はずです。近頃ナチの殊轟な行掬を藤し＼た竣嵐や写豪衆力訳心霊烹

ゎっています。それらを簸て激夢の凄惨蔓を温嚢簡すものは有雷義なニYで

了が、聾純にドイ＼ソ人は致常転回民だと芝めっけるのは烹らがってしゝ毎と竃

し＼きす∴政争ではどの闇も濃度の濠二畳め汎残酷な行為を・してさています。

題字かなければどんな1ニラ寮液ってみたところで敵軍はできません．どの宮に

も春い替えをもって華族に激争亡友対した人々がたく芸んあったことを溢れ

てはなり富せんを（内旗琶…看「∈わヾラは放らず⊥にドイ＼ソ人草竺シェル蒐

添とその怒良藍の兎¢藤島選観が更々しく滴かれています）今のドイ＼ソの尊

宅は戦役のドイ＼ソセ世界の席努を賓剣に希えてし、ますしノ　大森凄竃的庵蒐え

を凍ってドイツ稽革の為に努力しているよ　予す。漆原瓦礫茂と卜、パ＼ソの友

人の喝に刀＼わきれた篭凝集「條らはごめんだ⊥を淡んで払真電太の学生もも

つと竜し、板野に立ってせ寄席努を判断して，しっかりした尭えを椅たねばな

らないと痛感しました，牽純なこYですが．各璃人が「簡筆はごめんだ／⊥

という露囁な亀竃を蒔てぼ，決して戦争は終り嫁なし、はずごす。

－：L－
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⑧：牒⑧早⑧
謂窒各部　好孝

養ヒ草′り＼れたトラの音速が露和二㌔ノ　蔓つきにも花を／ニ′√し打とゞ貰い工、わ

⊥仁番あにもピンクのじゆろしん払⊥巨克まみれれ靴音GL＼て富み∵る長発

着の官本書誌とこも寸ぼらしい寮観営望するとし＼ろ評刺が舛軌二も寿ブれ舞っ

てし＼て，わざわざ観光に乗る外司人もいおう　嫁等こしてみると為朝日本有りま

祭暦日杏仁ごから小絶頂なカーニバルしかやれないと見る八もし＼竜だ匂うや　し

、・・・　‥●・・．■入J二　　　・・　ヾ．‥・　　　　　　　　　　・

級に菌数や蟹、甑肇が凝兼の花ギ′づ上」ニJ」属され′　舷の－1亀温牒トラ塵がそ

の上な歩み、ゴさを一一億散らかしてしまう　静静＼な永常には男廿二八が驚争

でもしてし＼るカ＼の．線にナユ岬インガムとあちこちこ吐き薦てる；㌦入ずつ数

、　　　　一　　　　　　　一　一　　　　●一　　　一　　　　　●　　　－

．　・・　　・・・二二二　　　　　　　　　、・、・、　　　　・

、　　　　　　　　　　　　　　　二　　．　　．一　二　　二、　、、・・．・－　．　　　　・＿

古め嫁蒐らしし＼高僧め急け鍵があっと．櫨兼、の坊宝が生けたンこし乙はとても

☆塵的な天覚峯風の塩花を希に壌坊主の濁商、花の冤こしとにはこの郭及ぶし、

わ㌢Lが窯し＼永浩に暮し＼てあり、肴短い新しい亀とiいコントラストをなして

し＼た。発射少し轟れそし＼たし二の討かな部屋で脅え竃をしまうと発け恕分流

もとにらみ患って貴く在っていたク坊主はたゞ類を覚っめもばかりで所も親

に懐き考えを与えなかつ7こゥ　私法や、しびれて煮た。東塔賓の諾意心根東ヵ

よさド忘よい）、慌牒度し＼粛汚めタを囁け和ぎこかをの生圧ゐ坊主が食べたのかソ

フトクリームめ置き害が濁葱の泡、ぶ上に澄月＼れてある功を褒め改めミ1懐く。

湾嘗な宮′カキにしかもこの部嵐には頑絵があっ、畳は訝しく㌦鷺東洋敏商才よ

及く手入れされた都農に称てである。あほらしくなっ∈遺し＼そ、回顧を夢裁こ

う考が入口に出て末た。たまたま坊主に嘉あったから、し＼刀＼こも敬心な観魔者

そあるかめ顔に堰にし、ろいちと敬司1Jた。寒は同じ濃艶埠だからと漂って季

†皇たfH三が㍉　この妨主語塔茎だと罷えこ恕把に客ら、その上帯び拳内へ衆を

繁注目ノ，ことぬかにあちこちを艶関する．硯の合短観を嶺に萄かせたい刀ゝ句

題であった5　料び入口へ雇ったがまだを舞篭ってないと覚えて譲れこし≡乙り仁

一一～三一1
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し＼エわ

も鳥幾

仁彗・ノ

ー　　　　、

う。　し

去った

塩べ二‘二

が驚争

‾辛ノーきく

・二・こ・、

そこ1こ

と■一二1．

澄∴かし＼

琶■ノて

如＿＿㌧誉．

村も戴

撒官牒

・力／J＝＼、ノ

嘆く。

敏商な

歩みこ

こ．」÷●　ミ．

って草

へ究哀

し＼でゝ・う

きり亡

塀の部農に訝なった。夜かに鰯主，カ・部屋「⊃しく産ノ恥・カ⊥に磯￥牽そ　い二蛍光

灯スタンドがあ県　苅乃左手に教輿が顧み委ねられていたっ　しかし驚し＼たこ

とトこい二ヒ撰㌢マンガ＝′とし、う思潮琴が机針Lに置かれZLさあの盛乳し＼出した。

寓意これ且当鉱‘カニセY習ってか，あるし＼浸森に苛Jづ、乃＼れ守±こ＼二を安打わいで

・＼　・－　●　・∴　二　・・一．　‥．∴∴　二∴工　王∴・．一・二・、．′二　　　二．　ふ、、

環ビンを引き寄せた。すばやく　〝おうすり　をだて私こすゝめた。芝t乃お手首

は壇に入っ七、みごとなこいカであった。遠藤い準星ぞ色白い妨意力顔が葵し

・・、　　　　二一、　　　　　　　　　　　　　・　、、－さ‥・　　　二　・

嵐の家射ム教ぞなし＼めで、あまり好意のこ￥は知らなかったのぞ櫓愚公′硬度は

し＼きだに厳しいら1Jい。音たこめ土坑主力箆し首はロを小さく開いて袈弁省

く逼る慈し＼草そ奮寸や　歌もそう下予でもなし＼し溶聾が頑公簿上で郁々藍や小

嘱をや豪いざすごく人繁がち為だろ。

幕は大法観から終世竜に温風乙部象をおた，す哲にも机紬温ぎこし＼「こそ、

あろうノた葺たま私に乞って区部患よく硯に讃泰朋あり，ようやく鱗から詳凝

一　√　・　　．．・∴′　・．・・、　　　l・二、．●－二、・　　．　　、　　、

容れるる　尚斉だだ　噛噛庵　礁痺碑はPかよしし＼Yのことで驚いたク　官本は包喝転

とし＼われこし、るが∴‘ヒころどこわに竃⑦制度釈残ってL＼か限り鈍卑怯車間画

になら7よい，

A両eLL．

2回生　食黄　綬沫

；・．、　∴、　・　・

空の暇は紆蜜の木をたたー乳

高雅な帝をうごめカ＼し

ロは堅く酎ざユ軋′て

みヰ）ぶち軋たか

うっとたらあがる

奇白き赦釆

＼・　　　＿　・・－　ノ・・．‥・1・

－23－



アメリカ便り

リ・：野　誉－ミ．t、

軍政lアXリカ・インディァナ柚二硬米囁写された関野融敏兼めアメリカ

蒸変りなお轟け致し言う‾ウ

ニ功お便り庄1町田数滴にあてたもので、文ヰノ　′′兜をノノヒ努かのは回教魔

のことです。碑、乱射は今春友胃忍冒ヒなっています，

◇　◇　◇　◇　◇

革啓、官本こしすっかり巷の簸し＼をこらした率Y存じます＄

先走に勘新嘗覇が感リ、泰子も蜜をなされてし＼るこ￥＼存じ告すが．数窒牒

鷺筑鰻め驚く邸乳歯上げきて。旧論文をも、『－なリカ錠翼を挙げと商に．宕

風力頂きましたがノ本日二束優に存じますク　訝論文安定どの露な顔ぶれ」こな

室）毒したそしようか。偉杏な尊重が裏る展だとユ　最可萎釧更し一にありました

が、顛格が藤も轟だと壊しいと存．じ言TJ

蛍池もぼ胃泉や蚤には河鹿いありません乃ヾノ　先憂の土・日曜に法（ノ∫亮ロ）

ひどい奴啓が、ニ星間鳴り鈍さびっくりしきした。ほ・将軍には譲二をくな

t，・・　、∴●．・●　・．・　　　　■　一・一・・・．　、・　・、、　　●＿．

変化の激しい乳礫にはびつく牛レます。今日は90C慮度やすっ

乞恥骨も，篠本には花が吹き．並木にもろっすらセ終色の貫が番え健め烹し

たや．わっとし＼ち同に冬凱二覆われ乙しまうそうですがJ春水泣く　ノ　芳一バヾ～．

・・　、　一・‘・、　立　．　、∴一・・．’ミ

もう艶に滞在7ケ月でJ硬す軒よケ胃になりましたフ藍を方ヒぼ本営に卿

観客をおかけ致し孟したが′　お蔭兼にて雪煙にも大谷ノ慣れJ　葵語も長吉投は

喋る蔵になり葺した。ラフパ工＼ソト以東に範んど裏書せんがノ　それ否も笥地

の色々かきヵぐわかり一　日木瓜良さも更めて罷直しj濠い経梁をさせて頂し＼た

と整い言‥　乾漆にも東谷お底を大切にぶ落し下まします巌　お敬い車上仁

者す。受£更りユセて頂きます釈　教室覇者瓦ヒ丈どうぞよろしく岩尾丸の

養蓋貰い車上がます。

－河野洩改度◎お殆一　晶声・奪8ふCんルノ乱し血且払ふト

・、・∴∴：エ・・り′・・へ　一・・㌦
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ガンジ　をなくそう

ヘノト・

4刀イセイ　イ粗ムラアキラ
ヂ

ワタシぼ，ヤギのせンセイガタをうらむ。テヾノガクのヾ十手ザワさん，リ

ンリのユアサさんノ　コロイドの斉ウマさんノ　センイシケンのモリモトきんで

ある。コウギが広や　てノートがとれなし＼のである8　ノ山卜をとらせるとし、

うコウギホうホヤをあらためなトかぎ県　コしめのせン乞イは、コンゴもし＼

やがられるコト，ウケアノ仁ぞある。ところでク　コLはセソヒイガタばか＼りで

なくJ　ワレワしノ　ノートをとる凍りに斗バ三強ニンがあるのではなかわらか。

すなわち／－1＼のトリカタにクフウがなければならなし＼のである0　7ゲナン1

クすべてコウギこれたとお－）うっ才と＼ソヨウ法ない。之のヨウテンとしっや＼

十つか嵐態が戒ノーートしそし＼汀ぼよし＼。ところがえごカンにも妄言がコウキ

こなると∴アタマのホウがな召＼なか芝のハヤ：さ」ニついてし、かない。シ或ンj

テヒだけまかせてしきちコトになる。そ肌ではアクマのわもし＼もの勘　どう
モノ／

L＼うクフウなしたわよし＼めやあろうカ㍉

ソレにさきだちノ　カンプとし、うモノ　広⊂ツ⊇ウセイをかんがえZみよろ。

つがク二にノカナもジカ十とし＼うコワブコウごとンダバセシンケンに∵とっく

んでいるク小ループがある。ココのとトビトは、カタカナばかりをつかって′

カンプをィ、ソサイつかねない。ジム／ウリ＼ソのり工からカンプをポイコ＼ソト

しようとし、うのである。コLにタ／すしてカンづのと、ソヨウロンゴマ勘＼ソギ

うゴとくハソロンしてく奇であろう。

「ガン引芸′　二木シナ二／カのデン」、りである。コレを写てされというヤツ

妄言ノノヾ1コクドぎゃコしがなくなるとナンショウがさびしくなるしノホ未の

感けたようなカンジが‾する。芝弟ノにカンジに射　てジ1ゾべナ1与があるタ

三からコしな孤ただけでJそ⑦君ンネンがわかる．それでナンメンなみ仁だ

j了で，どのヘンにどうし＼らナイヨ卓のコトが／かか持て仏もかがすぐにわか

る一　コレをなくすとメがちかちかしてよみずらい，もっと完おきな毛．■′ダイ

ば、カンジにはド守り「ンパ宅、ゴがタクナンあるがノ　二匹をカナぞかくと｝　そ

のづ卓がわからなくなり，コしらのついヾのトリア、ソカイカダにこ亘る。」

コレにおこたえしよう。こういうカンガェをもつと卜は▲　ヒブヨうにデン

トウをおもんじる。ギヤクにし＼えぼ∴ケンイに毛やゞこうLJそのあまいシ

ー？卜



う
町
I
I

山をす蓋うとするブダイシユギシバ㍉　ヒヨリキンユギシャでノ「おぼれるモ

ノぼ、ワラをこしつかむ⊥

‥．・∴、、二・・′、了．．㌻、、 …憲萎
ゴセく．‘L、ソ

か凍封よい量∴訟′も、わ

）にしがみついて

、一、・こ・‥　●

ヒト∠ゝカシマエまそぼノ　ガン憲はケンイのショウチョウそあった。ガンジを

よりおお∠しってし＼毎と卜はユ　それだけえらし＼とおもわれていたゥカレラ広

）ヒ＼ソカタきずきあげたモンブトウ（カンジトウとし＼いたし＼）を，けがされ

ぬように芝のマワ㌧＝二刀ンづというブヨウへ車をめぐらしノ　トウシあるもカ

にはコンナンをJ TクビョウモノのÅガクシャにはケンイを叙法びらヵ＼した

針でめる。りタンも乏針で藍イ　ンベガヒトリぞあっ㌍∴・カンジ釈よのんノ　か

けんとし＼ってオ身空いい㌢㍗工でよくわらわれたっ　はずか＼しいス　イ宣たびと

。「どこフ）でトウヨウカン弓がシテ／iされノ　ノタrOジヱえしっていればよい

・　　　．　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　、・、　　　●．　　　’　　　　　　　　　　、

揖んら方ンジのヨ叶をしるどころかJかえってカンプにr＼ンカンをい甘くよ

う‖ニ猛ったdおもえばノワレワレは、カンプをおぼえるのにどれだけめジカ

ンセセイリヨつをかけたぞあろうか。ソレがムダなン了、トビとしだjながら。

づL＼ワ一十賛ンのコトだがテレビで、，刀ナモ憲をテ、ソテ1しこジムに牙ウヨウ

してよし＼ケッカをあげていもカ　シシ　のの＼ナシがあったっ　りタシはJこしな

み乙トタンにうれしくなって，す、ソ、ノク∫　ノートト　車二才うヨウして礼巨や

むかなかセ1セ牒∴巨巨十コウである。ダニンのかきもらし手二月シコでもノ　ブ

・　　　　　　　∴　、　∴　　　　・　　　　　．・．　．　　、

岬トビし′ かちょんでも よ叙ヰ⊃丁〈－　ガウシユウ　ヨクも省くYL＼ち徴

ノである。

・、・　　　－　　　　　　　＼　　　　　、　・　　・

テンポのノ＼ヤサに∴つし＼てし＼けなし＼っクシソしておぼえた且ノ髪すてるα‖右

長LL＼かもしれなし＼が．そこがユウ雪であも。カンジ勿ショウL＼ソは、一二ホ

ンフ＼、シカのドゥ＼ノウ也小変なくすモノであ奄とくやしがちヒトがあるがノシ

ョウライ．セカイ　レン溜りをつくろうというウゴ茸があるナ方でJ　Ⅵン半は

言つ‾とくアンデマト／‖ニなるだけである。なぜこホンをガパコつとクべ＼ソし

てかんがえなければならなし、めか。ヒカ／仁ゴユウの一すべて招こンザソは′ド

ゥホウ℡ある。ショウラ十きっとせカ　ブがぞきるぞあろう。　けダさんは

ノ　ケイザイはぺ軍モノ　だとL＼ったがノ　ウタシはコトノヾ綻べ雲仁モノだといいた

いや　ゼ、ちらも1号モノたるニンヂン刀ごつかし＼′　ろゴガ＼してし＼ゐからで、ぁ＆。

・　ヽ、、・　　　＼・・　　　．、・、　、　　　・一・・　　　　・・・
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T‾1野聖

こ／

ミタは

＼ソし

ノド

㌢んは

しいた

）るク

に∴と

ドニめこおけば、きっとべウノ＼りするにらがいなし＼。＼プレヾプレは．しんで、L

言ったカコ　を　フミダイにし、ゲソダイ　のナカでし、ぶ葛，じっとミライをみ

っめながめい乏そし、か裳‖ざならなし、。コトベはし＼笥ているカ＼あごカンととも

にそのもつノトさ恐く刀＼わってくるp TプレワLは、そのゴヂンがどうのこうのY

L＼う＝日工は／モノス、考に急かし‾こ言古いて．つねに之のトキその卜雫につかも

れているコ巨での付ぼけを）＼アプレてし＼サばよし＼のぞはなか、ろうか。む写

乃＼L L＼コいヾ臥　かなぐt）寸ててノ　わかりや昔し＼あたらLL＼コいヾをつくっ

てし、削ゴよいのぞはないか。ソし日吉きずテをっけ和音、ならなし、コトは、カ

●　ヽ　■、、－　　■、　＿、、－●、■▲、

まだ力付、ウすべ芝モンダノ上がのこってし、ヒタカ十に守るとブンメソをみ

たゞけでどういろナイヨ卓がかか＼れてし＼もかゞハンダンで芝ないといちと卜

があるがノ　ニ軋はてプレワレがあまりにもカンジになγいすぎてし苫つこいわた

・・∴．・一・、●　一・二、・一・　　　　・・　∴　・こ　　■　、∴二、、、二　・ミ＼∴

オンをあわせもつモ∴㌻尽＼ノンザイし乙いなし1ウ　ォンをユウ守る聖．デをテ軍ト

ウにくみあわせてナ二刀のガバネンをぬらわしそし＼ものであお。＼ノレぞし、て

了ヒヒえば′工イブのナンショウを掛れ措ノどこにどんなイ寺のタンゴがか

かれているか水すぐにわかる。コLは、工イゴぞはりカナが雪がテツティさ

れてし、るためである。それではニホシゴにもヮカナガキをニころみてほどち

かとし＼うギロンがそる。し＼やご＼ソサノ‖ニカナもゴカイ否は、カタカナa乱を

つかってりカケガ雲、堂してし、も。ところが，二木ソゴ乱　ヒジョウにフクザ

ツそ、ノ　かソヨウゴビ髪ユウするヒソシ．ブヨシ　ボナり苫じって∫　たYえソ

レ袈ヨウリべ＼ソにりカナか、葦をL kYしてもノ　よみたくし＼し　かきにくい。

コレは｝　カタカナの丸にたまる苺、らそある。そこでワタシは．こちいうコト

をティアンしたし＼～一刀ダ乃ナにヒラカナ夏軍ヨウジヱウゴウさせたらどうで

あろうか。その了がウホウ1言，十ブヨウかし、てきたごとくノ　ブユウライ）カ

タカナでかし＼てい千二がイライゴ（コLにはカンゴもかくめる）おÅびメ1ン

，メイ：ン＼ノウトウゴを刀夕カナでかき，夕をヒラガナでかくヤリカタである

，こらすれぼりカチガ考をしなくても志永やすいし）シメンをおおくつかわ

了ともすむp　カタカナ店j　カン芋の1デをYづとモノでJかたし＼カンプをあ

とえ，メガちかちかする，コLにオンナモミたるカンミニのソウシヨ9㌧イ功へ

シカしたヒラガ十をノ＼守れぼや甘ら雪＼いカンプ刀ぐでてよみや写し＼。カタカ

ナをキヌの71フ小口インとす裾ゴ，とうガナはとリシンのごときモノか。蔑

た、ドコにナ二が刀＼し、てあるかなしリたければノ　ブニ」ウライどおり、ジュウ

ヨウゴクにはシンセ、ソなすワインをほどことばよい，言たドゥアン1ギでの

WZ7－



トリア、ソ刀イにこまわ協よモロニするにはノできゐだけカンゴなつかわぬよう

にノ　きとまざらおしいコいミはさけてタのわかり幹すいづイマワシをえらべ

ば烏J∴・できるだけママトコトべ空っかえぼよいのぞあわ。

ケ、ソ箕ヨウ′　カナガ箕のケヨウシ三日言，＼ソ雪㍉珍こ∵とく葛とめられる0

1、刀ンデにくわヾ′づスウノ　霊カフスウがすくなし＼から，侍や＜マスタ‾‾

でき合一

2、はやくか冒，ぼやくよ弟もからノ　ナイヨウ射り刀イLや7㌦㍉

・　　　、　　　　・・　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　、　二　　　　　　　　一　・：
、　＼・・一、－　　、

くないモ＿ノアドよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ぅ

言、ソヒカナげやのホンメ引去、うにあるセし＼って∵L｛くノコレポテツティ竃

一　■　　　　ヽ、　　■、　　　■　　、　　　　■、　　　－

戸詳警巨き

き　　　　…

さこそ虻で、塩Jカンジをカナガモ！こした　澤クスウ

よミ　よ／7吾　′9…

ン

いどれだ丁の三方ンが望、ソマフできるか髪

ブ＼＼ノショウしてみよう．　軍刀ヒ1つは、

カナおよびカンプの三カフスノアkL功しと

ものである。乃ナカナカでは，ダグォンノ

孔雀れド、つり＼ソの毛づセLJ　ガン引去∴　ヂ

ンコウの†ウヨカカンプ巧勘二つし＼て急と

めたモノモある。このケッカより、カフェ

でタカナ　　よき′7

カ　ソ　ミ）　／∂．3

とゲイサンされ′　カン弓のジカフスウのお

・・　　・＼、・ヽ・・・′　●　ヽ．

そこぞザンゲイのこ、ソボンジンのかくも

つYもヒヨぞフ三㌦乙ソテ考なブ二／ショウとし

こ∫　アサヒシンブンめソ常温＼、ノ（えガ㌧ノ■

軒二手でケ）をえらび㌦　このナカにでてく

るブスウ，カクスウ髪しらべ、乙丸と。＼ソギ

のし王らからわかもごYく）カンプをカナ

になお耳と′　そのカクスウは．∠β07／

へ．一・：・＼‥、・、、、、、　、、く’‾・
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；…言
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ヂ
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子

、
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′
／

刀ンご

ヒラカナ

タカナ

長⊥云

／き云之よ

よ9々＿

方クス
「

∂J（プ∫

よ9　㌢・よ

∴・・、：・

J’7　了∫

蔓義士主義ヒ三三童

J r＿　＿　′1　］　＿

デ
で　＿1＿　　．1　．‾1

ノ′73ク／∂97＝＝／一95バ／畑ニノミ＼え去トJと二

ノトノパンチキに官，カクスウは′ 二二二£＼ないかわ

カンジばか．」で、

／／⊇／吏7ニ

にヘリ′ジスウ烏′　ヨ∫ゞ？／よ7⊇占＝／′日バ／イにノミ＼える二セ？

こな去〉ク　二二で1っカカティがと、ソヨ卓で、あるシ了見わら　　　　　　　　　　′グ

ー　　、　　　　　　　　　●－　　　　　　　　　　　　‥　　　　　一　一

しければ′そ責巨ブのカフスウ烏ノ＼ノしなかくシ三ヨウジ刀ン仁王こしイしき　そ

こじのミヤスサに八ソビレイする。J

二刀カティにしたがえばノ　ウ工の丁、ソカよりカフスウぼ　与か劣だけちくk t

く怠って′　これだけはやくブンショウがかけることになるかミノ　ジスウが3／ろ　膏′

：∴　＿＿二三　‾∴一　二　　　　　　．
ヱJr

巧くなる。しかしながらシメンに隻仁ゲンがめるバアイに掲′　三ブのすノキサ

亘」／トラ／ここβ′言．霊が／‖こらし＼きくし加頼踊らない〇二鋸、≒ノ

ご麦かく　髄針仰X机占j＝掴鋪バ小二へリノジ湾二凱づ十

二み桝，√漂禁ヵン
つノ　はき　抹マ二手二まパパ　になる。すりキョ7

シXン｝ニセげンのないト箕ク言号音

J／～

ズィ’£琵患バイ

シメンに怯イヴンのある卜㌢㌢麦べ麦べ官学掌ぐイ

ここるとし＼えるクし＼すき／Lにしてもカンジをつかれずカ＋ガ華の就1こした太ウ7、r

でく．ジカンがセ、ソ当ウぞきノ澱や守くなりゝひし＼、てぼ）リ刀イしやすくなる

・・＼・・．、＼・、・、・、・

●．．、．、．、→し、、、・、・

完∴／ゴトになるのぞ鼠ンガ′1ノンは、このテイドしかできなか＼った。ミナ⊇

レオンジ髪やめてカナガ考をジ、ソコウしようではありませんか㌧

ノ占ク．コ．ユ√

弓9－



「妄ク幸司ラ腕」
沢村■　隊次

巌は近頃、せの中の合ての事が孝潰した象々乃iノ二つ月ミ肇東レこ機七してい

るのどとしきりに落じ為′刀でわなフ牽き鮭の東し主も巨人私杜各班斜麿もヌ憫

々人の八鹿，も∴而してこの碍調が舌糾しゐY空に句寒々ミ

令年功新入法へ栗城竣功轟に表口言草覇をするとき危機落して観閲生態げか

け、慮巌してこれの容貌をばカ、もと苦　慮凝蘭と同舟に　席γぞも畏け入れら

れか敏かい祭壇加心牒二つが覇蹄に嵐ぬきなわるよう督カセ和ゴ太政しない

事を鶉したが′卑リストは軌二鳩の如くや空しく乾の解くさとかれと艶し＼て

し＼るり　いくら頭がよくて接骨kしても，ものにこだわって心が小菅くなであ

って見放孝も結敬大きく睦びなし、し人間としてス字ぞある。ヌ鳩め如くやさ

しし＼だけでも圏ゐノカである．

社食的な率であると大成L kL＼とか困るとかの間置を周なれて八号額の不孝

と言う疎遠が虫て束る。例えば入河の生護は薙無さ一人の人塵、髪考えて見て

も属人斬∴常温的、賓本家的′爽産約、或は修刺藍と鷺など凄々箆多hもの

が束帯して一喝の八鹿セつくっている、二九寒の人々が壮ノ冬をっくった残金．

丸々のニュアンスが蜃底に衷て乗るのは彗鹿で文夫去／レ寮は各々長旅も覧戸絢

ある尊．これも登鑑でめる。これをこれぞなく

誉れ聖甲しつけ こいつ、こ

巌

てはと力むだけならい芸浸しも

も止む事がなし＼であろう．各て 矛障り鳥軋むと

観じ矛衛生萄如三千努力をするところに平鹿があると怒ら．風鑑の寺土谷首謀食

侶二末端に促われて包熱の親密を沓竃れこし＼るような賢がするゥ

‥、、．∴、●．・、・・．、・．・．、、、・一・一一　　　　い　二・一一、1・、・∴

れている。貰碇は令姉したらいけなし＼も⑦で各細したわもうモカものは壌澤

ではなくなるY言う意味である。ヌ昇の彼にしかし真壁も分析して乳狛ナ粒

ば各新したわし＼ナないものだと盲う肇がわからなし＼ヒ播じていら＼れお、

痩民の∧額は今真理を命的レ乙し＼る澱車で）命．蹄した一郭を凝＿えてj　これ

が貴硬だ，呈れ店不正だなゞ七輪預の夜鷹ヒあるものY思われるゥ官からそ

こにはげしい絵筆カヾあってもし、し1カぐ、しかしなんと言っても鼠鋤く

功だと害う賓に早く乳覚めてなんと7j＼もう少し大詰から殉矛濠の碍知にある
V
を晃、官感の詞鹿フ、か寛政へ〟夢心丸出してほしいこしのであるい

－38－

賢∴ども汐や′

蛋

ニ　r＿
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言デか

、れl、－

ない

LL＼て

こであ

ギゝき

飯南綾オ郎疹澱

友班を　蜜瀬治え
▲こ、∵∴、・′、　　、一一　　′．＿　・二一；・一一i　・∴一　一・・

これ言での戯画譲に卦いて，岬部ひやや＼し半合の膀勘竿量が鳩範これたこと

ボめった夏日去頗執二患う。しか＼し何とか創テIj号からプ7号まで発テ寝恥為に

至りこの辺でもうー発展帝嚢の存及患薮を者えてみ言う。

令までの威喝嶺に埼しいてその存在属庵は篭か二あったと躍倍するうそ裾意

ンと1コに害うと－　〝緻髄化卑称仝旛￥しての蕗し合し、の錫を鼠楳して束た〃

こし＼う事東である。おとあく現在の鯵線化草舟に弥いて．乾生考や琴をめ昼

顔Yしてめ驚し合し＼の務は高説閏鶉を険いて他に‾机＼康に貰われる，

村政．全体としての寓し金いめ湯がき必要であろう刃＼。免々良次朗読な同語に

亙簡しとこYはない刀＼。

kとえ牒ご　こねる小人の牽藍がひとつの唾致約な意見を花いたとするっ　それ

が棄温いいれば、我々にとって其きな利益をもたらすぞあろう零詞であったY

Tる。しかし，嬢はり厨も、庵がそんなこと言い起こなくっとってし＼いし十や

㌢し＼か。土呂が八で恕未やしない〃と替えてし悪い，その鰐寮内簡にく守成

上　しきいには、腐しくも消えヱしまうク　釘「毅か，濃実の挙国富貴の頒繹な

養庫のもとにあって′　一人の＝ネルぺ㌦亮摘机にもバ＼こし＼からごある．

空が感暴き軋ると－エネルギーは大きな咋間髪及ぼす。この小人一人の工ネ

プレギ一頭缶象されるべききっかけ，又は、尾がカ＼Uを与えるとめに∴鴎喝鶉

▼dL走れりほ存箆写る。

んcA凱旋′′に撮慮上　意私営吏減しめし＼ノ　礪亘理醇を深めもことに′よってノ

まヂ町蘭にくす照っていむもめを砿儲し．腔に倣うかけることがお寒，叉白

きと患く筒け番えの倉を賠宅し　窺い立嶺に立ノつこと水虫薫る．

二次上の霧に、覚マ磯雄比婆諒塩ヵ㍉　廣遺功籠しノ各いめ場をもちノ　お亘し＼を

こく硬静し，実数線化琴泉の驚儀のとめに偲々の工ネ）レギ一髪怒纂するべきき

っ糾十をつくることがJ槻商議⑦官／の存在商務や勿るク

－〕卜



新Å生諸君へ
・卿間七、“、、“洲う嘲淡酬“梱滑汁㈱酬＃決柵や〉光伽爪

4現生　荒谷　善夫
やク嘲舶′　姐．的・て瀞・、咄卿、醐酬瑚押切相

克う一月以上も番にkリ貢寸が」勧告温リノ　′斧号室に卦てノ諸君塵新入

生を歓塩写る意味の集まijが裾上　埠も途中から出席しました。その飴、新

入婁藤島、カ蜃己終李でJ「私は澤加ノ才等空たでて⊥と言って立った人が還

て，横臥　ウマ零予言した。跨諦ノ君主ときいましても′　犠かまれたのが躍

如減竿ご寸からノ初治，乏乱岸の王ネコ善玉三保L＼ので、すが，柄徴か′　洛葛

がノ守っと書く蔑えたのは　先々の票遺力虫東泉がJ T震J　鮮血ノ唐芋項か

らぞあっしからなのや＼もしれ三七んヱ　こんなこYを書くと∴渚吾はノ「お前

恥鯨岡にも我々に東してノ　大人渡ってし＼る」と悪日）れるかもし推考せんがノ

そんな苛はないめであij．横はむしろ、諸君から．子妖めっかし＼に三軋たい

ぐわいなのです。とどノ　温ぎ去った3軍欄の草生監轟の腐々力落藤がノ　横に

そう罷りせものです。言いかえればノ　この3笠間の．緩々の史義が，現友の僕

ヒ．施めて大きな影響髪与えたと宅ろことでして．諸悪も、恐らくノ　3号後

皮質後には一　二の様な爵膿にふけられるだろうと零し＼きて。

礫は′　この青春生活の敏ページ髪渡り渡ってみてJ　皮膚耳目句等¢蜃嘗き髪

膚々暴HJ孟した。笹去3賛同の大智聖者でノ　これと言って市も饗なかった榛

で丁がノ　及鼻だけには蔀常に雷電．れ　吸音の、東しい．魅力あも疋潤一軌こ

触れ／こ恕激し）を≡ていもことはこんなに察しいものかと、Lkじみ習った

ものですう　令も思い虫しま丁が，痛々しし＼がしかし実しい題な変告白LJ　そ

rカ関野生者め竜顔たる官記髪すっかり乳ヒてくれと泉と′　－現車語りわっと。

礫は，切論′　照射適みなと、うす奄ことも鹿茸なかったが〉盲に席じ合っため

の降の落款店、僕の青春功罪和二於、け奄萱嵩仏体線となるだろうと寒い言すマ

又、載る韓はノ　山で藍に鑑し＼∴菅の上にテントを罷って′　寮三の凄い二転＝ゴら

紅で′　蔓に覇気づ、け患って．おきてし＼ヒ酷のここ．大雪山直言バーつにとっ

て蝕め七日のおのすぼ、わし刀＼っ七二と。あるいは又，東い夜，磐石を散りば

めた康な東都の夜景髪閥下i二恥めて∴吾賢針金った好一のこYl‡ど㌦　これらすべ

ては、友の短夜にÅって、】電意義づ、けら／れヒヒ馨し＼ます。

腐直の丸聾では．丑0余人のクラス叉一卜以叶．ほとんど′　肥大と積守るチ

ャンスは、iえられ孟セんが，しかし，一号．これ鬼′　頂を碍るに雷まれた

一・享ご一一
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一・．ご・、

寺，蘇

、小走

りが好

漁葛

：項か

㍉片前

Lがノ

したい

嬢に

己の僕

‥一一一、

ところはなし＼Y憩います。

諌要のクラスの即森入店ノ　全＼くの橘鮭によってノ　ーつのデ勺し－フゥを作りま

した。ですからノ　そこからせじ毎夜席も知歯ノ顧慮の毒物であることは．杷

〇多く¢苛カミ乞うである兼にノ　孝葵であり言すッ　しかし，こんな風にして慮

蓬∴∴た入閣が）聾か息訂傲嫁をもっていてノ　誉れが静められた￥篭らただそ

仁でけの密封から　友清の賓が一頃芝出す湯谷が、しばしば、あるものですひ　澱

二義製な′　濠も鮫許な恋愛軋　ヌ濠も葵祭的なこし功そあると膏血軋皇すが二

二刀息では夜鷹も研磨だY習います。とだ、友膚の碗各遠ノ森馨に比べて′

三つかれわし＼の深化刀ヾノ　はるかに蚤凝であるのだと嘗し＼ま1「。てyす刀＼らj　二束

三亨のうらに′　大軍でも像和ぎノたちまち～　告の音！孟免れ去ってし蓋う意酸

′、＼1・　　・　　　　　　・一　・一　　　こ・＼　　・　　，・、　　　∴：　　　・二

三三ノ空目こする為に庖一　一一席⑦堀膏を受けることが舷要になって来るのそはな

．、て＼と澄い言す。郡毎　番手・‖著大な毯ノ蒸篭な鷹率　魅力あ届日豊∂考箆を

荏∴　そ一作を飯くことなく凝し東臥　豪だ海鼠する着に∫　被髪質してし＼なこ

とり＼ら来る車腐な常葉が虜啓だと暫うので写。

て＼＜して∴窟豪に粟＼て一「〆一冒ぼれ」で魔護る兼包虫像公仕方を友膚もと

－：・・●　　　－、　　′　　一、1一　　・　　　　　一　・、　●∴・・・・、　　　・・・

三軍畢敏なこいカY言われますがノ　友膚に島ノ有家か酵繹勘亀各であ畑　靂鷺

、二もj　友ノ痛針隠隋が漉冬でめると横は凄い芸すフ乾が写こし｝　膵速に誉れま

してが′　雷私　試案三の敬にノ　諒には斉賂し，常に甘衡史し，患いγ簾の接

＝膏すべ芝電息を屏セもった應な着直の勘二、友／樽は溌きっ㌣行くのきしよ

青竜はj八を公撃と言出七を濱蟹の一輝賽をノ本草胤の．芝のクラスで過

ごこれ竃こYになった。懲らく、覆すべき悪者令を嚢哀森に希らた愚剰YL

tアラスであろうと思し＼ます。そして′　その故に，友席ど蔑覆功ジレンマに

温ごだろう漂着麿もノ　或はあるかもしれきせん〃　芝んを醇．匪カあるそ必二八

二三人が′語義の万乗の政事を以って鹿魔されるかもしれない。そんなクラ

スであってほしし＼と窺います。

つまらなし、こどを，ごモごた書き芸したが∫　とに餞．若くして京膚を藍九

をことは一　八宅の雪嶺だろうと逢います分

葱怯変りますが．寛政．借は琴長にぷ会い虫乗る光栄に落しました一　その

跨＿　学長は．天覧に卦二草生が敦づ、舅ヒつけなければならなし、ことは′　燵喪

でありノ　顎に正しい劉軒力であl上　三番弓は草喝の毎号数百あるという憲晩の

ことを害われノた。財観，茸村の短観の眼路をおろそかに廿よと害われたので

一門一
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拓ないと葦し＼富す。‾詭二着の前篠が斉家，＿恕覇の命野に琶きる賽沌

だとし、うことを害われた】カだと貰います。

こし＼わし＼▲　吉若君には′　ニ乱から二年間の教番東軍を牽ける尭金があり

転歯，大草の葦義だけでは靖毘なものではないにしても′　このチャンス

璃して、零し、数寄を寿にっけ，葛き日の喝称に′　青年らしいせきがいを啓じ

ていただきたし＼と悪い君‾す。

又、虫禾れば、∴休暇を別間して～太し＼に液相しノ　貰邑車名の胃を以ってノ

官本という回を音に確帝してし＼たどきたいと害し、ます∴

洛恵の車に活，京都以外の土地からか虫封泰が智く屠られると雷し、ます。

．‾′・●二　一・、・・い　∴　－：一・・一∴・・　・一・一＼・・‥二・　、ヾ．・一・　・、　　－．　、

の車上ノ多くの亀斬旧敵を金丸′静かな落ちっ再こ啓函気旦ノ諸藩を魅了す

ることで、しようク勉強に轟かれた蕗など且　この義郎の確を条令に療わって

下さし＼。（冒確月なあ．よかこんで′　ご嚢『致し苫す。）

瞥最も琶われた應ヒ′　健康は尊慮の東寮であることは葛うまそ　あ　ま せ

ん。藩亀はノ竜かった更瞼艶魂ですり滅らした弟妹をノこれから登り返さな

ければならなし＼きしよう。誉れ七撞㍉　ヰ律上欄摘＼スポーツを策しむ⑦が覆い

と容います。をか一つとして，贋は登山を奨凍七し、と溺い書一丁∴奮し＼リユ

クを皆萄って汗を乾す欝吾にノ　山の冷ヒい清い空気は，きっと輝やかし ＼Y
L

ツ
藤

顔を約束するでしょう。そして山で嫁た及橋や表面－カは，生涯、海港の豪芝

塵将となるだろうと雷互＼ます

雷電は障藻、化普看となって′承管長癖の敢展に寄与せんY笥ごして荒ら

れると題い芸才。まの鶴に店、鹿裂な勾フアイテ1ンブ・スピリットを蕗つ

て勉施し穏けれぼならないと寒し、音すっ　斜度というものは、八滴め哀嘗な常

力髪燭ける対象として蚤も席低めるこしのの」つでしょうレ　ヌそうであるY

信じたいと悪い言すゥ大風の努力の無職の‾町範檻を若き日に慰ずる二王iま，

．　．、、・：・・・、・二・・工・一二・、一・　二、こ　1・、＿＼・．、．：l・．－

乏しこ　二二」よ終蔑▲　苛く琴く人間㌢贅することを曹渚しているのでと愚い

大蔵ゝりとめもなし＼ことを巻いてしまし＼ました餌ノどらか語宮隠、リ薮える

兼な正義潜を舞わず生きて下さし＼¢　乏して僚轟．ど箕に，豪め宥三度駕のそう

一一）Lを掘りあげ、て行・こうで、はありきセんか。

芯ふ∴．1実，∴・ご－：∴一、一・．－、●　一・＿●ニ！∴、．．、二、‥

堅気と私と∫　そして友ざらの牽

これだけが発っていれば′繁を落すニ￥はなし＼。　　ニ　ヂ劇テニ

ー34－



■

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

寮

を

二

一

薫

薮

　

で

、

つ

′

L

　

へ

、

万

事

′

＝

：

雷

　

わ

し

子

　

吉

毒

三

：

Q

　

二

「
・
姜
工
巨
に
十
十
守
巨
巨
ト
ド

、
－
、
　
∴
∵
㍉
　
・
　
㍉
　
．
．
　
∵
∴
∵
∴
．
い
＼
、
∴
∵
∴
∵
ド
　
∴
∴
　
∵
、

u韓「ト

；管

4回生　海　野　膚

堂濱も三軍になる。三注にもなると藩巻いてくる。詫孝行＼たところで、触

見回すと塵ヒこんな事が審し＼てあった一

茶パチンコ、賓周′賛凰　常食〕

旛落書きなどは．読まれることを意識して書かれる鼠のだがノ　これらの

法全て．ある濃度烹その隼験肴の芋ヒなるL＼つわらざる諷席戊と簿う。

これを洗んでは最ばの存在を確かれ　汲かめするのである。たど乏れだ

殖んど気合に止める事はないが′　いじらしし＼。つまりこれめの線のない

な軍人は賓にも笹かなし＼ク儀把の告白が次にある。

息は馬喪でした，東の軌も。パチンコで人を髪めちゃめちゃにしてしま

ました。」

喝杷だけは牒1の藤のものだろうが一　連べて塞し、こあるところ力強収だ。

なのがあるひ

パチンコの篠になった理漆；今宵簡簡な友人間的な紐各組織や中で′何

薮の切る行為泣すわ冒彗乙を失った－欧大家がノ　そめ嚢益に瞥きる蹄蘭

分与映じ丸たいヾウ行為の瓦篠によって電脅してし＼包容は材とも言えず

し、事であり、官つ、ノラ麗しいずであると嘗う。〕（簡女の慧讃）

疾じみたトバク行為の反復ではあるが、鳳餐潟を謡った功が彼慶まれもよ

環蔦路執刀合同に殴償泉ぐらい取乱し縛るとすればJ河とも有恕ぞ′　星

錬ある等否あろう．もし終って帰っておれば．こうなったにらがいなし＼。

i三両義で、や一つてい為んだと思ヴくまでは　賓ペナンコ軋　トンフパこ嘗か

こYになるJ

勿額に、〔肇カ）と大書してある．赫々の蓮華そある。秦にあってj　勉

〔笥カ〕するのは、試験前だけとし、ってし＼いと蔑ろが）こ⑦窓験請に針

雨に、溜たら汲びたくなる＝　▼脚人ならどもかく裁膿でさようが′　数人も

らと′　多教次なる民主主義の薫別がたわ言わ机を夜鷹卓やパチンコ台と

尺えて一〔藩士に餞l上）＼ンデイ卑巧、ソフクを静めるべし〕と勝子な兼壌

せ、そのはてノは仁命題受婿副カンニング乱行に温貰つせるのである。

マYあるが′　親切なくなづていものもある

ー1ト
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〔若人必恋贅は．ブ〇ロロ　ミ／ウ久の滞火であるべ引まずだ〕

〔戴々状、榎など＼ゞ怒ってし＼るものは，戴．る入閣の資と形を承占した∴＼と

慰うエゴ∂観雷電もものに外なら娘〕

Yもかく噴帝しましょうゆ　あ書リ力むと，患包圧になるぜ㍉

〔忍蚤ヒ掛ける勇覇セは、次席㊥怠滑に了ぎぬ〕

慮質草冬ノ′7えぢ＼？

〔身安、☆女一日一一一一一〕

よ3滴あもク最初電力方は丁寧宴こノ後になる展暮ら熟になるっ　こいつの奥さんに

なゐ′付よ災線だっ

〔次の墜落そ′　愛し乱￥いうものがあるなら，息はもう机ノこの建琴ご寧

しんで乾にたい〕

あも。せこへ祈ってもJ食と産こ喝レ芝′　朱雀したりするきだ蔽はまずなし＼9

ごうもこれが署か畑土の勘　寮が轟てL力もこ蘭がない墳らしし、。〔もう少し〕

そこここに森雀道泉南象が書いてあるゥ　寮生滝と束雀は切り海せない妥　考

え量目二■度をすごさなければノ　そ勿怪審討なこと′　退屈ピザに醇を温せるな

でノ　余暇の費鳶層とはいいすぎかク　各毎か虹糸が′　巧までして象れ‥御対面

でも乗に麻魔を温ぶYノ　以後気象につきあえるようだ〃　よく漁るYノ　三代産

前力部嵐の主が′食て勝っている。更によく晃㌣．講して嘗三選しこある珍

を確かめた。

落書きを熟んでし＼るセ∴　督いと人物が容易に膚像できるう　そ畑よ凍竃易で

もあるし∴鞄の部蚤の連中で、もめるフ　同じ生活を逢った者だけの爵鷺かもし

れないが　毒し＼た八の東泉が潜じら打てメ　亡温きる。∴血書私め正史の監夢

牢、そうであっ1三ように′　礫もこの部象の車から何かを膚て，何かを戴して

し＼くものと鳶じる。

〟風力鼠屈してノミ、と気がつし＼た。唱の芽に小さく務書きしてある。巧く〔

慈葛さするな．リ

お　わ　り

－．1㌧、・．－、

∴二十、－ト・・：∴　、・・こ．　　　　・・．一・

・一三も・一



眠れ患いま割二
取れないまま呈二，東．丼を覚てし＼る

と、し＼ろんな菅か頭に淳ガトー一一一

封摘：凄‖‡署
新入をヒ与える　‥一一一承りなし＼上級を力一一人上月

1，よく主家びよく盈べ

こか言葉はこ莞写．数へ入学して以来村寮か喝か虹にゝ′習います．入学以来

】Ti余り　婁ユんも木琴の毎敢こ慣れたことでしょ。′′日本A大賢巨人

主力は毒筆しく′　盤今のは易しし＼ノ′　という寄寓ノカ意味主産㌧幣やきたと蔑い言一圭

∵ヨ痘′少額から短慮に苦しむ／お琴；ユありまと鳥しっ　一寸州干ゴヤン′パチンコr　ダ＼

ンスそ壬こ、追∫ドニと浅慮霊山を蘇ってt＼ます。でも腐し＼ィ力走し＼鼠が肯望して

下こい。何事にも頂笈があるこYを去忘れたく。

⊇，よく啓ひ、よく学べ

この言海はあまし‖萄芝なれ兄いと漂いますっおも言うのは奴めてです。／払

ミ言いづ、らし＼のぞすがノ　琶さんのために篭っておかぬぼなし〕なし＼のです。

六号は魔産丁勾ところで、一手。阜「了的恕執髪食聖教えてもらうところではあ

＼　　　・一　・、一　＿　　　　　　　　　・・・　　　　　　　　　　　　　・－

‾～－∴　・●・　　・、　　　　　　・　　　　　・　　　、　　・・・・、　・■・・　　　－．・、

二もカで寸。だけで㌦芭中筋の笛に奉ってし＼るカは馬禽げたことです．直筆

二誌びな違い。覇‾事レ略語があることを表れないようにっ零し＼頑に無夜して

一　一　　一　　　　　　　　一　、　　　－　　　　　　　　　　、、

上絶望を埼飯豊と協え、

こう篭っても上級生を同館女と覇じようにノ扱えとし、∂塗はありきとんか

ニ肇生は上級塩として専攻しな甘頼れ＼けませんゥ　ただノ　ノ歳みごと一‡乳霧の

二、　．　　、　　　・・一：二　　　’’．．■・一　　・　　　、　　　　　　　　　．

更賓に凋鼓しかけよとし＼うことです8　かくとも上磯笹は㊨されより人堅カニ

と二ついては施療蜜葛や寸。きっYよし＼巻き　∴　X埠猟へカヒントを与えて

くれるでしょうク大戦ませて経線です．

冬．何かクラ7、1に入部セよ．

小、車、高裁を嘱望に牽蔑してこあれ巨人ノ　ヌ塩や温く之をしてこられた

こも，大草に入ってぽっセミ紳たことでしょうク　そこでこの旦草庵（頗うに

行丁ざ）を萄恵義ヒ鹿そうと怒っておられることと靂います。きめような八

一37－



はと、こかのクラブ、へ入部しなまいク　まだ入ってない入官ぜひ∑も入りちな誓い

クー隼閥勉強するばかりが寵じゃありません。孝生々籍持これそ濠務ですつ　く

鑑し大草檻は漁く）宙さん．幼ない環からの嘗已膚をずっとたどってごあんな

封＼勺小学巌の環広東射′こたれ＼の飢＼二七を豪産と馬面勘二等
よう。車卑巌の猿は堅層1ごみたこYです。蔑長はすぼめしく渡橋

●二二盲

ったせし

一、　　－　－－

髭番ったでしょう。そして各　大学に入って確項が糾った戎葵的な二Yを議

合う戯各を希ちとし＼ヒ思うぞしよう〃クラブに入って鞠嚢とL＼ろL、力無各い

なさい．菅LL＼華、悲しい事，ぬ僅な率を。鴬患うニYは八覇を搾ります，

垣さん結きつY令より曳曳き机上礫土徹せ」二なられ恕にらがし＼あり羞せん¢

∫・70ライドを蕗て

奄さんの車には一二の天啓に入りたくって甚首なし、かわ莱たとし巧人勘

きザし＼ないと常い言す。竃大・諏太を鹿門だけしか＜ぐれなかったから仕方

なもこ果たとし＼う八ばかりだと濁し＼慧∵す。そしてこ都度だというコンプ7いソ

クスに髄んでひる入もまでし＼ゐと番います、その人は香草です。二か天琴の

よさがまだわかって侍∴＼ないかあやす。糸も去年は乞うでした¢預入をど童

を並べて歩くめは恥かLL、鼠がしきした〃　号もノケ冒亀餐っと辛気まこな－j書

いた。二の其琴に京てよや＼ったどieから襲うようになりました。もちろ九．

冬季も登っています〉シ　どのような点がよいのかどし＼われZも何とも貰えませ

ん。畿喝できませんがノ　とに絆くよい大牢牒すプ　窃ユんもし、づ、れロか塾と憩

い言す。芝しこ素質，浄入をに私と同じようなニY史富う人が乳才つれ為と愚

いますり

ヌl　亀さんの車で′　この瞥濃尾鷺気力な卑屈だと敵いDれた人も少なくない

と閣います。ヌ，寮秘の巧に撃生温敏硬止の都告を登かれて驚かれた人も多

し、でしょう。私産の醇もそうでした。驚くなし＼∴宿の高くなし＼ノ　頭鷲の秒く

．　　．　．’、・．、　　二・．・．　　●、∵・　　　　　　　　、・■・、

缶を∋捗と鼠糸底は驚いたもの否す。簸た重信払窪のこせ髪杏えて言って

下まったのでしょうがノ糸藍の考えとは全く患ってし＼ました。こ勿ような亀

いがどら∪て風われたの町　随代のずれか．拳冬のずれか臥　しかと葛うこ

とは敬しか東署す。

布質の督儀南軍の蘇一　息も有蓋としてヨ・A司デモに参郡しました。デモ

に参加した二∴とな「馬轟なことをする車零だ」と実ってし、た人もし＼たでしょ

う戊。払はし＼てもたってもいられなか＼ったのです，尊様祭約め有効濁断　ち

と？賢め蘭に凄壕へ行くかもしれ賢し、八度と一　青年廟をそめ蘇覇に凰乞うと

する着Yeは．婆應仁対する衷義は盈うめは凍ってし＼たので丁。勘丁ど多く

」に



な二三い

す。く

らん竃

㌢やし

、＼　ち・

∑さ二言5

焉各い
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吐．′）、1

へぼ，

7っし、ソ
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一一

より　吾

一、ノし・

しま七三

議と蔑

・■　　・＼

、ない

、も多

〉脅く

∴三〇

；って

・な盈

ニー〕二

3覇軍学零は射しを考えることを奔ユ庄かったので’す。そ恥でも私産デモに

行きました。今でも後塵成してし＼烹セん，

仁司婆の婆さん、二の琴二枚が無気力だと思っておら触る客コん，糸盈療二

〇寒気カ三日二億艦になりかけZいます。で、もやるべきことはやってきました。

ニ仁あげ、たのは一つの例ですっ　ただ少し軋りなし＼もの餌ある富げです，それ

を竜三んのガで締って下乏し、。プレラユマンの熱意と新鮮な息吹きそす。そ

Lをこの怠億なる上級生の常の魔＿書否盈訊直して下さい。

新入生歓迎コンパに窟う。

－＿翫且ロ㌧新入隻敵組コンパがあった8新入宮の神髄、な顔♪顔，凄い∴乏れ

ご吏尿的な敬放雷の「富七勧めろぞJといったうれしそうな額ノ顔∴顔、昨

夏二魚が′回生の幣Jより腐しいフンイモだったことは室温えないゥ　ただ新入

三　・二・、・、一　　　　　　　　　　　　　・．●・　一・、　．　・、●・・．・　・・・

賢人生観塩コンパは紺のた糾二確言軋るのか絹緒折、ソサンを時折

三〇そ謀ないし，ビ脚ルを歓んでコわぐためモもなし＼0　新入酎二大尊め堅気

二貫く腐れてもめろため，在寂藍との鮭のつながりを癒すと湾に騰これるの

㌣ご看ろ∴歓迎コンペ湛え笥牒牒ノ　温出しコンパは3回生が主漫才も七いう

ことl言伝統衝にな、つてし＼毎が′　だからとし＼って敏也コンパi二日．払笥をが出

等∴∈い∵こもよいという観釦孟なし＼晋だ。3、年回覧諌言は奏於を皮目懲ぞ多

鑑三ということはぬかってはし＼るがノ芝のノ匿い＼集線の各職にひまを罷つけ

こ±蒸してくれた5回生の語手もいたとt＼うこ￥を御車如ああか？まと吹蒔

ム三戸＼ら（褒寓する気がなかったから）各常を養わないとし＼ろ常子ヒ浸食く

義きれてものこしし、えなし＼。こんな上磯生を腐った息最下級せ区…一一と療きた

くこちのも褒硬からぬことだ。奉養には観のつながl十が竃し＼からそれを強く

て・こ‾∴　　、∴　　　・∴、　・．・こて　　　　．．　　　　：．　・・　　一・一

こ病室讃手にお顔いす竃。むう…庵歓庖コンパの意義についZ賓‾面官に舞え

て‾‾てきい。

弼日に希蔓を，常に愈賂な

一息法喝雷を應じて堅さていも。」と盲ったわ、「あなたはロマンチスト

ー了露クユセ笑lつれたが、ロマンチストと乞われたってし＼いじゃなし、か′　私

議ちっともかまわない。韓日庄今日のために∫　今日は碑官立よりよく　してい

㌃二℃ニ習カするんだ。今日適したことが嘱目のためと何らかの紫で廠芝か

」9－



甘、将軍をよりよく丁る黎黍となるであろうと應じゐ¢ビ。

T礪空目芸どうなるかわからなし＼ノ　ビ功＼ら令甘に合力をノ冬三協iざならないの

ど。J　と弘の友は奮う。だけど息は反封更。そtjや人を一寸乾は闇だがノ　だ

から慮いのなし＼ようと今更に仝刀を尽すとし＼うのはゞうカ＼と覆うク　こんな剰

え諺がある。グライダー店頭知の粟くエンジンが無いク　だから智カで席が二

㌢は虫案ないからロー∵アでj半象って主あって帯上る。素養勘去ゲンブン⊥革す

・　∴　　　一　　　、　　・　　・・、．、●・・・．

主局刀の∂ク劣位を上昇ヒ度し＼ノ　そこで厳葛髪太平にiビしこ下碑」二終もんだ。

、、　　　　　　　　一　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

は一㌦膏一軍7日圭港ノ長く長一吐審とに常して。今ヨカニネ几ギ㌧－セ全部璃零

しないでノ葺か考を萌しノ　常リガ之か書目式研哲のた、め残光乾季希の上狛こ威して

おく。賭雪濠ヌ鋼管刀工れレギーの郎見な腹うっ畿葛は前日カ、ヒブノβか笥ミニ

はものであるがノ　そのロのエネルギー川をその哲のてこめに合戦螢与というよう

な余魅のない生活袈するよりもノ　常にW官の調光の工ネルギ∴のスペアが濁

る食鷹モっポリの生活をしモいレカだ。鱒茎の紬こつき落された人もノ泣け

る域は立直ることができるがノ　克くことがさきなくなっため嵐啓空きなし、ノ

というではないか少

なんだ刀＼嘉が液乱したようだがノ私の宅われとしていること甘解っていた

だけますか？糸もこの何題につし＼て薄れと穿諭してみたし＼カぎ守。あゆ考え

一　　一　一　　　　　　　　　　　一　　●●　　　　　　　　　　－　　　　　、　■　、

うな八堅問題について濱鎗してみたいと養われる牙綜2ノ甜王の毯江まで車虫

て「くさい㍉

ある撃の音

二　　　　　　　　　　　　　・・・　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　＼

涼には針堰に不観照でああこともあります。曽各の落居を害され了こきでノ才

蔵に覿認（）リたいヒはぎいまセん。だから人は息をプ1ミニストと吉お互

いめかも短丸ません。

糸まま　尽せ應應＝性愛を研究車ですや　木や新簡芝の触あらめる参考馨を教科

テレビ・硬直を簸てノ　又嚢隈ヒ豪簡したりして研究をしてはし＼許す淡ノ　いま

だはっきりわかりません。ただわかったことは．こと轟優に関して趨㌦敏

・、・・∴圭一　●・ミ・二　・∴　　　■・、・・　・・・・　＿　l十、・．－＼－．、
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つないの

、二、

二／しな伺

、　　一　、、、

ノ⊥質す

■∵二　㌦1・二

をもんだ。

日に竃健

・短－かく

一　一、

二廃して

・∴・1．‥

＼う　よっ

ぞアが初

ノノ泣け

≦なし＼ノ

つてし＼た

＼．」ニキ　二丈．

このよ

：で中盤

れ躍払

十・イ∴・、J

でノサ

吾わ一転

を蔑み「

ノ　いま

脚最

的ヒ出

軋ばこれそ、と港う宜のハートを射止めることは容易なことをある。ただし，

誠意をもつ乙対靂しなければならないことは盲うまでもない。こんなこ＼こ痔

嚢でも知ってし＼ると害うかも知れなし＼が′　息もニ¢ことを盲堅強衝に知っては

一、たがノこれを経験笛に知ったのは素敵のことである。席凌駄目こなるにも′

せ産と蕃す予？雪＼Fがなくてはならぬっ芝吻予て雪＼草を見っけるのボ寛しい

．、一・、：二　一・一、：・、　　、　　無　　　　、・こ　∴　＼・・、、一　・・．．　一、

二＼らYいって∴こじつけが書しいきっ狛丁を縛るやはよく紅い9亀鑑恵きつか

・・・　：・・　　　　・　、

「どうしてこら甘反覆がで蔓る7卜？」、どよく尋扮あれるフ　そんな蘇弘はいつ

・－．　　　、●・－　　．　　　　　　　　∴　．　・、∴　・　　　　　・

る二、とど。剰えぼ密、ボ唸寿ぞ風琴してし＼ると守る3　し＼つも束る歯車にいつ

二・　　　　、　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　・・　　　　　－

∴‘計ず簾滴りい月計軒か相星持橘摘糾㍗か藩に立っんだ。赦せ腐ど藁舞で象り

●■　●・・I　　■・　　　一一　一　　●　　・●　　●　・　　　、・　　　　　　　、

・ヾ二・、・　　　・‥・・・　　－　∴　　　、・・　　　　・

二、　　二　、　－　　■－　．　　．．＼●．、　　　　　　　　　　　　　　●　　■

重で減食と食った蘇′づ硬東森微笑んだリ∫　竜の兼務に答えたりしたら】嘗庖

テラ完解せと‾友藍になすレたれだ。もし香草にして揖功友責もなかったら革める

より軽零ない，それから“ナ弓くら恒三電聾で顔髪食わ了緩喪にしこおき′

それ巧＼らデートにでも貰えばいいんだ。」　とっ

それから資産はほめられることを諺ぶ．「雷は美しいゥ⊥　セいう言窯はせ

養女喜ばせはするがノ　もっと種かし＼こヒノ　剰えは「爪が臭しい⊥セ：で＼「冒書く

きれいだ」とか「饗承す　さだJとかい　富家の方が班麻は喜京ものだ七漆

工　あも薩後藤したニ￥だがノ　アルバノ‖＼しそし＼た浄短リ金し、になったせ檻

ここ「掛がアルバイトして食を埼凍こ￥は奴麓の∬つだが．恵と触り食いにな

にたこYもrつの収轟音。」と害ったわJ「之んなニ甘言われとらナって鮭

膏に登がわ，」と戚敏は篭った。まあ、サ恐竜ったことぞ小ら閲逢いはないと

澄う。婆さんも峯－して丸たらどうですか？「金森へ家に収夜は一一劇一血▼J

T二の孔峯同学ノ、、／、＼適って絡たことは一一一一一」

習咤哲宮に種カ＼の彼に立てば幸です、

せ′経常嘗ノ　塵においてもきた磨りです。志屑して下さい相

身艦に無地であること－－　これが息の鳶農です。

ー鋸岬
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苦しみに耐えて生き圭＝ナれ甘ならこい。嵐産は言責ゾところ獣疫以外竹村

勉で弓‖よいかイ上∴無欲の混沃ざ苑してがめ｝　藷∵．、よう′ろ〉ない賢しュにか言わ

ずj　蔦怒私軍縮髪叙1、＼畏敬な与れば払らな、登ノ令、の温い東放てこいもiノのろ

寮生、ほんの山部命でえも見ること∴ベ、鹿家守＼こて　しかも貌爽互態度で直し＼春

めなけ汗ばならない．毎威、ク）旛牽髪酎劉こ進歩空也i不軒に塩もうど守る礪

可を確′現しなければ息らなし、ク　しかし八軒の舟為滝いっも蔑々の鳥登板魂に

矢紋の豪雪彗髪藍セつける。間断竃く矢数を奉れ　療嵐町二乗亀乃望習い知

らされた蘇、しばしの覇立ち障り，攻めて芋きぐ…）功を藷を絶けゐ藩カと東

宮k与えてくれる、そんな魂の頗輝抑払啓だったんだ一

才；が私に登むものはl覇働き五菜なし、優芝で息を畢えっける少息が署に何

かをiえることが東泉もくらし＼なら，私は亀に珂i嘗むものはなし＼。珂亀与

える、華は出来なし、、かイ⊃ニ蔓∴亀に重汀か窒前衛したんだ．払ぼ宙合が一体ゼ牒ら

を向いているの小官知らなし＼∴艶は計命が何せ諺んそし＼ゐのか立知らない・

正義了し、やむしろ騰落だろう。衷登？し、や、㌦蚤のノ操薬打方変巷ぶんば♂

纏そん蔑水魔に素足せず′　発電から良い虫よちとて】豪産竜だけ甚誇ってL＼る

とし＼う、蒙れだけをせめて乃なぞさめ†こせ芝ていもんだ。そんな風には．毎

分のことだけしか観象し鼠つめる余塵はなかった。そらしてそんな駿泰あら

塞き出すものは、璃兼敏な鮭轟、だけそ、頗凝殉猛毒泰を探し曳すことは虫煮

なかったや　し＼かりこせきることが′有絹な時間ゼカしか碍色なし＼ものヒとって

常憲の督空音で頻る鋸j＼な確信するには、私は怒号ざるだろう．東灘な盤験、

妻、免八のそれ盲二よって縛おらとしても一　象り盈L、雪ぎる能力の凌妻らぜめ

ること笹薮未ないし，粗食的礪壕にも大昔伝凍化があったナ　ビから同じ辻金

ヒ生き同じせ武に還す急患ヒ私ろ磋漁を補うもの営巣嘉したかった。緒宣し

た僅寮を嚢を琶軋　社食ヒ虫てし、も藩にノ　私必疫潅態度を活乾してもらい持

切＼つとん沃㍉∴しかし竃は皆定するどころかおのせ之を遅いおらこれた．そん

な雷が誓むものは絶家の社合に審ヒならない一計、敬え三富らなら有姦な㌦

萌ヒなることだ。だめだ′　どう考えてもそれて轟意裏来るとは習えなし＼。

一一一！二



もっと外にある鷺だ。命っこし＼ゐよ、ニん急碑は蕗園が解決すると琶ら

そん射二線覇をかけなくても事　三本立の奴遍に義足せずロードショ

象る過に，青めLに帯足だず臼斉を食うために．鯨ではなく牛を食らた

‾・…－∴　●一・‥こい．・　、′．・・、．●　　∴　二・．・　　、ご　∴

藷ぼって包功の凍兼に應膳は轟てなし＼んだ。同席なのは盈賓の句射ニ

左来ず一　しかもそこから戚け忠セないこと包んだク濁宣飲んでjJ閏につ

卜の村

＼‾一：リ

ノの　カ

乙し＼零

i・・二、

こ魂に

糾い短

Fと泰

しかし飲んで駄弁も飢芸無しし＼少盈列嚢の工．ロ若様等鹿げてい毎と

しかし読みたくなし＼￥は貰えなし＼，、勝則て和おろために有益な葛藤

わなかつとり、一件麻者の壌む有益な入閣というの軋　この嘉と額軌二違

八覇な切だわらプラ＼？　寛度の上でだけ兼蓬を認められる。乏ん葛八両の

てこ＼凄互いのか憎

壬食感首を東こなし＼Y言っている防老けしか櫨八ヒ対して言ちことは恕

・　　●・・．・　　　　　　・・　　　　・　∴、・・．こ　　　′　、

し私のヰ⑦刺め騰落をはし＼う。お計まそれカでどれだけ最くど、れだけ蛋く

一・一　　一1　　■　二　・　　　　　　　・●　　で・、　　、　．　　・　、－　‥．

てし＼るか弓こ赦し＼行為や夫と。志し東行しよう。ヒルティに縫って。

ば馬鹿な義はしないぞ完こうといるかは帝凝触君、馬鹿な話をす根ざ

啓髪味う好　しかし剰え小三はことでも何かをしまうと丁る瘍金，一回で

行虫東町ゴ満足藤が樽られるとし、うのである。それ苓烹ず簡単に寒行し

ら紀をうなのを盤が。よし覇大路羊遮ることにしよう。そうすれば牽産

・笑・・一　　　　　、　一・・一．∴．　三　　・・　　　　・．・．

富そよ∴琴穴蜂に砥きてカント慈読む寄書二そんなに意東邦ぬるんだろら

打が蔑渡辺あることそ宙が濠義輝息二どな功かはやは　魯らなし、ニYな

狩百の田谷と今牒の白倉に盈っ七意味を昆虫せるJうな率というのは

・－　　　＿　　：・　一㌧．　－　、：．l・－∴　●・　・　　　　．

つこういうゼげで半人前以下のことだげしか葵頂きには嘉禾ないんだ。

いの向上の為にとか、経験k′食ら各ら康にとか、もっともLJJLドニ＼ど

・　二・・、・　　　・・　●・、・・　　　　　　　　　　・・・、・．

，寂が敷歩ゼけだったかこ～．知れなし＼。乞しそ鳶は言ったク「責屈冒な

き上だどや私のどこがマブメなんだ，貴公前そは大いに裏面冒積って

けど㌦．いつも薄まないと握っていたんだ。賓蘭留ブルだけではないて

亡貴簡竃になれなかったJ）は．Idのどこかで翳ゆる豪商雪ということに

するものがあったかわだろう．簡け痛みや＼らだけではないと雷うよ。

し毛∂壇むも夏日昌弘ヒは電荷だつもうブルのは寄席なんだ。亀にとって

－4卜



一、

毒　二赫

も寄り藍ヒなるだけだろう。だから魔鏡の射＼つ空谷いぼや鋸こしょう。し＼

くらあせって各回ぼかサ環しても′　韓詮、は英軍の蔵を施、り彗てるだけだろう

からゥ

Lか＼し　令息が雇い出すことは、楽しかった孝ぼか＼牛だよ。決心て彼掻成

しそし＼ない一同℃六陳tろ垂の下に暮らしてし＼れば＼亀b撃もあるだろうゥ

そのときは、覿しい反八七して葵っこき訳したし＼ものだぬ9

単車思
＿．．∴・∴・、↓、．・　一二　一・．

3誕生　喜多　敏菜

三弓作東∴蓄止宿壁して琶雪へ漁嘉／沃。囁各うわ車力と】庫花咲丸紅

智弁蚤と硬兼であっモゥ　少二とも遍歴邑なれた！讐十人ゾ）寒男策碁（？）から紘

軋られヒだけで寺．辟セぞあっとり虞し膿車を磯いては仰一

義中底く温重㌘併め－　温く！こみかん喝を丸つつ′　各層にふけって丸に¢

私に嘉もことか祭しさの－【つは′′哲分のj賢親から後れメ　気力おもむく烹茸

、　　－　＼　一　一一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　一　　一■

鮮あ老雄汗‖三∴寂々もこの諾巽咤塵守する為一　少し　〝タガ′ノ女ゆるめること

一　．　－．・　・一　　　一：・・　　　　∴　　　　．　　　・

Y」こした。でき耳目ゴ篤くして美しし＼甘應ヒノ

ミヱ物色して丸為と、腐々なポ㌦天、愛した、魔やな電力慮養凍∴　そこ二二

・二竜繁藤してし、た。′′÷ラ＼ソノ′ヒこつんへ軍を充すもか　東7らん顕レぞ覇Jう

三三むくも針　やに劇聖に人間もし＼匁か二，我々が煮るのを鳴ってゝ

′′封メラのシマツダーおしていただけませんアリ等いう且・の．千畳万別そ

ら∴ノニた。二分簿フ卜者東か息巻蔑i二から動転。以下喝圭夜露するり

’・　・‥　・　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日、・

・・．．・　　　　　　　　・　　・－．　　　　　　　　　　　　　二　　　　　・

号軍の後、絵傷の閏藤森塘きノ　苛欝ア刃／二トh jL∴　涙これノ／∂以：′掴八部

ら　上八：／人となり万事OK fだがそういう架にはいかなし＼めである．村政

言－：　．∴ご‥　二・∴・、・・‾二日・二、二・一　．●　－∵∵　・．．こ．一　　・‾　　′．

が廣烹リ，9才八か裸出点窒しく菰三組るのみであるむ＼Lb血という賓艶が

あるJ　だから数孝は／∂〇二／βが＝∫：／∂〃＝？∫：∂が正解ということと＝な

お旦＿それ故．よ0人鬼が集まると古人に登る恕金∂となる砲金があるのも／必慮

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　札的→



後棒成

）うニ

－1∴二．・

．、、二

か面白

うるこ

てみる

しかたがない率ヒなる．

荘ともあれ一　二二さ、はぐ人をノ∂0人中より隠心という贋作を通草、こする．

痔蹟泉によっこ森々は混合しなければならなし＼のである。しからば、ノ蔵

規準は何か十〝蚤しい頃に立べも′′笹鴇である，′′腎い癖に写る〝天し＼

虜である。り毅しくて賓い猿にするで。これ又大いに雷鷹であるク　′′糞

のやさしいqもし＼いなウ　ノ7品全馬七こしたことはないなツ【′関るくって

蕃きなのもいい沿〝申し命なし戦に細岡恵め空tjであ㌔JJもかし芙人槌

も甘食とは礪むなし＼。この廃合はどうするか？　しかとがないク　で俸牙

Y　烹しよう。督泰芙はい・ごだけ孟せんからな了　f′宣ろしいゥそき言ヌ

7蜜でも頭の切れる人とi教養の深い八とがいるがこの麻は7』7滋忍法

k弘志三㌦血とは漫ろからぬ了′′じゃあ硬めいい人妻とリ蓋しよう′∵軋審

考えによると智東が壌土杜というわけだ

店なぜ智確が舵の感度より上症になるのか。旛燈に上下′カ致命が攻寄為

和二叫庫よっこいるとし＼える道か？　ヌ素着にとって庸藤あねこし公が

着にとって璃砥がないのは何によっているのかア　二か裾亀は髄樹にし

まれでニ√銅＼マ′　互　いよ礎庭によものだ。本望に知檻あ来　週庭あるもめ

こう答えるにらがいなし＼。ノ′と萄孟はし＼うかも如「血なし、。し丞＼し旭肯

う番えるだろう。では埋兼のどらわが正しし＼のか．しかしそあ判断・は下

よう卦こなし＼ゥ塵にいえば，聾在る嬉博れミ解決にはならないとしり〕7去け

ならないのど。むしろ我々はここでは芝の確脛をかく形覧っとものカ棺

凝芝なけ　いざならないわけだ。選種の才ブラ“トか車琴を罷なければな

し＼か音で藩瑞か世界へ上ってこない下蔑嶺の世界を森らなりれぼなわな

であるゥ

i三一東面樋とは覇か．とれが藩であ県　書であり，賓で＼めり∫　竃であり

払っても／それ頓は奪しく我々に燐潜を与えてくれるもガであることに

遥ないめであるジ　寂いぼヌそ　もらが我々の捲っている應とか食とかし＼つ

珊本態，又は常盤的壊衆の騰勢綾や入園の辟亀ぞある短に対頂‾な欲食客

瑠膏「ロブなけ裾どならないかもしれないな　しかしともあれ，それがし＼ず

一1菜たにせよ、尭々にある産めノ竣啓と承ってし＼ることは否めなし　雪で

うかと溜う。かっ牌掛二束して入園な食むあらゆる生物は、迎合守るこ

又筆えなし＼事実である。厚い憲韓において／我々は不礫を磨け、収を襲

淘痙なのである。二二におし＼て愈々人間は収を強める物体であり，庸檀

もみは．侠客を与える島のでああ以上は′　我々は凍啓を与えるものに極値

し、仁のだ七考えて象りはないよ引二惑われるっ騰慶宜は旗啓の戒名萄な

－4卜



ので’ある・蘭成迎撃糸施つれがにいカ＼もしれないがノ　していたヾし＼て洛鞄を

癒けよう。

しかし麗々に峯もくノ昧藤堂与える席原初るものと何故鼻鋸がっいためであ

わカかク　閣℃韻語により、強くノ壊藩を与えもものはJ大きな屈檻をもち．零

し＼礫感七与えるも鋸よ，エリかミな席確立もっ⑦ぞある，といえる．

で抜嶋一席こめ強募射、ずこよ▼i）＿常息鱒かJ

三乱はその人W▲か人生曾浴の造雇や陰り出ユ＿かノたものであろうク　そこにそ

つ入閣の．陸路ヒ言泉尾が大きな咋碍髪しそし＼ものを窮める■二Yがモーきる②でくこ

なし＼どみちか7　－′象りが頒女に威容を与える為には、織女は賓しくなけれ忘

なら7ない。何故ならば乞うあってこそ寒ゆえの称号賓を彼菅は項けること桝で

きるのどから。〝篭りの柿臆を嘉膚するものは頻が金清であることを告白L

ZL、ることになる等収欝を貰う優生倹しいものは轟七ないトだかわ。

又二の鯨寮去り　〝金りの為に済叙聴き，粟める為に魂を売る八釈案か食草

（又は食、番であった）言二多いとし、り悦園もうなずけるし′　ヌ、堅帯革東で笑

顔苗軒をてる鋸ま不実人をはな〈＋八達以上の菓人ヒ考いというみし又ろな

ずける・カでは伝いだろちか。

ここで牟一夜彼せ寒の牙へ筍を転ずることにしようや敦や今昔を幽谷L志

と寸もか杏ヵ＼は　媒サ零の硬直賦断によっているめで、あも。即ち常ノ虹と溶

合うことが′織女蜜に靡静を与えるや否やが服せ専一の行動を風迂しているの

さあかしかし嫁針峯に耐えばノかく番えるかも知れなし、ク

′′啓隠以外と義守ことは事　包令達ヒは逢った蘭を知り，宙倉の入史観を固

める上で役立っかめ了　であると．

又問じように′　嘉や哀塩谷写るせ塵．は′　乞う＼、った飯食亀こ澄まれることボ

ケいかあそはなくノ　脅し＼せ穂どあるのも又やむえ著しヽ．収容を与えたことが

次珍行動を棍しノ又乞オしボノ陳容を与えるかわである，けれどもケくなくとも

用0人車∫0人玖上はそういったことに應轟な大知襟首であるに底いない9平

札でべ）さしく′　曙別に芙しくもない人‥‥‥

し＼つめ宣にか前の在席－しか芙人もいなくなっていた。トンネル又トンネルと

ひっきし‖まい二変か蔭の蒐賢を｝　ボソヤリと銚也ながら努えを寺号勘てみた。

竜広告の⊥嘉く．銀糸は草庵月額を走っていた㍉

蹴々の或着は東宮に対して屈藤生与えるが上肢の肴は与えなし＼のはどんな

堰用封こよるのカ＼？
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一

それと汁したYえその勘二のみ敬かないとしても，或新二対して我々が一

飯密封こ椅直を与える鋸は何故か？

雨竜の題繁はいずれよか果たのであろうか1？　例えば尭々の一部は亀嘗登

塔っことは腐塵tかあることだとし＼い，腔の貴店ないという。人によって適確

が亀うのは相貌か？

三和よこういう1蜜由によるめをはなかろうか。舵の多くのものと固じく．

盈豪も又両刃の刀であるぅ廿音において勒労する喜びノ　婁竃する森しみ′創

蓬する鱗さを生む説面ノ　電儀はヌ匁やから暫覇を取り去る・乃である。かかる

不僕とノノ択とを天啓にかけ，その雇い零によって免々は渾確夏毛めもしろに帝

せる勤である。二二かわ揮磯のあるなしが同一物に弄い　ある必そ、侍ないだ

ろうかク

しかしこ拙こ反して宿賃はし＼かなる人々も毎痛あると脅えている。打数から

な射孟夏ギリシャ人肌＼ろ叫娠雪空（牽鋸摘軌芸人閣』凱弄い欲
求であ勾かもしれなし＼ク　との取りにおい三は馨しく横啓なんと毎号であろう。

しかし知ることはス審議射亨為である∂　そのことは彰労臣′努力をl密に応

変とLL＼白石克取乏えも筒痔には聾とす毒々し＼かなる膏窟亡もまして担坤ふ

く蛋短藩）であろうとする入間もい孟日ごろろ．しかしそらで、ない人間も又多い

し、はすだ。しかもなお、般尊が短髪を良しないの官尊　多食これはか＜なる連覇

に去るのだろう∴′短があま申こ潔し、入閣諭欲衆であリl　この点に凱＼て力み

人間が攫道協働と区別これらるのでめるかめっノ′　っ烹リそれノ良否定することは

入㈲を首鼠するニYになるク即ち入国としての匂尊心がそれ夏季鼠二七なし、

のぞはないだろうか。その窺腰宮村と錮坂は吉家肇かったかJ　ノ権力と戦っ

た短慮は席■奮蘇れたかり　藩の前にはなんと知慮は亀蔽ヒるか。その鼠言の基

準にいとまかないで、はないか了

しカ＼しながら極値あるものとして　′′短〟な上げたし、。そ賓ノ詳炊潜を与える

から。私はかく落ちのだ，しかしイ触りよノ　おごるこYなかれ，′　なんとそ

はぎすかったことか。

しかし永産に〟知りを質したい∴弘はそう願ってやまない。

この辺まで常えと藤一汽聾は駅近くまで寮ていた。東森に珪ネオン藤がそ

びえノ　塗はエ癌乳癌鬼の煙で豪恩く凍ってし＼亡。謎切り髪獲る毎に、警笛が

やかましくな県　そrいこつれていつの孟にか免息考えるニヒきHとのていた。

もうそろ芝ろ駅に琶くだろう、勃々は下車¢草庵を悩めた一

一47－

、
ヰ
・
　
、



J、
tコ

ハニヽ

乙回生　出場　淳∵夫

人学通知を受けごったのが．華等町弓初司。軍産吉野Jこ繁療らしに虫かけ

た少以来一客たったっ余り腐ノ沢を太菅生竜でも屯かったようだ。東宮の雷的

たも琴南には余り零を入汀ず，愛寒も志か匂ずノ　し＼言だ親友が存在もない9

し、つも嵐に解かれて、ブラリプラリと右に左に囁きまわったにす‾きない。

し＼わかる怠け者の部額ヒ入るらしい♂　こう習って忽のは自今だけそぼないら

しくノ　掩人の罪億もおおむ拇常に不賓気な闇をした，けしからん野郎だとし＼

ろことb LL＼。

回ってこと更が′茶坪が食感尊敬できない珍だ。注賀状ノ署串乾寓の一一本

もというような殊静な気になれぬ。（挽確薗以実数輝はえらくないYいう碗

親乞馬一針乾けてし＼る¢）

・　　　　ご、－●・・　‾　∴・．∵　－．　　一　・、‥　：　●・一　一・・さ　　　　・

廃射」変変　つる針も担軋なし＼。ぜひそろあFJといもヱ‖空。

竃に似ず本人にいたって萄蔵人のつい」でいる，犬か芳養弓＼′「垂久損言

説ノ去互啓Lと首鼠と周筆ひき車代よりかくなもらし′　古もしかな乱こそ盈軍

も1億之筆ノミ＼らしき⊥とし、ろ大鹿三山女ながめて高風酪代をのんびりとすごし

‾清人車に下手な塵短と川覇と．経立とラブレター髪書くニ￥を覚えた勺　敬に

笠蓬應女をという訳である）

春かけて賛榛と喝けど絶まかず（殊を）

嵐もなし塵の管に汝も薄　く萄天寿にて）

‥‾ここ‾　一∴　　二一一1∴三．こ∴

＼

エうや＜に嵐虹も者も項となり

本ぬるみ魚）k面には如直り ．＼）

魚っUにし＼つた範

春霞うすぼんやリセ貰笹の養（亀叡山iこて）
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こ

凝鷺もなかなかきぼったよう‾である。笠の冶召＼温めて棲常在戴感をものに

した∴

東研はなかなか＼いし＼蹄だ，下車水鏡賓的そ談恋的であ挙り　｝人静かに首奇

を実施を枝帝の鉄筆をしのびつつそぞろに牽くのは確りなく凝りし＼。（この

吉葉は落し＼）虜磯野の詔かなただゴ蓋い．落督喜一何かを煮えてみたくな

るぞはなし＼かつ砂′じ奇〝車壁：ニ素敵なま軒摩亀有一上たまに普丸紅霞むのもし＼

し＼ではないかき

庵は蜜領は健司あげなし＼こととした。単に隆景軍産こすぎないからこ

京都達正乳の町ださ　し＼モ■レとこ∴なに∴エヒ㌍ノⅣ1ぐが巌められ－．て七㌧ろっ　ニピ＼ノ

・、一・．・H J．　1・こ・＼一・、Ji　∴　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　・

予観がなし＼．

買撃の‾古寺を巡′もと勘　を尊公かつもやらおばならないがノ　大知⑦古寺庵

もそト少、しやわらかく登け入れてくれる。

かくとも彗命の郡は、まだ怠けぬば、ならなし＼らしい。

おもしわくない醇は，菱わら喝をかなってl　患鈎に行くことにしている、

いわゆる園鼠そぼ乳恵どやないっ鮎を釣る産嘗亀でもないぅ　ブラFjと寒地に

慮かける。いまだかって鯉には，ミ、られたことがなし＼っこ経巻を三号、驚虻に，鞠

・一　　一・一、・一．　　　　　：・．・、、　－　．・く　　　・、・　　・・、

し＼う不鼠菰なのもし＼竜が．なかなかどらしてそろでなし＼ノ超麗七号も肇に還

味沢あるんだ。隆應どこ上山をながめる最艶も葛となし＼。たきには葱をひっ

ぼって行くく　寝ころがリながら人をを雷礪包容を藷る】ニ②落水岬番革警だク

・・・ミ　　ぅ■　＿．　　　・．・・・・・　‥．・一・一∴・‥・∴　ノノ・．・．

にい石そらノ　藤疎室まパチンコ・、ヾ－ごてノヒ賂寒気に簿した象がいた■　騰む

ゝ　●∴．・・・・，・・・・・　　　・・一　　　　　日．　・．，・し二幸・′　・・・・．・一二

・・．　　　－　：一・二1・　　＿・　　　、．

．・、、二、J＼・・、一、．．・・∴一．、十・′、・　二　　　．．　●、・　　．　－：

わなし＼さ　Tこの子ら†ユ本号に届き～　混督鐸ゝ洗蒐箆＿褒嚢灘で…・〉GJ

庵もヤいぜい発寒才子管且するか＼。

ド1、ソ驚倒牽抱をごつ㌻こらヰ軍費でも轟めこやろうち

吉叫章東都乾生の巧もノ扱会があったらとたし＼こぞろう。

我ら巻数鍵沌琴一顧塗．寒々叫禽碩のす盲む虹、

今草は．趣変わで羞け為が、物産しよう．蒐父水郡線して鳴っている金

線，
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日
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冬山三寒L L＼ク何故ヱんな委しし＼世界賞池上にあそ相川＼と不賞議良を。言、どそ

の実し三は完合である。冬弄れ功荒凍Yした肇山にびゅうげ抜う九泉▲刀疾く

巧も蒐煮すぼ　の誇席があってまいギ」一カだが、何＼ごいっても冬の芙しこ法

曹にある。凛恵まわ80机あたりから森必中言争にろもれこし＼た。蔓い畠はふ

く静護れこいこうッ乾山二暮し苫すぎこうんだがト施療痙甘囁公賓レかこたる

しろものど。朱本草から詠冶金兜に狛ナ乙．力茅し＼低地勺索を壬えぎっている

喝膝でノ＼ケ底力一瞥鶉園再縁裂だっ　褒し直嵐の歳い二とは軍手天接見何よ　め爆

誌でもある。森かヤ震う芝のように簿がだ。沢も下草十仁べてこんもU Y冷

啓にかくまれノ水の静寂とは又有水っにねむるような妥寛か友紀寸も軽浄ぜ～

替水雷を吸蝮巷なたのだわうシ　このムード二㌢冬山に入るものオ底を衆しく

鳴るし＼神通力環華㍑こう二つとさせ長のだんやわ．めかにモミャトウヒをつつ

む激膏の息型ノ　竃だら巧＼な変化にとんだ商銀と癒艶は、大毎蕗の彩刻象の密

路だ㌦　これが容にな軋ぼ、婿げもなく漆げそしまうと整うと墟¢気葡ふコにた

すぎ藩壌するばかりであるコ蘇生永め箪うままに離れた木′針か上から雷もな

くふってくるこまかい雪産が逢充に警わきわとアルペゾ才女かなでもっ　短寒

か軋　一瞥の計．落木か深い革もついた轟とト歳蔽圃極まると澄ん丁ご愛と。

啓の森は蜃明て、単鞄な色毎カだ帯でもあるめど℡

収滴にめぐまれて級友が射ご蓋った。専心髪すぎ天狗息にさしかかる。樹

林喩琴夏めけゐとやヒし＼盛観が落款なく額髪なべ、リっ号もウ　シユ刀ブラ亡友

長缶左嵐誹疾く馨面に乳か首紬こそって虫末もヒダ）がよく産遠している。

毯頼二貰短功兄アんアス、末男を、御意、車繋ア心ノリスの塵車娯伸一登だ）残同

心は冬は、人口がうできるためか度射まかずたど湾んびりか烹えている，蔑竃

蚤土日こななのでアイ　ゼン宣つけた。手嚢をはず丁とたわまぬ経常髪失う．め

っぺ県．た広い為路面ヒ渉シコカブ、うはなくて，ただ一画にゴルフ魂女うら

つけたよちな小三い凹凸が単喝に斜・面を言よおい．習煙がその泉南をなめる。

ウっンドクラストしてし＼ものでアイゼンがサブす、フ乾轟よく　しまるが一八亀

もても四表札な道でこraでっかいザ・、ノブモスリツアで、もしたりまで血葺らな

し＼戚　ユ人ともピソケルなしである■繁務と同時に冬ふが免職が窟狛ヒめんぼ
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かリにで慕って栄為．この膏も東もない吹きコらしめ曹浸けのせ野口言開わか

蒼二人何のなどめるところをはなし、が、それを弔・んでトやってくるのだから番人

の把法理掻不可終なものだと塞なボむ澄う。よ鋸肌の急萄牒だけに，W歩一歩

に精神髪集中して逢した頂上には嘗山では療わえない客数の療登がある）

管状鼠に＼こぼされ乙亀虫した砂レ管の嵐　下界の窯し＼線、毎と奇功蕗裂なコ

ントラスト∵これ承冬ムの色寓だ。主峰永島とアキゲ意が巨大な入監が南を

怨んで立ちはだか為露にもう賽血かに空のダイナトソプーな鮭等髪もってセ冨

っこくも。嘗沢韓にたどりつし＼て㌦慮っく軌もなく姐先にギラギう凝る硫頂

息づ急斜面が蘇び親猿を亀いた。鼠に鸞雫と巨大化鼠裂大コが尺、ソプリ＼コを

開けこし＼もり　招0第の最澄は梁篠のあま　竜　三を藤津ないっ　′＼英の頭が

少し東ていてなっかい＼香りがほのかに蕃まう．′ミ＼刃返って今歩いて賽こも

る下界どなった山や森を乳も帝か蒸ら鼠リ了こ気分は楽しし、，これからし弓し＼

よきと手札の理容だ。慮濁庖頂上のゆるい暫常がⅨごや頼ニヒモボ虻tレ∴嘗な

ら一面¢お花畑だ。やっと象っけた石掌はりでかに産ボ恕こし、もーだけで、、罷

りあう一考が大変だっ仁。入口が余らない芸書簡水落牒ノ　遽潤が十億川』む㌧

うから思ってくると急に患寮が下ったゥ　あきらめてテントを罷ろうとしたが

菟嵐はそれを教三ないや　函びあきらめてわずかなすきまから小置虻やへもぐ

り軋んだ。車に毎管でもこわがっていそうで不気疎だったがノ　竜巻な雪軍医

になってし＼るのぞ、一　〇〇ご　り桓憲章℡蹟かいク　アイぜ・ンの栂が一本へしき承

っZいと。Tは亀山高的定温になり．カでもひい三一甥食物を晋付けない。

竜LL、㌦夜が勘サた。か嵐な虫もY一院月がくらむ．横蹟ぼ。元気なA邑ヒ

化してTはのまずくわでのから占、らで∫　とてもこれから有功を造そうという

よ　な泳ぎはなかったが一月鳥に－首藤蒋してくれYもいえなし、LJ厨より

もこの悠東根のチャンスはかがやなし、．どうしても養蚕のピークを潜みたし、

サアザヅ7髪もっ乙叡発したクただ清瀬かど登頂の膚束だけが嘗い足を㌦歩

一歩√参上にもち上げた。あいかわらずよ0mに庇い烈風だ。危喩な席巻・刀等

盈膚は鶴終達者を零東した。ナイフリ、ソご／トラバース∴豊壌の渡続だ。肇鮭

定格は人でにぎわったがノ　喀なノ＼本仇のアイゼンとピ＼ソケルだ。威しこんな

ところでピッケルは簸喝の長物だっ気をめになるかか上　それだけ→歩一歩

がおろそかリ二なったらマイナスだ。乏れよりむしろ－設ノト頂の賦払でア？、ソク

する号が戟硬格として篠軋てし＼る，どうセ一歩スリップしたらおし言し＼音，と

潜わと、おどけづくよりむしろ魔法絶対スづツフかしないという不簡畿な礪席

が籍て勘、この躍倍と常務牒ある以上、小魚亀綾なようで笑は全く妥合音め

だかないもののひがみかもしれないが、せ珍やヒは不合理なムダが多いもの

－5ト

儀

藩

学



ビ㌦ザソフ㌦つと厳しい暫感の車で空清するに必要なものをあ苦さずつめ込

むのどから疾腐ギ食藤はズ重力各密約でなければならなくなる9ナンセンスな

ものは山で＼はたちまちあばかれるク　そして婁藩と竃寒色棒が蜜山とし＼う官的

にそって砥めて金言蜜軌二なあ。し、くつかの老峰を宣言きちききしこYちとう

藤島を亀適した。そして今、泰各賞緩着に鋭く犬を突いているび　吹きこらし

ろ雪濠でノ吊更をしてし＼おやつこしし＼も。「恕箆を毘せこどうもJと笑し＼ながら

簡リて行く。そっとする急斜一面、｝本アうでン〇九が乃＼友そこなったら′　蓮＿

か下方、野庖艮十一ノ‾儀まで直通だ。脅二度が轟鰭の衰顔‖こうでまくノ　音更が質し、′

今まで頭上iこ蔑ろ＼って白い大きな更啓がいつ∴釦二巧＼なくなった竜よ守門′2

77i。深い頂上はさびしし、賢か象くなる宣うな熟慮〉ろ聖滞ピタ太壁がここで・終

って覆登と凍する三いも言てだ。旅雷あこがま／Lをもってなかめに動力とんがっ

た燕童はもう乳見なし＼。南㌣んブスが雪の兎に見える≠　討ケ名のガ＼ソシリヒ

畠罷職を語った太粛々な考′　雪をべ／つセリつ膏てこ症工〔7－電灯僚賽管だとず美

し＼、－∵きDJ悪くY＿んがってし＼恵与L添ノ　これらには沈アノしソクスなどとちがっと

一、　　－、、　　－ヽ　　－　　　、　　　ヽ　　　　　一　　一　　　　　　　　一

路一二はからノゴ＼わだったっ苗瑠スi、－フゝ、がゴーゴ＼加と繁を▲よく雪を溶かしメシ

乞作る。A志が路程に猟をノミ＼もう，礫等の汝置‖エ友子して＝ゥし一本のローソ7

㌢かこんでたべるカし【ライスのうまさよJシュラフ　に入れば永下煮軍だ，

濠々Yした敦周覧喜禿山でウイロを渋味でヒベものもヌ鼠発だ勺然しまだ登山

は節、つてし＼なし＼。

翌車外をのぞくヒ一面∂ガスだった。括れ為のを蘇っている吋に吹雪にな

った。バ＼覆▼爾ヌ澄リかけてし＼てあやうく堅さi密約になるところせつ七。産街‾

かえ見やをして夕い二裏篭と感もあけられず庵も出番ない産め急吹管だ。親罫

′、67㌧　薮吊＼冬山が一切のロマンナシ牙ム左はぎとった。まともと歩けない

無諒、添景，ミズパケと恵がアノラ＼ソク！ニー蘇りつく。ぼかげてし＼為と慮って

も／JL＼軋分詭‖こきいも。麗し蹴落に勉じず尊慮と歩けばよし＼めど。かすかな

・→、　　　・　‥　　　　　・　　　　・

盈敏を／掻切た。石森を盈ぎて哀し＼曹顔に裏た箪ル′卜が命らなくなった。胃

に入わきノカに㌃すべて乳白色軍報吹雪とガスなの召＼　鼠曹なのがユっぼり／食わ

ない。とだ二粉雪巧く雪面を或打つので乳蘭が浮き上みよう控．終ってい為複軌ニ

ー．・‥、左、●・・、・．　　　∴．・十．＋？・、・・．・、∴・、　　　　　・．．－、　一・

行きかけ仁方毎日二一本ずっと缶と鷺を鹿する鹸がのびている。暫鼠だ勺竃わ

ずぞっとする。ルートf去会ったが深雪にもぐって∵ちっとも進まないので「カ

ン生つけた。冬山と曹轟と束におそろしL＼吹雪、それは凍原髪奮い．嬢温
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を奪い、香登と鳶戦きえ奪おうとする。感し同島ゝし＼うもの法こういう醇に

こそ窓味をもつものだ。又カ1ニラギ髪汀つのに帝恵はし＼らなし＼。たど突破出

来るとい　夜店が何よりも間森を支える、とし、うことことこらしてふ水草を￥

って教えてくれる人波の教桝だ。幸いなことにガスが閉れkJ寒冷常

温したのど，そしてを仝昭博、よぐ∂い乳の廟麻領界に入った．教練句

は終った．森の車は静かだ。一幕の慈し＼紅茶は五儀に二しみわつこる。これ＼う

蹄に吸うタバコは逸左辺書帝を軒ご￥もなかった穂や　～うに満足藤と妥ちぎ、

め車〈しまい込むク頂がさしてポッカ　と芯そろ了　青い空がひらけ　克卑7

7　ダ息の威層が斌黎髪定摩圧た。その人をよせつけなし＼水蜜、この巨大も

一　　　、、　　　　・∴　　・　・、　　　　　　　　　、　　　　　、●、

何と凍った違ボブ、、ノし－アイスに仁いつ乙つらなり′　椅子とはゞむ。ぢ笈がヤ苦

り、逢凰志まった．やっと軍から艶出しとら今夜は泉水の番いラ＼ソヒルが貰

ってし＼たひ　きづ芝の吹雪がうそのようにグロリ￥して、贋素の丘i壕が入場に

喫えた。すでに途覇は彩り、溌し＼空に岩と雪∂こまやかな勘三が二ノむ＼び⊥1つ

てベラ電工もえる。之してみるみる色あせてゆきJ　静カ＼な〉やさしいたそ採れ

、、、I、■・ご　、・、・・・　　　　　二・　　　　　　　　　　　　　・　　・　　．

、、－■　　一　　　一　　　　　　　、　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　－

た。

今日ニ　ヌ山をお　ものボ焉しいような咲衝だ。凍った温かく終っこほっとす

ると，リく山課の蚤はひどいぬかも教主なったや台膚や暫松の気真言に更えと

・・、　、∵・．－　　’　－、　一　　・、　　　．　　　　．　　．　・

クガクいたみ．寮の頭がひりひり丁為。置き引きづ、リ款殊兵′霧だが合卑こ

れ素足と歓びめかたまりだク′ミ＼リかえると蓮峯がク＼ソ彗リセスカイライ1／を

切ってカけに悪くみえるp下啓は奉だったゥ　貴よこしえ　床の車漂∴残雪にもも

うあの威嚇麿な鼓しさはなく、りす琶し＼賓春の杏リボや煤て束もをノ命つ感瘡

へ⑦あこがれを軸のて温顔＜凍八か亀をつつんだ。奪雀を語るかのÅ引二。

山榛入洛を敷革する。竃ら大車窓に功きかけることによノつて知らない抑こ

轟証安東に旨らな東軍しくいる¢だ。

承知へ功あこがれめおもむく書芸曽みろ鼠で一挙一歩前き畳写るこY、ニ甘Lは

各号賭神ヒも亀ず勾入園夏日亀大なる行為そあると心薇ている。馨・山とは行葡

する喜びだ．ニγLがスポーツヒゐ密命で、ワンデリングとちがうところであ

る。ムできたえられた入洛は日常を毒に冷し、こもいかなも爾後にもめげでお

ちつし、て　目敏へ窮鼠する刀を与える。登山は鹿衆でしかなし＼が∴　－〉つの八

一53－
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生の騎唱だ。何敬こい二登るか、畜eC久山眩　し。＆　必ふβ／ノ　東嶺主義丸たし＼に

「我汚す」からではなく、菖合が勧く入同であることを雪ら誌頓せんが席だ

J c）　　　　⊂）　　　　⊂）

山は超筑施し、勤勉芝と′　菰寮Y，義務リの撃殺だ。ジャン・フランコ

ご人生

1転生　武　原　叡数

●・　　こ・い．．・　・、．．　●　　　、．‥∴　　－　　●　　　　．、∴、

ご漉判別抒ぎ、村が複塵の戴金ともなれば尊いであるク

琶感に官を毎凋毛と、寒に、何学にも、同意が雇い刺こぼ、ほとはご恕東

こせら乱呑。この掌につし、て軍発を癌える八はます奮いで勒香う。卑鑑真例

聖煉ると、どの豪産で、もまく聞く挙やあるがノ　私選夫婦は第の芋が・二人欲し

＼二．一・　∴．・・い　　　三・・．・一・　・・二、　　　ニー　　　＿・・・∴　＼●L●

かゼらする賓も虫煮ない苛で、智薮の意志に任せるより献言ないがノ　山つの

‘或る把厳の人口の努☆比率を晃もと、商、工賃都市、薮いi言豪儀兜戒によっ

て，多少か直し、はめるとしても－　ほぼ＼一対一ノ止め剖各になってし＼為．こうなる

礎につくられてし＼る針だ∴哲か啓草子に対写る豪′筒払　こカ哲か幸で澱大力

寮だセ番うが㌦　こ⑦常備も′　廿雪盲に愛鷹を啓じようとして感守るカぞはな

し＼。酎孟子に豪席を発くように′　畠感、カ意巻仁閻っ、て｝　∨⊃くらγしているから

一　　一・．　∴・　　　、．　二・．．　　　∴　　．　、　　　　　　　、

髪」をっのではなく、窃窓の竜巻に去って、食欲首藤じるようと盤寛一こし＼ゐ巧

だ。し外し上に挙げた劇も決して無悪癖に怒るノ亡くして在るのそ、拭ない．

乞れ誉れには、それぞれの膏榛があものである‘男女の比率が岬沖一一である

習抜、今更ここで僕が竃ちと及ばず、蕎義のある肇で、、鼻か絶大亀＆啓億が

なければ、引安は深長L kL＼し－　戴やの食欲ヒしても．これを膵じ＼なければ、’

、即ち食べたし＼と悪わなければ、鮭常は嘔あかであるゥ　これは、ほんの｝桝

に逸ぎなし＼が∴　どの一つがこ欠けても、大嶺特発食塩活動が虫菜繚ないぼカ＼J

か．竃感するより把に盤はなし＼．

人面も白雲の一転に混ざない。鹿．って人生も曽泰のW軍である。償島人生

巨一つし＼乙、包感の意志に溶実にありのまま、健吾の欲すゐままに生きるべき

き．4一一

＼
、
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・
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だと斉えている．入射が宅きている軍，曇れ宙体ヒば何の素養むなし＼勺

人類が兜東上ヒ生存している肇、そ九蘭体には蹄あ急殊もない。人爾汝，入

頻は，魯鑑の落志ヒよって、生きるベノくして、蟹かされているのである。麗

々は（少なくとも礫一八は）八の婆の喪藁射、くら考えても、解らちし＼￥選

ってし＼あ。宙感の幕藩の廃寮は、認らなし＼のだ¢溶のみが知ってし＼る。とい

う孝は、教亡も食らなし、と言う領だ。ただし、食欲は、それ葛藤恵意味一挙は

ある鮮ノ人めを命と常連したとき、芝の轟義が曙るようにj　八坂も、／日毎が

、　　　　：・二∴　・’●・　　、・’、　、・．、・　・・＼一・・・　　　一　　一、

嚢義があ忍のだ。芝の意義の盾たるか置、官命には解らないが，惹最かミある

専射富じなければし、けなし＼。亀展が∫　戴々に－将々々の生命を詫している攻

上は｝　それなりに蕎義がああめそある。雷義がなし＼セ楼じあならば．人はこ

れ以上塩きて符けなし＼っ　こら言った尭えa藩に、燐はこめ大更を、婁き蔵書

たいと留ってし＼る∴郡ら暫葱に褒賞に、ありのまま、曽芭功徴するきまと、

生きたし＼。竃だめ欲するままにヒ言うかよ、河⇒ノ本能の命ずるまきに、ど吉

う毒味では課してなし＼ク　ここでいう缶竃の云々は、賢慮の善悪と直鮭Lと蜃

已①欲栗である。

、．　∵・、　　．　　■．・・・　．・　　　　　　・‾　　　　・

いたと貰うがノ　村窒素めて（走れ　止毎丘）　どうやって（緑晰）、という覇
し／

薇になるとむつかLL）、一つ遽家長恵ム温奥歯の轟き妾であか薯巴はJJ一種二つ

塞末ないがノ　令盲のス頻の轟完をノ弓メ証′　友八の悪賢を参考にして、密命

なリカ観官を蘇っている。

入蘭は白感の意志によって，哀しい堀、葱な毒物、素なる物を憶めてや葺

ない泰範を与えられている。健全なる／積寒の掻ら主ならば、美しいき嚢に，

森を忘恥7　巻き行為、貰なる裾に対して、心からや啓動を更ける。二の蚤ノ

馨，簑∴㌢好めこ　大宅と事むのが　宙感の蕎志に　褒賞でよないだろうか

・一・・・、〔1、二㌦・・・・∴　　　∴　　　　一・　‥　　・二・・、・　　■

ではないだろうカ＼。縫づて、八慮め窺覚こそ、人の求めて誓きる冒贋だと琴

。琴ち軒己力完駕である。こ分1芝で全き人情‖去いないの匡言葉語どが　寵

も寛戴などと．義々するのも，冬くおそ軋多し＼嘗であるがノ　少しそl‥　ニたれ

と致づいて、希及して行くのが、蜃啓の悪道に痙寮であるように澤まつれる。

人同封㌦八二の世の中に支って督きてゆくユY、それだサでもう野静な嚢であ

る飢二．寓居寛鼠を冒ぎしての歩行の車には、それは予寒もっかない－菖蒲

が緑ちか貰えてし＼る率は、商監いない。我を在寮膚すべきやわも。短慮はこ

か事を考慮して、戴々に努力とか、忍耐とか害うもの望与えてくれこい吾

－∬－



こ巧武藤をしっか＼机義之と、富亡の箆風にし＼てしわ、と妄り∽小梅Jへ＼隼恕ふ

ごある。短命匿、（留金亀零　そう屠ってし＼春が）あま封罷カのない人間で

ある。しか心大南の奔彗め草庵は、麓力め大力＼冬はなし＼。それぞれの入同が、

包もの畑こ轟いた畠己悪阻二二　恵恵　め亀カカ　合食こせ　貴大にせかし㌧撃かし

てl　喧々＼して、抜かし塚し、＼こ、その欝栗に帯足す奇人が′帝大にキ粛な八で

あると慮ってし＼る。雷も生凛もふく宅か巧入勘　宙命の尊敬する八ぞあるし，

そんな世界こそ！曽威一刀意志に纏った塗琴であろうク令色三をあくまで宣か

せと竜っとが、－　自己を喧勺＼す署によって、姥人が缶已史壕行うの生野魔して

－、　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　一　　　　一

人も又同哲ち賓鷹、を有写る入管だと、詔め畑ナ拙ゴならなし＼。毎分巧を雪を

一、、　　　　　　　　－　　－　　　　　　　　　　　●

滋養忘をのぞある。

怒る、白倉は、台東の急患に艦っ二、ゝ貫きi若し封、喜び、そして詑娘の

ボ′人払》宙庶刀＼ら与えられバ三命令だと漂う。包底の毒志二浸しと行動を腐

乱ば＼軍律打受けることに7′ごろが、Yも写「いぼ■濱降し啓すし＼革■託や、諸々の語

意に打ち鋳って．由窓の牽享くまなニ）として塩雲顔く為ヒ信、自然の竃志

の徴一秒－き　腐竜王をよく）巴埠て巻かなくて侍ならなし＼よそフだ∴

いのちあふるる∴ころともすれば

し＼、》ちめる

みゼリ乞え

とに肇1つに

乙人のひか守

あたとかき

で＼ぐせつしき

ひたひたと

おおぞ＼らに

あ巧＼伯で一す

ほかざのY

はらはらと

ゆかしさぞ

・－∵　　　●　　　、＼●．立＼

ころともノ冥れぽ

こころはおでる

みずのこけすぼ＼

・　　　・　　　－

ころと宣言繁れノぱ

っぱ夷」パごきて

刀＼ぜのしら′ヾ法

みちたごよひて

ひのくれ波打ど

こころあたとかき

あめのし＼ち壬え

ほのあわ警ゆめ

→55－
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1．　伺‾言
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プロピ！

っ、乙戴∠

わゆるこ

この二

二、－∴　■

埠緒さ一

髪もつ彗

■・、・∴・

2、簡ラ

ポリー

で、ズレー

三二賽ノ鑑竜

．：一：∴

筑声に絡

匂轟音
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ポリプロピレン沼分

4回変　革巧　励考

亀支って「膚鑑よく箆題になる〟ポリフつロリについて　鰐丞＼をやってはし

し＼ゥ⊥　とし、ら雷が一二回質の青々の喝にめりましたので＼ノ　萱ユなはだ澄未定も

のぞあり書写が′　ニ＞にポリプ巧了の薫紅蓮ノ憂合などに喝しこ署いてみよし七。

プロピレン　　　　　　　　ポリプロピしン

＝情意了‾‾鵬‾→守損

盲

いト」

、　　　　　　　　　　●

仁　河軋　ポリプロピしソが管東軌　を寮勘二憂啓属される銅＼。

従潔の蜜名号濱で法、遮醸沈しく富司「撃．涯の／髄．′恥L jねむ嵐′であったポリ

プロピレンは，ナ、ソタ（争．∧Jk払）叡塵とミンチカ千二j土の協同j帯電によ

って或る塵の不鬼柵希憂各倣う殊を軍し＼て各手簡亭冊ミ迂蕗的仁恵別荘LL、，い

ぬ極もアイ∨タクチップポリマ一一として蜜合される轟になっモ∴

このアイ、ノタフチック　■ポプリフつロピレン紆鯨各方式ノ豪冬物の結晶贋藍は

芙褒徳富濫費台の現募車隆に蕃常軌二股づ、し＼たものであり，蜜金蔵鷹が完全に

埠晒された簿にはl後発のモノマーによって一ヒ学私　物確約に．覆れ巨艦境

をもつ数多く　のポリマ一一が各職され痺為す態塵が充ノ分あ為と考えし：）ブし為政に

啓毎翰′　工案絶ヒ纏常な贋康をもって迎え射しためであるJ

2．零潟■プロピレン

ポリプロピレンはアロピレンの重合疫であ県　プロピしンは学名アロペン

でオレフっン嵐凍北東零の一飯式Cn軋れ　の托ニ3に至るものである亭

C軋羊CH－C日∂

主要港哲は次の亀り　　合子竜三　友よ．ロムも

ガス藍喪：　ノ、9／亙9　厚／／扉　（00こ）

8．だ　二　　州女7　70　℃　　　　　（ノ見た）

近事石動ヒ空の葵尊な進歩によt∴　70ロピレンはその副産物として′　払底

駄目○碍イン乱掘いよう巨こなった。それは主として次の首葱によるものである。1辞

め轟音ブタン億がソリンの生産を官的ヒした宙土一　シリカ・アルバナ1シリ

ー57－



力・マブネシア撃を観麻とした確飯食鮮麗よi」の石斌碑ガ、スー　実はエチレン

戦没鮭の藩はガスより縛られるものであるヂ寺やら⑦方法によマて．衛ら軋た

アロピレン菅は．ヲ∫牢庫では、約7g．OqOか二嵐がもめでああ軋′これわ

は一部を喚いて令まであまり宥恕な叱琴工寮費鼎Yしては刺牒巨れ虹㌻にト大

部各アロノヾンヒ涼l二廊嵐Yして硬確されて来たゥ　したがってこのフタロピレン

をポリプウロピレン製塩乗組として甫いるとすれば醍藩約に低廉かつ大審のプ

ロピしン淋疾賂さでし為と考えられものである〃

5．アロビンの膏各

3．才　‾蚕谷敏感

ナ＼ソタ款塵rよる久岬オレフィン（ここでは70ロピレン）の蜜各触膚の研

究は、路だ豪ポリエチレンの各奴に硬喝⊇れゐ才一ダラー僚嬢（たセえば＼

只損亡ヱト吊うナTJび友）に覆したがいろいろの産廃金重く閻賽療菜友久ノ　ぐ久

去凡慮化物とフル買ル化合物との産金敏感の車から羊払十Å射て貢存）ゴ　⑦

鮭各せが、叉一丁レフ十ンに射して藍斌艦・乃患い触感である事を亀虫した．

二のTα3と　A賞G巌）3　㌢によるチッタ陛感の姥にも，スタン少しド・

ス‾イル社′　ブイリ＼ソフウニ辻野に漆、ていろいろな型の蚕食敏感が蚤見せられてい

るが前途したナ＼ソ夕飯紫が学園餌にも轟く研究されて宕リエ賓舞にも蜃尊慮

これていも．プロピレンの蜃各で敏感として海手帝を熱二等毎食贋の濃化厩

をトリエチルアルミニウムと賽に開いた湯谷，宅象するポリマーのアパ＼ノダ

ク子、ヅクポリプロピレンの含有率一節ら徽族の〔立藤）盈撰艦を下の敷榛東

しているク
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3一之　蜃金森菟　（〟を粗に観まれてもよいと寒います）

ナック衡嬢を博し、てアイ、ノタプチ＼ソクポ．リマ㌦を与えるプロピンレンの立藤

膝賓鹿を息はノナ、ソタ教虜によ乱ば肱京与魔力塵霧患長兄息勉と有磯谷葛と

動感化合蠍による配慮アニオン清聴と杏えられているク　怒化谷劾¢贋度は乗

・．∴　　＿　′、一二　・一、・＿∵〉一一・．■号．′－．．　＼・・
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クロロアレンの慮賓敬子首東常に電轟に醇思してし＼為。●
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フレン今混繁簡芋が、恕隆化に一枚登っているように尊える。イソプレン

め現金．乃メチル恵は鬼ノ檻が弱わすぎて、その為栗が古きし＼のごあちら．

同展のち査し＼は濃化ガ、ィニルとプロピレンの憂患◎瘍金に希えられる

ぞあろう。ころ湯島亀養京子は、二凄然金を戎かこ滝庭化するよちと励

むば＼乃＼点でなく、ニ奄磨患鋸寸知友蒜の肯右目ニメチル塵よ県　より強力

・ミ　●ヾ．ご′　　　．・：●　・：・・●　・　＿　‥∴・1・．　　　　　　　．・・
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るかに速く蓮符するばかりそなく，ポリクロロブしシ頻車でJ〕単位か変

頗力ヾ経る撒息も少なく、卜はよももJl　になるそあろう㌧
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コチコチか鰐登で度珂なぜLラーと萄虻守る．そろものは可瀦パオ未

夜義のプロリアしン宝金ん弓、し＼芯ク更に反義が鹿でセ一　二乃J射Y

は蚤確が赦少しく、吏＿に硬く寒締する。十屠後に滝谷ての′ノロロブJ

レンは官金してしまう〃

くメソOfy止juropf′enaの藷艦簡〉

プロロアレンの冒麗奄金に戚ゐもめ緩魚亀又妄去青色～藤色力慶鳩で．

反騰かカある礫健藤をあって、東食加硫した敵艦ゴム一二似ているっ

麗寛二＝　しノ、J j（よがC）

二　一・ノ　・．‥

kns両S拝en鱒二k伎0忙ぎ／扉
一70－

】】〟＿」

＝

㌧

　

、

・

∴

　

　

　

了

・

．

．

　

　

　

・

・

　

．

、

鯉
　
二
　
不
な

1

P
l
　
と
　
盆



し・・・芋・・‥　～†・・ご…・‥∴七　三・、、六

東軍一挙庭で、誰く膨満するがノ　ベンゼン、クロロホルム、ニ液化炭素、

ニトロベンゼン、ピリジン、了エリソ、笹薮工ケル、エーテル　ぬk　ニ

不溶をあも。文夫感ブムに比べてガ、パンタフ璃常滞空吸収守る棉向が少

ない。

●、・．川．，・－：∴ト．　∴、：：㌧、二一一．二・、、＼・、、、　、

毎食ヰ仁多聾、かき気早又は敬乗があると、官金鹿は色が貫くかたくな軋

急患での豪金そぼ、押77脚は歓らかくな。降らモノテルペン収め勢

乳がするがノこれはモノ＼、ツ塵の声pがy脚が在たするためであろうク
∴二：、二

・一’・‾ミ　＼・・一・∴・・二・、・一・・　・・　　い　、．・

pye組は可誘いj盛花舷を宙する〇　しかし反勘覇蔓乳単発に曝沌して▲おく

と、宋音に窯でんぐくる。ヌ置くなるシ　この電動殿化に靖しこ侵少亀の

、・一・、・ミ・、・－　＼　－：．・・・・ニ1∴．＿　－　′：二、1●．、

・、・・ミご‾ェi．・・・：　．　●

束亀痺ゴムの×旅団逮夜嬢又は東足形臣麻ヒ審恵亡妻岬凄め庖激し

た頂のみな示寸が、温痺ゴムは円浦t drqぎ久けし　な示7㌦的証ぐに

戚≠ぼ、イソプレンや姥の不解毎の豪化水素から蹴る名商頂点灘将

温碑銘そLt　嘉嬢に奴た感路磯を承守としてし＼為が（Bei／、．皇⊥

′939（′？よ矛））t　ルーPO伸一抑y隼帥沌鮒は郡牒（∫倍）に液庫

Lと蕗のものt言、一連か菅兼鱒を希ってし＼為せころの谷く譲く衆直

した轟er dはぎ称花　と示す0天成ゴム司慮鮮礪qX額馴目頭を席

寸魔轡は姥の合銀ゴムに店ないこ￥を希え点・わせると．き必命等ノ囁

鑑が（空路の）姥か合成ゴムより、寵則正しし＼ことを示してし＼るク

鶴鮭鮎に祭った和宣琴窮は七・才Aでクロロブレンの計経慶長にほ

ぼ害しし＼∂　これは軌us色も′YSusrChに成るβ血デックペルカに対

！′・、‾∴：∵・、∵一一、「・二・　・・・　　．－1▲

CFぶ－ポりプレン磯車の和宣同部の軒賢櫨は約よX仏日ぞある

ところから】Cはよ　てraれぶ敵澄そあると棟致した首が硬く一致す

る。ヌポリプに7ロブレンの東風庫サン7㌦いさ大患ゴムヒ患く似た無

定形濱髪患える〇二甘薯に箱彗するSp且Crr射支払銅A　である）

覇彼にルー再出ⅣdPre化は束加硫ゴム王　も＼加疏ゴムに似て

いるクヌ堆す巻塵でもある。轟・加薬しても蟄鹿を示こなし＼クベン

ゼン、プロロ水ルAの如きゴムめ溶融車では脾璃するだけである．

－7卜
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〔索化はする），このような挙働か心‾す奄Y、単なる線求清澄より、

三次恵的ポリマー濁度左滞るも舵希えられるのそリ中アこ頼む一

軒e′′　鎖や中　馬囁酎二常々道長で化牽給金を短しているものと渾射し

為。八髪膚直動立と守ると．

・　・●　日，ト　一　一∴　一、・・こい＿　　．．

1　　　　　　　　　　　　‡

．．　　∴　－．・・　ニ　ー　′、‥・　　　．．

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓

功ように日原賎乃息で寮膚してし＼＆ノ素月蚤は畷賽が中小に掻ケど足

る∴しかし平行した顔ノjニ琶結合が直腸辟互に靡威し思って篤缶寸
もっと

、．ち・・・，・・・　　　　　　　　・・・！・・・．　●：　、・　　　　　　　　・・、

汲夏作狛二は、ある慮求の急でめ叙質虜雲軋あと煮えるべきだク

（東）人工鮒冤貰濁澤、疏桑や金威厳化麿、握行こZ一針こより　テ揖㌦ふ．

ニa瘍金工一テバノ鷹合、生坂じもや

榊L巌－こニCトトCHヱ…

十乙へO w→

－し目上－L∵二二刃－LLh一

ーC目上ー

ーこ目上

C

！

t

0

－

－

C

ニ〔ロー（目上岬

十乙、ぴユ

＝ここH qCH一之・一－

＜β一P恒こ鯨op脚色＞

恵し＼農寮（e骨ムがC）だクロロアレンど官金するど稽られるもの乱

βザ0けChヰoropreneと動まれる。このキJカは軟らかくl　テルペン状の鼻

範㌢もつ。こカ各条はモノ＼＼ノノぼクに＝コアレンポ㍉パ7－り卜㍗中一er）の

蒋産に′よるっ　二道ものはクローブソクレンがノメ「痛㍗脚に液化するカセ防

ぐピ㌦リハコールやトリ　ニトロベンゼンか短などプロ1コアレンを霹敏古て

て：Jく甥＼、ス遥か熱するこYlこ承って多撃に希われるプ　β一ポ．リマーh声鷺

薄∵ニふって、2フラクション⊂／か丁られる。そ道東気ぼ牙肴庭でテ心ペ

／か怪工あ忍。ニ結わ凡碕鑑は渡波か一m引〈であるらしし㍉孝和恥か吻囁軋

準ee ee bb t久右紺だノ轟油症ソソ日用h eene　からも縛られるJ

．、　・・．、丁　∴、∴7－、－●　・い　　、∴　．．．・・　　　　．

くクロロブレンを金、に反ぼす藷彰響〉

ぬ　敵感こ蔽素富プロロブJレンをメ弓やけがに変化こせる鶉肇に接が∫

触感である，患賓空車で責潜して、空気に療らきず，ガラス管

に諒大したクロロアレンは、－、ニケ珂筏になって塙のて、東

京嗜加水認められる9椚牢たってもt未だメ1両7細一ヘカ衷化

は怠鰭しない9　B言用、ノ〕ような凰磁北朝もヌ敵嬢Yして働らく｝

一日－

ナ■こぜ■

∴毒づ
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言蛋㌫▼

臥RO．を金む試料でi芸しばしば可取りの常鼻期間があって．そ

れかぬめる泉で反動喜棄窺顧壊し　纏常に温度に玄氷る，及お

熟は試薮を窯が丁雇ぞある。1ソ79レンの若干の研究に凍る七、

本号力触感‾追考ノ＼＼ソ塵の底蔽化密であるらしい。ま風の対象離

乳中二空気に喀らせことなく，クロロブつレン斌韻を握ることは

不可能である以上、恵頁空で寮番したもので一も合く′敵痕がなし＼

とは言え琴し＼ク叢鹿な触壌劫栗を生むi二法雷な破棄の馨は賓だ

ノトさし＼。常温ではグロロブつレソ試鼻の（軋／0％（客席為）に客

しいク琶気∂落慶で′ノ＼乃至1－日鐙てぼメーPO恒引、への夜北

は気療丁るぅ　これより空気力竜が卑し＼と，二の変化に蚤hする簿

闇が音千束とちるが、空気叉は敬慕か割合が大きくなっても一

之去月妄夜亮Lkきく液化しなし＼。風っ敏素く月肇が多くなると蚤終

注叔廟の庭膚に影響するもので，㌦艦に．諺亀の磯谷の少し賓

亀いもののバリに烹過亀の少し固いものが各られる。

針po恒蟻roprerleの藍環鹿渡は酸素ガ凰碗化職に麻って如

逢されJもと園添わられなし＼。

払）老夜．覆カノ蒐　症

クロもコザレン亀谷に素＼て、蝕濱∴拓敵魔、か勧繁は纏常に威力

で．正確に葡萄了勾引まとでかしし＼。というかしこの家産に対一

して・渇蔑，迂カノ丸が反転盛夏に及ぼす覿磐に麗し＼て、瀬互

閣榛㌢索転宣っ葦閑に痺ることが不可鼠な東嶺であるク

（C）寮止融二次屯ごOX－、d加七　として一飯に席く拷軒境はゝクかコツつしン孔山一

pofy川erで官各に片して強力な賛立融として働くク　繁簡下でプ

ロロブウしン試線は甲胃や約度蛸のポリマ‰髪呑む濱L＼訴鉦y求

になあか㌦・鋸％カテコーjレポ存雇うるY、激ヶ月力軋液蕗

、　二・、、●．∴．　　1．・七一・．　・・

應琶金＼は通常卜Lrスのクロロブつレン宙勧酸化物轡が暮夜して

し＼ゐことにÅゐの更という事が確かめられる。

βや恒erか左域の凛金は窟姐管酎二審閏礫で◆ある一

次めようなタイプ0．か化金、物は小磯に賓広軌化して腐ら＜。

フ工ノ岬山．ミノン′　アベン】メルカブタ二㌧　チオフェノ

ー）し，寄書壌ニトロ化患均、′＼ロがン磯∴トリニトロベン

ゼンは最も鎧』な棄虻詔は酬つである。

（dJ　落剥二クロロブレンの恵息はあ慎め落慶で影響される，溶融が，誹一

一円－
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po恒を沌産ス‖ニ顧喝こせるよう離島ふ・瞥就ポリマーほお解

した富まである。クロロアレンのiO％（客席％）だけ争く㊧む

恕夜∬琶各の瘍合・雇い長与が堅乾す為さ溶解がクロロブレ

ンか0％だけ②虜金一恵方寮番夜になる．一散に寒色盈喝滋養

・石、‥、　∵、：．‥・二．・∴　　　ノ　．．・　　●

ところのメ守中∫附せ鹿賀は少々嘗なってし＼も）それわは軟ら

乃＼く、もしベンばンが大層きいものぞなし＼7宣ンJ．それと東黍碍

■する一　各虜の存花は憂患藍蜜を可成り，戴少こぞも。又稀毯虜

．一・．・　：一、・．　　　　一　・一

文ソロロブつレンは纏嘩乾艦忘豹や不活軽蔑瑛刹e五郎葦友ご

‥．こ：．・十・一∴

（1範）

」日出n為ノこ恒nl S。・こ　＿裏し　。がか仁一かr r巧り‖

昭　ヒ雪　日脚一　　　旦と　　j　～招　09枚1
－　－－－－－、－－　　、t．一　、－－－－　－　　－－・　　　　　ヽr　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　、

く前回め桝勘汗両訂正）

．・・．・・二・′　一・　　　…・　・、・l

円？え行司　ゑ束用品斜面 ＞　B言Und a帥乱盲

、‥・●　∵工．　　　　　　・・・．・－

細目摘彗　東森檻東と蜜冬青罷空禦了　夕壷的度
・　　．′・　－　1・　　　　　　．　・・　●

下から許和　瓦茶があろうと－岬→瓦蒜であろうと

下カら5行葛　しかる彼≧二一一→　しかる勘定
＞′＼′、ヽ㌦＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ＞ヽ＼．＼ゝ＼

RAj Tから7婿雷　同薦め姦そ反意→覇額の轟と

石

なの太かげ1こ　石は勇び奇　　　　石はめげも

●　　　勇一、・　．、　　■．　　　　　・・　・　・・・・

竿泉し＼に人の　篭い人の

血と息とな吸って

一才Ji

・、　二　　、工　二　、

て河修羅

ん一山　　」

を悉

弘を

ある

当■

／
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二、．、♪ミ●．

毎線審

二七二、

≪餅変を精分≫

冒丁田研　究室

町野帯電室は、御大の筒石乾生の野人慮・壷びに研登堅めなごやかなムード、

を患い象った萄々より奴リ、蜃茸分立各室が、互、ソト岬七二し▼こ来た翠乱　撃

・：　∴●1・　一、－、　　　　　　　　．∴、・．・・二・，二ト・ユ　　　　ニー、　・

ある0

彗所定嘗め研膠堅茂か寧教法は、町軍か花壇の怒くノ弼満にしそかどが、な

く、大都としてスケ…研ぐ大きくJ　寓洛力量盲な、およそこれからの米食を

浩に洛て　寮も訟蟄とまれる村人岡承こ祢てる敦お庭に竃森〉官本の虹冬ノ

ー　　　　　　　　　　一　　・ごく　　∴、、　　　　●．・　　・一一’・・　　　－　．　　’・

なし＼吏活を温ろちとする薯の廉り脅、ある。

しかし小一転げ研究にとり組めばノ猛烈なファ仁＼ごとり絶九、台合一か鯛肇

つい巧＼ぬ事に東しては、とことん言で、つきつめねば、気の了まめ春慶の集

りであるク

乾で、贋鋭メンバ脚臥　選厚鷺賓なる野蚕豪産を筆筒に、現在l　ア叉リカ

かヾ－デュウ大学に唾学され，今秋痺葡三れゐ軋即＼，曽節慈蚤に、去た

・・．　二・・・・：・’．∴　、　　∴＼　．：t、・、二．・　・・　　　、・　l

野頭数夜。取水悠魔王軋　一段と落竜きと照わか　の哀こと膚これこ来た磯

田妙子。飲んご覆し、打つこよし（バドミントン　暮番ノ　マ㌦ブマン）詰して

、　：．・－　、J1、、一・●　、・．．・‥デ　．　　十一‘・‥　　　　∴、

町隊芝山▲　鹿野うん針　鼠壊、二世教官に力を入れてぶられるめ起、丘、え

羞L L＼暇Uで初ゐ。

吹ヒ孝治壷の顔ぶれと、新宅宴のテーマ生橿小てる。

肯東　罷▲－……常永マしパン巌とアク）目し殴ブテルの来電各。

終電薄志一・一…－スフ攻書の為か架慮鰐金利冶各冤。

商久篠赦免一・一一メチロールパ　ポ　アクリルアキドrカ各戦と之の動将．

麹句著j逢一……アクリルアミドY常永マレイン簸ろ塞魯金について0

吋怒敬司一一‥…アプリ）レアやドとプチ）しアグリレート賽憂各に上るテロ

マ一合域。

叶崎元矢－‥一一‥ポリアクリルエチル巧ヰ級アルコ一山二よもエステ山東

凍

嶋75－
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小膏弘温い一一‥・息蔵繊絶唱蛍光糞粗∂合成．

川端京成－‥・‥－アルデヒドヂソアン合成仝

大下三種一一……ヒド口篭シエチルヒJLロースの合成．

二鳥＝　胃葦、新田革命富力歓應＿飽食のビア・尺岬テ1叫がノ　なごや月＼な雰

感歎のちらに行まつ軋た陪ノ喜田冒キ恕射壬、研修をを患え，互いにうわとけ食

って，研究のかきつぎ七号もものや。テープ小江ノなかこ丸首に花茎夜かセた扶

誉め頻叢蓬髪等合せてるをⅨあり，本凱こなごやかな引）に各を終えた。

㍉、∴‾　十∴　●　－

・　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　－　、　　　　　　　　　　●　・　　　　一　一、　　　・

通えた今、とちとう摺束をカニヒな戴讃ミもか鞄に語るニYになりました。

それじゃJ　怒ってし、奄こYノ　気コたらいことまでぢ竃L L三し　まう。

－　　　■一一一一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　●　　　●　　　　－　　●、　　一一

し＼烹丁が、ちょろど五首芽に向し＼合ったコンクリr卜選りの冬綴かく，葛涼

しい削産W塵がきれです。木立らに嘩きれた，登よっさの熟如左∴　ヒ言えば

志し＼めぐうが、どうみても長心耳牒†こ渡って轄枚コ官ノしこきた頂魔女励篭って

い烹丁。し刀＼し，こんな産物かヰでもノ　立赦な研宅が蔦コ軋｛いろの房牒本

・カ室蘭がらというもめそレ王ら々

さてt　争草の糸筋意、浜村怒空が、敦翫珂所定望鋳りレ〕江こし＼る「蚤皮なぜ

亮の寮を食べるのか，」を二党のる仕事βでし＼圭一＼よとの戒心をっ／、に封上　放

電谷本が活気に溢れてし＼葦丁ノ

ニ往真ぞに－私三条窯車に含ま代るうつ′カ捗ヱ抑；二常塵三宮tZ薫食する

紅て象は食物上に息写る。管見のヂ久義／目差五㍍ぎそか上　こ町二割哉浸

れ乙奄御岳ご行動芝紐羊　郡もんd丸久こ融が血　客の数塵のテルペン

親であることノ現ひ，ふ止巧やObLがダー心地肌　でで　るここYが開めか

にこれて至急しセ〇㌢5のf久Cわし∴即ち達観象下を鎧ここヒ毒物蘭について

は訂下研究車だ竺うで丁。こめ鼠　に息の食物儀歌に関しては　上記ろヨつ

のJa血が王ヒなっており、．味l釈恕その他の物種的見料ヰヨ4症であおこ

とが明確）こされたわけである。だから′　更に一一歩度んぞJ　蚤を人工腐敗で賢

車、大量に萄うことが可能になったので寸。棄職者は3つの声音汐Y　を添加
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これた大豆与良んで食べます。掻、末、葱蚤に関する訝登は黍や柔藩・カ品嬉放

漫か方面に纏わ町　雪帝的瑚1隈かあを象を鞄れこ蚤を領おろなでと症、未ぞ

オ＼つ一こ藷も宥えなか′つとのに、案蹄が人工蘭粗で工紫的隠密で句育できるよ

うにと二の所見に看喉した三日ま、大きな竜巻が切ると澄し＼ます。覆奄酎こ高

賽的な変蜜髪も丁ニbす二とは明らで＼でしょう一

二の新見か入夕＼ソ7は、喪付保携．本局褒三．閏蒸篭∵カ諸頂凛ぞ、京女

・＼．一　・、・一・　∴　　　　・．一　　　　、－ご　　・二　一＼＼．．　　　　・、　　　　　・、

ておられか綴部詠夜の壌蚤の兜塵、ヂ封悪気がそれぞれ手払ってぶわれもゥ

璃東乾生は立秋な庭番にべし¶のよく畝あう急啓な啓じ，「ドヤー勺　⊥　とい

って寮療登をのぞきに泰られる。もっYi‥　「ドマ一。⊥　ヒ嘗わ牒ノ毎までに

払温学童め首から】実勢力量恩を簸、写してく溶もと宅ij裏㌔ていa dだが。

ノ味嵐気左はがんばり養、博士号をもらわ的たカも当栗とし＼える勺　東研にピリ

っYLヒ痕を勝てこせていお客ビゥ内蔵取壊は先輩釈「気はやさし←三九照玩」

と欝したとう．リらしし＼。東壁中将巌計画亀鑑は鞄転ぶ先輩で丁。

肺Lも令笹蚤が膏っ吾認∴即ち今までの戦果を潔言と三で7㌧　その虻での

日めD血i二一品岬賢さ脅してし＼か蚤は戯ぞ免こいも淡務めふい亮・カで丁ク

ところどあ温C嵐の与論、婁弘大広

三L聞頃電：　0日藩か入ったナ十ロンを隼プ）うと－　ダりセリンカ薄日裔∠）0日

をCO C‖」にして．アミンヒ素憂金∋せるヾく頃殴ってし＼る．

放線を岬　　海窮境ヶテンの金銭頑びその蜜各

三辻　療ニ　ガーラログラフに上る分兼。田下守ところ溢寂に錮れる深層ビ

降が上がまいゴ　眉毛蹄とダイア＼ソアして、ポリプ0ロヒ〇レン鉦製

鼠温贋で含寄れるTL　の令姉ミニ刹覇巧るっも県

鑑藤束子：晦曹ヰヵブラボン色素の化牽碍直衣を，育成北軍Jか審夜を射こ

つけようと、これ皇鎗んだ由。

といったぐあい星二、色愚の句題を榛いては、教室力弓餌代有ってL＼る庭肇

に庄全く囁風のなし＼二王をやってい三号。しかし有辟叱資力八象ばかリカ車

やノ　この－堅固曽べば、J　きっと葉カがつくニYと救出刀ノ〕てい苫サク熟度は

射こより斗‥　この歌至か研究意欲に癒えと活気Y、落着きP怒れて圏なま三し、

どうぞ気象に痘びに未てください．おいしし＼お寒髪おい乱しましょう。

（腹漆）
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岩　浅各研究　室

望許賢嚢は蚤櫛敷虎を蟹琴こそか密藩は孝牽なきわめ，裔常∬十島放く仁

恵する0奉賀もビス」一スからアクリル腐食憂各ノ加水弁解ノ　洗濯について

か軒荒規が緊迫同額になってし＼紅級鰭∂ル池戒ノ　伽′LA　此しん　ノ鑑一　金成J　歎鹿

北孝J車峯鹿′　寒々罷り沢山なテ鵬マととっ鮫んで菟喪した職質kめげんと

して凄艶褒わな葦冷重　野疹堅　藤凍星ノ　晋々ぞ義軍藩更）あふれているっ

次に之の翻れ巌凡を鰐の＼する．

啓子頃赦免岬脾激励教兼

．・・‥・・　∴・

．　　∴・二・∴Tt十

一・　・・　：・

、、・・：、‥：・、八　　・　　　　　・・

」＿

β止血　のウーリ山一化　　　　盆山

アせチⅦトの掠お頭．みれA　助も

虔雰

耳通鬼のけ化成．針れ炎比唖久ノも　密封

‥　　　　　　・　・、●　．一・・一

壊乱賦覇

鰭◎噂蚤　　　　　　　　　　港間

二　　一　　　、－、　　　　　　　　‥　∴二

で）しブ0廃液に閣する苛ども　舟木

固体施轡應　　　　　　　　庶涜

ザソテート強食析　　　　　審食

アんセルの徹恕ノ緯度の乳化　吉井

谷汲滞各　　　　　　　　藩頼登

ヴィスコースの浄酪灸法　　　厳君
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也ルロース戯経線の　鮎涙．朗lよれ祀A凡

寵各

月〟カ乳化蜃合ヒ掛ける

親身及凝　　　　　　　　　滞鼠

エクスランの　妙鮎．ん　飢え乙ひく淡ノ心

‥・一、、・

富躇公苛應叱　　　　　　　絃野

アクリ　ル痺拓のケン化反義

ヒ掛ける虜各約線碓　　　　巣山

‥－、＼　　　一一　・二・■、さ．∴・、・ヾ

三二・：∴・、■

テトロンの⊂んしレムLによる

菟穫′か勧驚

町有戯草啓漆の金森

膚拍酎狩エ

フ－▲lトーソ

ク

・■一一■・▲　ノγ

叶滝濠に関する敬魔

L
L凝寂鯛究

上．野

関野

山海

寮

き本

頂水

音藤

富豪

叫崎

密教

長簡

心筋、

三郷大老野教兼は日本におけるビスコース八鍔か孝司的凄艶ブけ聖和、京大刀

工鴬比琴、・か審夜宮棄かれた婁考教戒』門下でビニロンの敢喝者■やあも京大め

ミ桜田放線のこ隼患肇であるさ　乾生なくなられた碑ア六号が幸恵正教線と共に

二番や奴兼門下の三蓼ガラスと媚えわれた浄代があった。喜多敷臆が贋恩コれ

たビスコースに関する研驚しポートは膏数十薮仁のぼゐ貰漁夫輝であったが

そめ芳一㌦敢iま親友乗寒ゴム方土蔵である富久力麒象を加えた偶人が拳篠われと

もめだそうである。

茎崎傲及隠蚤多数親のもとに魯めれる同にビスコーしス功亀奴について一つ

：①観閲を藤ち乞乱がきっかけごなってビスコ←スの発絶窟クロースノビパン

パ萄民の琴軌之訂正するという準やカ、しい寮額を操の、啓花伝とふれたク

サ7！ト



ビスコ＿スⅠ言グルコース塞一つにモサントゲン塞岬つの割合で鯨谷した化金

物どあるクロース、どベン詞民力乳に対して鷺蹄艶は、グさしコース審ニーフしこ

モサントヂン蔑－②覇各で欝合したものだとま縁、以東、今弓まで道邑諷ど

なってし＼為。暴圧「鷹合反義Jという新一わしいす空論をヨTb虚仁王耳し　この把に

銀盤の不療應厨騎知工掲亨ビロードノ　スポンジなどと手がけられ帯蹄寵は争

い。

以上が、允が御太め輝かし芝垣か一部ですク　双や岩節度岬同点′二の曙や

かしき豪嶺に言＼コわしくめる／ヾく、日夜．塵斗しこし＼る㍉

貰　志研　究∴室

繊蜜豆学本館の二滴の■塾比か一軍ノ　結たま繋薮隻よりたどよいをる蘇秦に

ユ三の丸て男＼これも初のの腎だけ豆本…笥笠語吾が合粁化菅か葉験精によ

く乱し＼込まれる鉾である，

大軍鼠貰密室月冬エむく、倭は面色狸さして，右打繹こも爵疋池・カ良し＼許

こし＼丸亀がノ　そこは鼓くLとこしカご一巻赦亘には髭」二も繁藻庖こすに，し＼つ

再．旛容儀えも気を三があるぅ　壌義教腰、虜呵鼠噂、町動文盲と　いす軋品

濃管七人ばかりで、これが竜放蚤か乳楽はふんい至を作り恵しているク

訝菟村容はA止れノ　脚ヱ　客を素東としこ，そのアミノ蔵馨のし＼ろいろな因

子に喝するものである。

絶嫁嫁で　了承っつきが電し＼菅ヾノ　べつってし＼もとそうで、もない烏　卒漁虻は家禽セ

ミ嘉上十十三入り晶が読J　来由揖し　ぎ町門ノ蔵置ヒ環UrQことでああ■

一　　　　　　　　　　　一　一　　　　一　　　　　　一　、　　■一　　一●′

愈鎗筑射孟刺等○如く町習額現象へ息粧んてし、る∴撃暮し　頼経’複の憧懐と

警わんも夏日芸漫選者各■ご床机蘇同仁どうぞβ　　　　　　　（車煎）
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耳目　宅研　究室

・、‥・丁　一二＼・－●　　∴　・∴　旦・∴・、－　．　　．・・：　∴

東リ盈鶴庵ことなく、いや之の説に来っ乙率や本字浄確∵カ近代的無痛な驚

・　　、　　‥・、－．　　‥　　二、．・・・　　．　　・一一　一・・．　こ

．　．・：　　　　．　　　　　′、・－●　　・・、・・、一・・

帝せて2g名を越える太デル叫ヂとなり療養活気がみ真きっこし＼嘉。

・、二　・：、．一、．：．∵∴・三・・・．　．・・、　　　　　　．．、．・．

ん、金、軋射精合磯．各野間鉱泉東の諌計製符などなく　r‾奄官憲食草Jの節寵

に革リ観丸．啓々七夜乗女奉げつつめる。桝夏あげると、ナイロンに覇写る

研究は現放豪放においてエ濃化まれつつ勃上　本師範誓毀計の筋粂兼は各紙

ヒ敦置き軋、三貴化力紋滝ヒあり、宣軒府立峯山悪風には覇じぐアシしいレ瓢

一・‥　　’．∴十　・・・・一　　＿　　　　　、・・　　　　　　　－．　．∴・

われる光りつつロピレン緻経ろ寮監は、翠研竃誓書こおし＼て今や冤食に夜色に報

－　　　　ヽ　－　　　　　　　　　　　　　　●　－　　　■　一　　一ヽ　一　　一

ヒン，ポリニナレンなど方谷機飽鯉口叫プ逮夜憂さヒ東感媚ご佐々奉瓦暫ら折

．・　＿．・　　一二　二、二：．　　　　　‥、・、－　．・一・．・一　　　　　　・．．

ある〇　以上己よ…まんの教苛∵こてぎす～　ニ乳から毘窺されようYする研碇こし奪いヮ

このあ1二°でまず季節罷亨を賃毅する八マセその言責る研究テ㌦マを大麻

乳覆刻どこゴ鰐小しようこ

〔托璃箇督靡上乃部屋〕

粛恵励敦腐

五十嵐研修せ

松風　　ノ′

蔓延　　レ

広々木　ヶ

汲1コ　　　ウ

山崎－　　ク

蔵本研見な

兼本革輪を

名説半途を

「各麿金蔵寺斉話．呑祝儀で経rカ所罷⊥

r‾ポリプロピノン、ポリエチレン鰊緩め毅色」

「ポリ蔑化ビニ）レペーストレジンの野奄⊥

丁東リプブコピレンか塗嘉＿綾上

r各慮各親戚鮭ロープ㌦M許窮鳥

「プラスチックス・カ森軌こ琴する研究⊥

「各席急報級経の薬包≡二乗する帯奄ユ

「ガス吸収敵蝶の節電ユ

「ポリプ。ロビレンの戎晶に関する静態・J

r金蔵蚤包Cポリアキド）に関する訝罷」

一Sト



山鳥キ歯数　　　「ポリアロピレン′ポリエチレン繊維の着色」

三宅　′ノ　　　　「ポリ7jロビレンj　ポリユキレン魔準の荻亀ユ

〔うと誘菌舅、劇の部をj

心髄研修せ

菅笠　ノノ

苛ブ亘　　′

山浅r　　シ

呵脂竿翰女

翠川　　ヶ

宮内　〃

●一：一

東田　′′

〔工務プ

祇農魂ぎー

高木研∵修牽

一、一

雷鳴革密室

キーし　・・・

「各塵7クリル威エステルの賓息⊥

「各層モノマーの安登思⊥

r不織布公金親政暗篠電動の節電⊥

「ポリエチレン∵ポリプ㍉コピレン公酪魚⊥

「アクリロニトリルの額射∃魚蜜金筋奈、衡賂塵の所管。

「ァイソタクデ、リグポリマ㌧十二覇する研究ユ

「各．棲モ．ノマーカ寒憂各」

「ヘンプル意によもテレフジル鹸め金＼成上

「ポリエチレンブライコール道益軒二萄する帯電⊥

r各度合親額：繚製塩の工案北と思慮患耽虜澱め物艦上

▲・－　●・一、・・、・、・．　　　●l　　▲　■・・一・・、・・・・・一

軒する凝償い

「ポリプロピレン線鰭牒吏座、熟亀頭！二関する研究．

「ポリ二㌢レン、ポリプウロピレンの覇糸」

「ポリり⊥タン　その鹿茸金」安スポンジカ軒冤⊥

rポリニケレンノ　ポリプつりピレン珍紡奪」

以上が争各人が行し＼つつある狩駕だ餌　何　ろ本研究宴はそ／しぞ軋終武一刀

痕鶴をク青くテーマを所見してし＼るゐそノ　烹ゼ孟だ行氾なけ打いざならぬ孝が数

■　　　　・一　　　一　．　　　一　　　・1－　　　　　－　　　　　　　　ヽ・　　　　　　　　　．

・・．　一　・・・・一・　・・こ・・　　　　　・・・、・　　一

生以下野槍監トキ諭せ森㌦凡だなつ‾こ次々と新嘗芯、新及鶴巻豪放をしてい

くとニろが革／折亀饗か時乳であり、また鼠榛でもある々療＿つて音数生七七も

ヽ　一、　　　　　、　　　　　　　　　－　　、　　　　　　　　－　　　　　　－　　　、

－　．　　　　ミ　∴　、　　．＿　・　　　　　　　‥・●　　・　　、．　－　　　　　．・

とも薙常軌￥もいうべき人々が落ちY上　之め人数も）曹えっっあり　そか攫研

修誉め零す毎会東はもちろん巧こと、乾生は各社喝廃に裾当顔が太いのぞ度

々の食推力野良蜜などがノ鼓粗べ＞文献の風味や各経済封貫け、親戚の貧与な

ど、の形で本研窺琶ヒ紡力してくれている。

亀にも少し底や千二が工場には数々の新しし、威属が・設置コ虹たのぞJ　いよい

よ今竿夜からポリエチレン．ポリプロピレン鱒鮭の製造が木藤索狛二桁両もる．
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1　1

研究．

束帯発奮ぼ、亀虫がホリエチレン．ポリプつbピレンに入へんお謡い、の奴初

の、鯨魚ガ貌色め及衛の僚努な研修・重訳数多く屠られものそ′　額にこのこ雑

鎧に関しては金成繊範研墓室の名に散じず，繋私の豪各から紡糸メ茶色まで

全部職貰した節電が桑テめれ上本覇気雪が太い1ニ落　とし　言ヒ冒應夏鳥寄って

し＼る研免である．もちろん鰐粂顔も本帯電夏設計のものきめるウ　ニの慮な二

とは冒本管は珍ちしいこと∵こして各金辻、研究姉、天啓などが寛宜彦冒しつ

つあるYころのもめであるク森　永静態隻が車虹となる′ノポリプパブピレン訝

窺金クが蕗放し）この釦二澤大旗工掌或漁師、貫大化啓研究所力音容、威怒

川骨子木、そプ日だ患放於数社鹿大してし＼る勺

どうも軌僚態の線になったカヾノ　以上の苛庄承定実際にノ行氾軋てし＼る＝∵とで、

あ県　決して　そそはない。襲慣こ行っているも》居ど應いも　日吉ないので

あってこの「英行」－如ら机上の70ランに繚＼めずきれを葵筒に行うとし＼う二

一　一ヽ●　一一　一一　一　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　一、　－■

・‥・、、・・■・、　　　　　　　さ・・・　　　．・・・・・・　、

墟＿めような廓窺が行われていゐのき初む。

ヱて今夜抜本肺患琶聖夜威する人々について迷べよう。箱監餅に纂きる疎

密瞥やキ線度ヒ塩、いわゆるガ　が　勉趨亀の青びょうたんとし＼ちょうな叶

手短野師よ居ない。全買勉歳もやる隋にはすごくズるがノ　言た塵勘もするし

密塁に蕗びもする。のびのびどもだ明るい應層の気風旺蘭屯葱し＼八㌢ばかり

である。だから本節気互にはし＼ってもはつちっとしγニ塵譲なムードがある。

菟勘よし＼ろんなス震」ソがお埠意だし，研修互、キ漆首にもスポーーソマンが

卑し、功でノ　先生以下食貫がスポー、ソにハ／仁キングにと楽し＼＼恕襟髪逢せるよ

うな軒鞄が－沢山莞えられてし＼る卓

本新羅蚤は転宅と研修生、学童互が督轟じ貫をこ尾もめで＼ノ　＝め三者公園

ヒ侍膚のヘビたりもなく）先安も偉鼻菅笠か乳濁－を竃命饗終されてし＼ろ紙で、

私宅＼右裾珍を′　革論壇鋸掛孟非常に親電であることは　これまた泰研究巻の

埼餞である。食貫がアミ　ダに．級数に鼠膚カなし＼恵を麦点し初ろク　節線虻め零

々は蔓れざれ等凄め登竜走首やぽかりなのそし＼ろんな膏が霧蘭になる軋㌦　動

産に町することも脅し＼。毎温一回行D恥も腰議会の碑はもらろんだが　アミ

グ車にも藩螢な対敵が行も紅　こらし＼う躍韓車から大きな就常夏毒乱だ守ア

イヂァ水落として悪てくるめである。このダベ毎とし、うことめろもから礫僅

未怒な単強電1去いろんなことを蜜がとかかである。こういう塔にもむろん新

見妄金庫が急嵐なごやかな蓼覇気につつまれてし＼為ことはいう芸でもない二

二のがべりの廃しさは息衝気象賽鼠のものだろうず．不研究象はあらゆる牙

サ鋸ト

律



面のことを経験三れこい奄人々の象りそあるから葉に強健である．

まだまだ暑くべき夢柄も多いこビア削〕化も餌′嬢も東研竃登に泰て誅だ

】ケ肖余りだからi　内容も以上くらし＼しか勲らなし＼。が竃下のところ頗楢八

としてばね常に展しい野鼠宣富岳を逢っているし、他め琴蜜も同じ気合．のよ

らそある。

省三ん那珂唇短句逸り．襲臆の麻草及額の監事”与る渡合は食＜裾線髪告酌す

るもめがある。咤み①…賢は感奮の十堅以上に匹敵写るゴ　葛登しこ冤威した

・　　　　：・　　　　　　　　　・　　　・　　　　　．・　　　二　　　　　　　　　　　一

・　　　　　　一　　　：・　　　　．　一　　　　　　・・一　．　　　　－　　　∴

、・　　　　　．・、　　　　　　　∴一・・・．　　’　　　　、

－　　　　、　　　　　　　∴　　　　・・．・　　　　　　　　　　－　　‾．　　・′　、　　．・．

・　・　　　・・、、・、二・　　、　　　　二　　・・・・．・　　　・・

繁を烏牒揉二勇とこち章にしこ常民にマ＼ソ卑しと留萌を漕乾してし＼るか㌦ト範だ

．　　　・　　　　　　　　■　ノ　　　●●　　　　　　　　　－　　　　　　　　　’・・－　●

きなし＼はぜてんてこ蓋し＼を∋鼓しこいる。このノにしいということも本所冤賓め

清一堕かも蜃プ哀しぬか二、二γどて少しと＼L光給を写るともらせ同か竜頭　域され

てしまうっ　こa gちな竃をみぶる戒厳僅聯頂戴の監席にあって、本品－」二五

二　　二　　・・、　　　　　　　　　　　　・

夜食葵が研究に歓んでし．＼るめがノ　金成線後節養蚕こと「′疇ち萌一兎温」なⅧそ

あるや

（綴喜己〕

■　　　　　　一　　　、　－▲　　●　　　　　　　　●　　－　　　　●　　　　　　　　－

あ／つかましくも藻琴を麿　みう阜整いこ私と。しカ＼し勉花不放く＞14葬寵妾に熱

、∴・∴　・、　　　　　　　　　　　　　　　・＿　　　　・．　　，一　　　　　　　　・

声優宣魚があれば＼畜産研究蚤労音へ卿盈應なく煮て頂きたし、り　またそ幻聴の

忠／嵩もいつでヰノど＼し霊、郷象蔑なく解東電下さいね　　　　　　　　く山蔓7）

魔島部　4転生　鑑頑毒矢

ッ　　滝谷尊大

ヤ　　ギ日毎を

3回坂　本下層、恕

ゥ　　　沃野故買

え庭摺〔二軋紘′轟ゑ象

り　　食事紋革

〃　　福本　敏

●　　　せ●．＿　・．

／回生　井上瞳と

イ　）11両‾了－
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野乗で竃えぼ了7可・はラヅモーな寓だと言わ訂し竃が㍉戴々£C昌声工N

こしワ笥⑦繁々テ㌢蜜沿，二のあ丁こUでノ　かイ〕クリ仙∴／ヒ＼ソトで＼も雄、とう七．

儀寛恕叫帝はリ至ってし＼たがノ本己一　二ゝに象る二様と鼠嘗な普ノ7胃を報

徳庖菜もことになり言し七。今までと忘J　うって変って，繁藤が多く奥

まり、仰度にヱ項巷も合せた充実した左のが嘉素意したp勃々は瓦帯，

緻岡竃とまう主力はノ希えな言泰づけ∂な二…亮ノミさも′蓑でないと考えて

いあ。舷って′了べてか承轟k象せること髪もツト肘としているク　かく

してノ　二め二項な六等なえのとなった次一才でみむつ　争噂は初めて山泰こみど

して琴巌各条を行づとが，ニ公試みに、大友〉　ご協力下きっ七才官吏賢撃

た轟く客衡致し芸号。な宕潔号、かか賢くノ〕礪監督簡冬審象しま号からノ　ど＼
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